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序

伊豆諸島海域はいわゆる堆礁海嶺漁場として著名で、各島そのものが魚礁とし

ての機能を備えているが、このほかにも天然漁礁か数多く存在し、各種水族の漁

場形成に重要な役割を果している。

近年、本土沿岸域の海洋汚染や海洋法問題を前提に、伊豆諸島海域の蛋白資源

への依存が急速に高まる気配がみられるが、これに対応してこれら漁礁の海洋生

産に関与する独自の機構とその多角的且つ効率的利用法について充分検討し、適

正利用による生産の維持と増大を図ろ必要が痛感される。

そこで、漁況予測や来遊資源の把握を目的に行なってきた従来の各種調査と併

行して、前記の生産機構の解明を目的とした調査を開始することとした。対象と

なる魚礁は突出礁を含めて相当数に上り、調査には膨大を陣容と日数を必要とす

るが、逐年継続し、完了したものからその内容を公表する予定である。

なお、銭洲礁については既に１９７５年に一応の調査を完了し報告書※として

まとめたが、当時の種々の情勢から限定された範囲に配布されたに止まっている

ので、本報告に加え、改めて公表することとした．

１９７６年５月

東京都水産試験場長国分東

※東京都農林緑政部水産課：銭洲礁調査報告書（漁業権設定事前調査）昭和４８年５月
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亡＞…一銭洲礁調査時の黒潮流路
（'７２年８月下半期）

Ｆ－Ｊ､＞、.…,恩馳群礁調査時の黒潮流路
Ｌ－－Ｐ

（'７５年８月下半期）

こ=f>…-大野原島調査時の黒潮流路
（'７５年８月下半期）

図１伊豆諸島海域
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潜水による生物調査

魚類調査

海底地形調査

一般海洋調査

魚類調査

潜水による生物調査

潜水補助

"

"

船長青沼勇他’７名海洋観測一底生生物調査
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船長立島昭他７名潜水補助､魚類

神津島漁業協同組合（組合長山田吉之助）

同組合所属船弁天丸、新平丸～協漁丸
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銭洲は伊豆諸島列島線上、北緯５５度５７分、東経１５８度５０分付近に存在する－大礁から海

面上に突出する２群の岩島を通称するが､水産関係者は岩島群を含む－大礁を総称している。

天然魚礁としての漁業上の価値はもとより、有用水産資源の補給地としての意義も大きく､その重

要性力認識されている。即ち､春５～５月の頃マサパ（大平洋系群）の主要産卵場となることは関係

者の間ではあまりにも有名である。

しかしながら、銭洲に関する系統的知見はほとんどなく、わずかに昭和１０年～東京府水産試験場

か七島九を使用して調査を行なった若干の記録があるのみで、海底地形に至っては極めて粗雑な深度

記録があるに過ぎたい。そこで､伊豆諸島海域の漁業場重要な位置を占める銭洲漁場の今後における

合理的な漁業操業と資源管理方策の資料とするため､礁全体にわたって概括的な調査を行なったので

その結果を報告する。

1．調査方法

１.）調査期間

１９７２年８月２２日～２４日

２）調査項目および方法

（１）海底地形

神津島漁業協同組合所属漁船弁天九および新平丸の協力を得て、銭洲南東部のネープルスを

基点１，北東の内ダルマを基点２として、両基点から図２に示すように～それぞれ８方位に向

って１０分ずつ航走し､魚群探知機により海底地形を調査し、記録紙の読取値から等深線図を

作成した。

なお、航跡の精度を高るため、基点から各方位に１０分間航走した地点で六分儀２台で同時

に測角を行ない、その後一次の方位の先端まで航走して、その地点で再び測角し、位置を確認

した。

(2)海祝

調査指導船「あずま」を用いて､図５に示す，測点において次の項目について観測および採

集を行なった。

海象；各層水温（１０ｍ間隔）、同塩素量、透明度、水色、波浪、うねり、流向／流速､

海深

気象；風向、風カー雲型一雲量、天気、気温～気圧

生物；⑤Ｂネット（Ｏ～＜５０，垂直曳き）

－２－



③Ａネット(表面水平5分曳き）

(3)生物相

次の各方法により、藻類、魚類､底生生物の採集を行なった。

ａ潜水調査

調査指導船「やしお」､神津島漁業協同組合「協漁九」およびスキューバ潜水者４名によ

り､ネーブル〆礁とその付近の礁について､潮干帯から漸深帯５０ｍまでの藻類および貝類～

甲殻類、付着生物の採集を行なった。同時に魚類について目視による種類と量の記録を行な

った。

ｂドレッジ・サンゴ網。エビかごによる調査

新野式ドレッヂお

よび図４に示す漁具

を用いて、各海洋観

測点において、底生

生物の採集を行なっ

た。

ffIl
”

図２調査前の海底地形図（等深線図）と測深航跡

－５－



■

図３観測および底生生物調査地

数字は調査地点番号、（)内は採集漁具を表わす

（卜･－）……ドレプヂ、（サー）……サンゴ網、（エー）……エビかと

－４－
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調査結果

1）海底地形

銭洲は神津島南端一の首崎の南西約５０１ｍ（２２浬）にある２群の小さな岩島で、北東側の１

群は通称内ダルマ､外ダルマと称される２個の岩島からなり､南西側の１群は通称ネーブルスと

称される岩島を中心に、ほぼ南北にわたって連接する７個の岩礁とその周辺に散在する洗岩によ

り形成される。

岩島の大きさ・形状に関しては、正確な記録かないので巻頭に写真を掲げ､概略を図５に示し

2．

'－０

岩島の海中部分(こついて､遊泳および潜水観察を行なった結果では､ほと

んどか急崖となっている。１，２観察例を挙げると次のようである。

(1)ネーブル〆礁西側斜面

急斜面の崖にたっており、ところどころに水面上の岩礁まで続いている

と思われる大きな亀裂がみられ、亀裂部に沿って強い吹降し流があった。

崖部の植物相は貧相である。

(2)ヒラッタイ西側斜面

外ヒラッタイの緩やかな斜面か水深２０ｍ位まで続き､棚部分にはイセ

エピか多くみられる。水深２０加位からは大きな根が点在し､アカハタ．

メジナ゛ニザダイ等の魚類が多くみら韮また、ウミエラ類・イソパナ類

か多く見られた。

転石の下面には、カキ類らしい死殻が多く付着しており、その周囲には､

同じ死殻と思われるものが多く存在していた。転石の下には、クモヒトデ

類以外はみられたかった。

岩島群周辺の海底地形は伊豆諸島列島線上の一般天然礁と同じく､黒潮

０
０ C

IB，

ふき

Ａ
８
Ｃ
Ｄ

ネーブルス

ヒラッタイ

内ダルマ

外ダルマ

鰯
③潜水鯛交戦

②遊戯調査域 麺

図５銭洲岩島群配置の概略と潜水調査域

－６－



流と相まって湧昇流を起こさせ､礁上に栄養塩を補給し、食物環を形成する優秀漁場の成立を

裏付けている。

魚群探知機により、周辺の深測を行なった結果を等深線図としてまとめ‐図らに示したが、

実際の海底地形は複雑で多数の凹凸が存在するＣ

ｌ例として、ネープルス礁（基点１）と内ダルマ（基点２）間の魚探記録をそのまま図７に

示した。

等探線図からみて､２群の岩島群を結ぶ線の南東側の海底傾斜は急であるが､西側について

はそれよりもゆるやかである。

岩礁の外周で､１００祠等深線に囲まれる面積は１１５２１，２で､伊豆諸島周辺の天然魚礁の

うちでは最も広い。（図８および表１）

."

図６銭洲周辺の海底地形
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表1主要漁礁の水深別面積(k､、

５０川以浅 １００腕以浅 ２，０沈以浅

１９１１

５２．０

２８６

大室出し ６８．４

５５６高瀬

ひょうたん瀬

わたり瀬

銭洲

２２５

．１１５．２

２９５．７
２２．５

2）海祝

（１）流向および水温・塩素量分布

調査時にお(ナる銭洲近海では、北～北東に黒潮か流去しており、銭洲周辺も南西側沖合から

海流が接近し､図，に示すよう仁礁の東西両側に分かれて北上し、その後ダルマ根付近で合

流して再び北～北北東方向に流去していた。流速は全般に２乃至５ｋｔの速さで、岩礁の側近

は複雑な流向を示し、また、流速も時刻により著しく異なった。

表面水温は２４．９～２５．５℃で、北部域が低く､南部域力T高かった。また～塩素量は１８．０８

～１８．９５９６０の範囲で､南西域が低かんで、北東ほど高かんとたっていた。

、
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図１０水深(、)および表面水温等温線・水温垂直分布に）

ネーアルス タルマネ

C－－~●￣－－、

図１１塩素.量垂直分布ｕ６３）

アルマネｷーフルス

図１２ネーブルス・ダルマネ間の流向概略
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下層水温は１８４９℃～２５０℃と大差かみられ、深層部から低温水の上昇か明らかに認め

られた。

ネープルス・ダルマ根間の水温および塩素量の垂直分布を図１０および１１に示した。また

これらから礁上の流れを図１２のように推定した。

水温・塩素量ともほぼ同様の傾向で～岩礁の南部海域ほど高温低かんで～北部海域ほど低温

高かんとたっている。即ち、南から礁にぶつかった海流は地形に沿って上昇流となって礁上を

通過しながら、上下層水の撹拝混合が行なわれている。

(2)プランクトン分布

ｅｌＢﾈｯﾄ採集物の湿重量分布を図，に示したが-礁の中心に近いほど分布量が多い。

同じく表２に出現種の傾向を＿表５に特に多かったＣｏｐｅｐｏｄａの種別出現傾向を示した。

ＣｏｐｅｐｏｄａのうちＣａｌａｎｕｓｆｉｎｍａｒｃｈｉｃｕｓか卓越して出現した。
※

潜水観察により、ネーブル〆礁南側において大量のタカベか岩肌に沿って遊泳し、摂餌をす

る行動を認めた。タカベの食性がOopepodaを嗜好するところから、その大量分布とタカベの

い集とは極めて当然の理と考えられ､タカベ漁場の形成を裏付けている。

表２プランクトン出現状況(②Bネットによる）

種現出

(ユメエピ）

ｒｒｒ

ｒｒ

ｆｉ

二

悪
ｒｒｒ

８t､紅、

１（ドー２）

２（トー４）

５（トー５）

４（トー１）

５（サー１）

６（サー２）

７（エーヨ）

８（エー２）

９（エー１）

７
９
８
５
１
５
５
５
２

２
２
７
４
４
２
９
６
０

０
０
０
０
０
１
０
０
Ⅲ

５
４
２
１
５
５
７
２
６

１
５
７
９
０
６
８
６
４

１
１
３
２
２
５
４
４
５

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
Ｉ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ＣＣＣ

ＣＣＣ

ＣＣＣ

ＣＣ

ＣＣＣ

ＣＣＣ

ＣＣ

ＣＣＣ

ＣＣＣ

ｒｒｒ

※１９７２年８月２９日大島波浮港地先の潜水観察において、大型Ｏｏｐｅｐｏｄａ（種不明）か

５０c加内外の雲状に層をなして、水深１０加前後の海底の岩肌に沿ってゆっくり移動し毫これ

を盛んに摂餌するタカベ群を認めた。

－１１



表５主要Ｏｏｐｅｐｏｄａの出現状況（特Ｂネットによる）

Ｅｕｃａｌａｎｕｓ

ｍｕｃｒｏｎａｔｕｓ

、｣cａｌａｎｕｓ

ａｔｔｅｎｕａｔｕｓ

Uｈｄｉｎｕｌａ

ｖｕｌｇａｒｉｓ

Pａｒａｃａｌａ－
ｎｕＳ

ｐａｒｖｕｓ

Paracala-

nus

aculaatus

OａＩａｎｕｓ

ｆｉｎｍａｒ－

ｃｈｉｃｕｓ

Ｏｎｃｈａｅａ

ｓｐｐ

ｓｐ※

Ｓｔ・妬

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

１（Ｆ－２）

２（ドー４）

５（ドー５）

４（ドー１）

５（サー１）

６（サー２）

７（エー５）

８（エー２）

，（エー１）

ｒｒｃ
ｃ

＋
＋
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
ｃ

ｒｒｒｒ

ｒ

ｒｒ

rｒ

※全プランクトン中に占める割合がｒｒ以下を除いた。
０

※※ＯａＩａｎｕｓｈｅｌｇｏＩａｎｄｉｃｕｓｔｙｐｅも含む。

②ネハ採集物には､ユメエピが大量に出現した｡同じく魚卵･稚魚の出現状況は表5に示
したとおりで、カタクチイワシが比較的多く採集された。

髄

表４大型プランクトン出現状況(⑬ネットによる）

出現種 腔腸動物矢虫類 皮ノウ類僥脚類ユメエピ

８ｔ・ﾉﾘＩズ

１（ドー２）

２（ドー４）

５（トー５）

４（ドー１）

５（サー１）

６（サー２）

７（エー５）

８（エー２）

，（エー１）

Ｃ

ｒ
Ｃ
＋
＋
＋
＋
ｒ
ｒ
ｒ

ｃ

ｃ
＋

ｃ
ｃ
＋
＋
十
十

ｃ

ｃｃ

＋
十
＋
ｒ
ｒ
ｒ

ｃ

＋
ｃ
ｃ
ｃ

ｃ
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表５魚卵および稚魚の出現状況

稚魚（尾）

ネズミギス（２）テンジクイサキ（１）マフグ属(1)アジ科（１）

カタクチイワシ（１）テンジクイサキ（７）ネズミギス(5)カワハギ(1)

ネズミギス（１）

カタクチイワシ(2)テンジクイサキ(1)ネズミギス(1)イシダイ属(1)タイ科(1)

カタクチイワシ(1)カワハギ(1)

キス（１）

カタクチイワシ（５）

カタクチイワシ（２５）タイ科(2)

カタクチイワシ(25)テンジクイサキ②キ2ｽ(1)カゴカキダイ（１）アリアクトピウオ(?)(1)

Ｓｔ・枢

１（トー２）

２（トー４）

５（トー５）

４（トー１）

５（サー１）

６（サー２）

７（エー５）

８（エー２）

，（エー１）

５
６
５
９
５

２
１

２
５

5）生物相

（１）藻類（付表１－２）－Ａ）

ネープルス礁周辺を主体に観察と採集を行なった。このほか、Ｓｔ７においてエビかごにて

ん絡したものについても整理を行なったが、ネーブル〆礁において採集したものと同種で、し

かも葉体の状態および５５ｍという採集水深から考えて、浅所に着生していたものが切ｵして寄

り藻となったものと思われる。

ネーブル〆礁周辺について観察した結果ではへ種類。着生状況ともに総体的に貧相である。

有用藻類についても同様で、潮間帯付近にはオニクサ（草丈５～１０c腕）の繁殖がみられ、漸

深帯にはマクサ（草丈；低潮線付近2.0～１０cliz～漸深帯?～５１．８ｃｊｉｍ）．ユイキリ．ヒラク

サがみられたか大きな群落はない。サイミは干潮線付近に普通にみられたが、草丈は,､５～

zoc洞であった。緑藻のアナアオサは礁の頂部近くの潮溜りにわずかにみられた。

（２）魚類（付表１－２)－Ｂ）

強流のために建切網の操業が不能となったので、当初計画した漁獲物による調査を断念し、

潜水観察によって魚種とその量の把握を試みた。別途､底生生物の採集を目的に設置したエビ

かごに入った魚類はホシザメのみであったので、潜水観察の結果か唯一の記録とたった。

非常に多い（絶えず遭遇し数量的にも多かった。

多い（絶えず遭遇した）

普通（全員が視認した）

少ない（視認した者１～２名）

まれである（視認した者１名）

）※ ＣＣ

Ｃ

＋

ｒ

ｒｒ

１５



※

４人の潜水者か視認した魚種について、その量を４段階に分けて記録したものを整理した結

果５５種か確認された。

有用魚種として主なものは、シマアジ・カンパチ・タカペ・アカハタ・メジナか多くみられ

た。特にタカベは岩島の崖部分に沿って深部まで大量に分布。遊泳するのを認めた。シマアジ

・カンパチは１０～２０尾程度の小群をつくる場合か多く、メジナは表層近くを群泳する場合

が多かった。

前述のように海底地形調査のために魚群探知機を使用したか＿魚群の影像もかなりみられた。

（図７参照）

銭洲かマサパ太平洋系群の産卵場の中心となることは、前述したが、このほかムロアジ類。

マカジキ゜カツオ等についても時期に応じて優秀な漁場か形成される。

今回の調査は根付魚の分布を主体にその生物環境を探ろうとしたもので、既知のこれら代表

的魚類の採補は敢て試みなかった。

(3)甲殻類（付表１－２）一Ｄ）

採集された甲殻類はフジソポ類を含めて１５種であるか、イセエピ以ﾀﾄには有用種はない。

表６礁周辺で採捕したイセエピの体型

IJjlL
０
０
９
１
０
７
０
０
０
５
０
２

９
８
８
９
１
５
２
８
５
４
０
５

１
１
１
１
２
２
２
５

６
８
０
５
０
０
５
４
８
９
０
９
２
０
５
６

２
２
４
４
５
５
５
６
６
．
Ｚ
Ｚ
８
２
Ｑ
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
８
０
０
７
０
２
５
４
８
０
６

ａ
３
４
４
４
６
６
Ｚ
Ｑ
日
０
ｉ ●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

lＬ
ＢＩＢ？、 ＣＭ

図１３イゼエピの体長組成
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イセエピの分布と体型；潜水調査の区域が限られたため､全体的に評価することはできない

が、通称外ヒラツタイ東側では多数のイセエピの生息を認めた。ネープルス東側でも視認頻度

は前者より少ないが生息を認めた。

礁とその周辺の地型からみて、広範囲に亘るイセエピ生息の可能」性があるので、例え現時点

で漁場としての利用面積は少なくても保護監視すべき水域は広域を考慮すべきである。

各礁のうち通称外ヒラツタイ東側において、神津島漁業協同組合員１名の協力を得て、潜水

器使用によるカギ採りを行ない､約５０分間に得られたイセエピは雌１６尾、雄１２尾、計２８

尾であった。体型を表６に、体長組成を図１５に示した。

１９５５年の調査ではヘネープルス号沈没地点に著しく多く、雌雄の最大型はそれぞれ１５０

１，２５０'内外と記録されている。これは今回の調査結果と照合してあまり変らないと判断

してよいと考えられ、伊豆諸島のイセエピの一般的体型からすると小型であるといえる。なお、

殼皮の色は鮮明でなく、これは礁周辺の餌生物分布に起因するためであろう。

(4)貝類（付表１－２）－Ｃ）

４７種が採集されたが、その内訳は腹足綱２９種、斧足綱１８種である。斧足綱１８種のう

ち１２種が付着性ないしは穿孔性のものであった。

１９５５年のドレッヂを主体とした採集記録によると､腹足綱２１種～斧足綱５０種が採集

されており、今回の調査と合せると腹足綱４５種､斧足綱５９種、計８４種が明らかとなった。

採集個体の多かったのはシロレイシであるかミネープルス礁のタイドプールにはオハグロカ

キか多数生息するのがみられた。

水産上の有用種はほとんどなく､わずかに死殼としてフクトコプシを採集したか､漁業者は

その生存を認めているものの～採集殻の成長状態からみて、餌生物分布の貧弱さを裏付けてい

る。

水産的価値は別として､好事家の間で珍重されているオキナエピスか採集された。従来、銭

洲|からのこの貝の採集記録は２個で、今回のものは死殼であるか、水深４０加からであり､最

も浅い記録である。

(5)その他の動物（付表１－２）－，）

潜水調査と底生生物調査用のサンゴ網。ドレッヂ・エビかご仁よって一応肉眼的に認められ

るものを大まかに採集して､海綿動物６種、腔腸動物５２種､環形動物１種、触手動物５種､

※従来銭洲周辺で採集されたオキナエピスの記録

１９６５年１０月銭洲|礁Ｎ約５浬水深１１５祁萱鷹丸

１９６８年１２月同上９０ｍ同上
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鰊皮動物５種を得た。

ネーブル〆礁周辺での潜水観察で、ウミケイトウ類・ウミヤギ類が極めて普通にみられたか～

これらの存在は外洋性で潮通しが良く、且つ、狼の激しいことを裏付けている。

5．考察

海流か銭ｻﾄ朧仁遮ぎらjrして湧昇流を起し、そこに水産生物の食物環の最初の段階である有機物生

産者および第一次消費者の繁殖が促されるという、いわば理想的な天然漁礁が形成されていること

か今回の調査において判明した。そして～との魚礁機能は海流の方向にかかわらず常に継続される

ことは間違いないであろう。

漁業操業の実態については、数字的にまとめられた記録はないが、遊魚を主体に近県の中型漁

船か相当量の水場をしているほか､建切網～底釣等根付魚を対象とした漁業も盛んに操業されてい

る。

一般に回遊魚はその生産の場を大きく捉えて論議すべきで､銭洲周辺の環境のみからは云々すべ

きではない。しかし、同じ回遊魚であってもマサ（のように太平洋系群の主要産卵場ということに

なると、銭洲の果す役割は繁殖保護の面から極めて大きいといわねばならない。産卵場としての機

能・産卵条件を満足させている機構を速やかに明らかにすべきであろう。

一方、根付魚は先に述べた第一次消費者の継続的生産が期待できるところから適当な第二次消

費者（例えばタカペ）が継続的に補充されるならば、その生産効率はかなり高いものとして期待で

きる。

しかし、これらを効率的に採捕する地理的。地形的条件と技術的条件とか付帯したければ、優秀

漁場の成立条件を全て満足したことにはならない。例えば、タカペのように建切網という採捕手段

かとられ、且つ、その操業場所が地形的に制約されているような現在では、他の採捕技術を開発し

ない限り、漁場生産力を充分仁活用し得ないのかもしれない。

漁場垰産力を判断し、漁獲の最高限度を定めること自体、現状では極めて難かしし､ことではある

が＿これは早晩究明しなければならない問題である。

根付魚とは別に～イセエピの生息が比較的多い（目視的に）ことは喜ぶべき反面、次の理由から

今後の資源管理について慎重でなければならない。即ち､種苗生産技術の確立していない現在、資

源補給を天然に頼らなければならないのは勿論であるか、我々か観察し得た範囲の生物相からみて

イセエピの樺哨生物力豊富であるとはいい切れない。ただし、前述したようにイセエピの生息可能

域が極めて広いと考えられるので、収容密度は薄くても絶対量はある程度期待できるかも知れない。

いずれにせよ～保護域を広く考えて‐その保護に万全を期すべきであろう。
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、今回の調査で観察した限りでは、銭ｻﾄ朧を利用したトコプシ・サザエ等の放流増殖以上のほか、今回の調査で観察した限りでは、銭vMIIiiを不U用したトヨンン．。

といったような栽培漁業的な手段は現段階ではとるべきではないと判断された。
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実施機関および担当区分

実施機関東京都ｚｌ
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総括および報告書編集

漁場環境調査およびとりまとめ

生物相調査およびとりまとめ

海底地型および海洋観測

海況一般

プランクトンおよび卵稚仔分布

底生生物相

藻類相

魚類相

底質および底生生物相

漁場利用状況

調査指導船 みやと（１２Ｚ５２トン）

船長青沼勇他１６名海洋観測、海底地形および底生生

物調査

やし方（１５．７８トン）

船長立島昭他６名魚類調査、底生生物調査

かもめ（２．９４トン）

船長田中七郎 海底地形調査、潜水補助

神津島漁業協同組合（組合長石野田修一）

水産航空株式会社

調査協力者

航空写真提供
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恩馳島は神津島南端より西方約５．７１mに北東から南西方向に連なる群礁を総称し‐恩馳島と通称され

ている。洗岩・暗礁も多く、突出礁を含めてその配置や海底地型についての正確な記録は全くない。

礁の周辺で行なわれる主な漁業は建切網・イセエピ網および採藻であるが､特に建切網によるタカベ

等の水腸は目立って大きい。

今回の調査はオンパセ群礁の正確な配置と大きさ・周辺の海底地形。特殊地形のもたらす海洋特性な

らびに生物相を把握することに重点をおいた。

1．調査方法

１）調査期間

１９７４年８月２０～２２日

２）調査項目および方法

（１）島および周辺群礁の分布と形状

航空写真をもとに概略図を作成し、上陸目視』５国よび海上から距離計・ハント・コンパス併用によ

り位置形状の確認を行ない－図の補正を行なった。

（２）海底地形および底質

調査指導船「みやと」および「かもめ」により図１に示す航跡図のとおり魚群探知機により測

深を行なった。外周を担当した「みやと」の船位確認はジャイロコンパスとレーダーにより、内

局を担当した「かもめ」の船位確認は磁気コンパスによった。島の極く周辺部についてはボート

（船外機付）により手用測鉛による測深を行なった。

底質は図２に示す水深２０～７０机の範囲の１５地点について新野式ドレヅヂによる採取を行

ない‐周辺部については遊泳目視と１地点について採取を行なった。

（３）海況

「みやと」により図１に示す島の周り８測点（Ｋ１～８）について次の項目について観測およ

び採集を行なった。

海象；各層水温（Ｏ碗．１０１，１．２５腕．５０腕）。同塩素量・透明度・水色・波浪・うねり

・流向・流速・海深

気象；天気・気温・気圧・風向・風力・雲型・雲量

プランクトン；⑮Ｂネット〔口径４５c禰一網目ＧＧ５４〕と③ネット〔口径１５０cm､､網

目（モジ網)＋ＧＧ５４〕を使用し､⑮BネハはSLK-1K-5で25碗

から表面まで､他測点では５０杭から表面までの垂直曳を行ない_⑯ネットは

。

▲

－２２－



各測点で５分間表面水平曳を行なった。

各試料は１０％ホルマリンで固定して分場に持帰り、湿重量・沈澱量を測

定し＿Ｃｒ法により組成の概要を表わした｡③Ｂネットの試料については分

割器(シリンダータイプ）を用いて妬～蝿に分割して王を出現生物につ

いて固体数の算定を行なった。

ZifLr
ＯＨ６
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図１頂11深航跡および海洋観測点
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(4)生物相

次の各方法による生物採集により総体的な生物相を調査した。採集した生物はすべて１０％

ホルマリン固定あるいは凍結した後大島分場に持ち帰り､種々の検討を加えた。なお、調査地

点と採集方法を図２に示した。

ａタイドプール調査

８月２１日､９時から１５時まで、採集者５名によりオオジマおよびサッパン山周辺のタ

イドプール生物の採集を行なった。当日の潮汐は次のとおりである。

表１調査当日の潮汐

馴何

:Ｕビ

月令５．５日

ｂ潜水調査

調査指導船「かもめ」を母船として８月２１日に８ｔ．Ｄ－Ａ、８月２２日にＳｔＤ－Ｂ

のスキューバ潜水を実施した。調査は両日とも波浪か高かったため､「かもめ」を中心に半

径１０腕ほどの範囲の生物採集にとどまった。また､魚類については潜水者６名の目視によ

る種類と量の記録を行なった。なお、潜水深度は１０～１５痂であった。

ｃ三枚網調査

調査指導船「やしお」により恩馳東側、水深１０ｍ付近に三枚網１０反（外網１尺目､内

網５寸目）を８月２０日に投入し、２１日に場網した。調査は網の損耗力轍しかったため、

１回で終了した。

。マンガ曳調査

調査指導船「やしお」によりヒラクサ生育場に生息する小型動物を対象に水深２０～５０

祁の場所5箇所を､，箇所につき，０分間ﾏﾝ為曳さ採集されたﾋﾗｸｻより藻内生物
を洗い出すと共にＭ－１．Ｍ－４．Ｍ－５については全量大島分場に持ち帰り、藻内生物の
洗い出しを行なった。

ｅドレッヂ調査

調査指導船「やしお」により、恩馳島の東西南北および北西部の水深５０．５０．７０ｍ

ザ

※マンガは神津島においてヒラクサの採取に用いられる漁具
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６３ｃｍ）

８０ｃｍ）

■４ｃｍ）

c、）

図３マンガ

※

地点１５箇所でケタ網により底生生物の採集を行なった。
※※

Ｉエビかご調査

調査指導船「みやこ」により、丸寵網６個。７個をそi'1それ１連として恩馳島西側および

南側～水深５０ｍに２０日投入し２２日に場網したか＿南側に投入したエビかごは揚網出来

なかった。友お、餌料は冷凍サンマを使用した。
※※※

ｇサンゴ網調査

調査指導船「みやこ」により５回実施した。その内訳は次のとおりである。

表２サンゴ網調査経過

４９８２０１４且Ｅ鍋窄王Ｅ

］名

ＲＯ－８ [】▲０－ＯＣ

※～※※※……［銭洲礁Ｐ５参照
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2．調査結果

１）島および周辺群礁の分布と形状

水面に突出する岩礁の分布域は北東から南西にかけて長さ約1,000祁巾約２００沈におよぶ。

この一連の岩礁のほぼ中央部に狭陰で浅い水路があり､北側の島をオオジマと呼び海面上６５沈

の岩山がある。南側はオカノサッパン（高５５，?’）、オキノサヅパン（高４５ｍ）と呼ぶやや大

きな岩山と多数の岩礁からなっている。南北両島のそｵＰそれの岩礁間にはかなり大きなタイト・プ

ール（水深１～ろ加）が点在する。北端のタカノコ島とオキノサヅパン山までの距離は約６９０

加である。

航空写真（巻頭）と実測により群礁の分布と周辺の水深図を作製し、図４に示した。図中の各

岩礁の名称は神津島の漁業者か通常用いているものである。

２）海底地形

恩馳島は新島～神津島～銭洲を結ぶ一連の海嶺上にあり、１００池等深線は南および北側で2.5

］､、西～南西側で４～61,n以上の沖合にあるため息深部は少なく全般的に周囲の傾斜は緩やかで
Ｉ；ｉ

ある。魚群探知機による測深結果より等深線図を作製して図５に示した。－ｉ

（１）島周辺（
Ｐ；．．_

１０１１１等深線は島の南東側では距岸約１５０机の沖合でオオネ・ナガンネ・オキノエポシ・$
かｊｊチ

センバチネを結ぶ線上にある。北西側では２００～４００加の沖合で南東側に比べかなり範囲か広

く<特に距岸１５０”までの海底には島より張り出した岩盤のため全般に浅く,～またこの起伏

のため場所によっては浅深の差が著しい。．．．
』：

｛夕

２０ｍ等深線は１０沈線の沖１００～２００加のところにあり島の北西側で狭く、南東側で比

較的広くなっている。また島の南端では２０ｍ等深線までの傾斜は急になっている。’

水深1.℃～５０ｍの海底地形の特徴を魚群探知機の記録からみると～礁列に対して平行の北

東～南西方向では海底の大きな起伏が多く､北西、南東方向では起伏か少ない｡このことは写

真にもみられる槽曲線の方向が北東～南西であることによるものと考えられるｄ

また同じく魚探記録により岩礁帯と転石帯の海底地形を比べてみると（図６に示した魚探記

録は礁の南東側）、岩礁帯は水深変化か比較的少ないか､転石帯では起伏の差力撤し〈、６～

７腕におよぶところもあった。

（２）沖合（１０ｃｍ等深線まで）

北東側から北側にかけては２０～８０瓶等深線に至る傾斜が急となっている他､全般的仁等

傾斜または緩やかで､特に島の西側では５０湘等深線力帯状に４．５１ｍ沖合に張出している。

なお、全般に海底地質か主として岩磐であるので場所によっては５～１０籾程度の小起伏も

し
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図６群礁南東側の魚探記録

多く海底にはかなりの凹凸かある。

5）底質

（１）２０?72以浅

恩馳島を構成する岩質はほとんどが流紋岩である。

周辺の２０沈以浅の海底は、その７０～８０％が岩礁帯であるか、オオジマの東側にやや広

い大型転石帯がみられた。通称トオリのオオジマ寄りには､ニギリコプシ大の一様な円礫帯が

あり､オオジマとタカノコの間には転石の間に唯一の砂地か認められた。

岩礁帯………岩磐の表面は起伏が少なく､モク等の藻類かわずかに付着していただけであった

が、岩磐の所々仁島から沖に向って大小の溝か走りその深さは５～５痂に達し溝

の中には大小転石・篠等かみられた。

転石帯………転石はいずれも非常に大きく直径５～５ｍの転石が積み重なり、地形を複雑にし

ていた。転石間の空間にはメジナ・プダイ・イセエピ等が数多くみられた。

砂地……..(タカノコとオオジマの間）

タカノコ南側の水路は崖に囲まれたＵ字状溝にたっており、細礫まじりの粗砂か

平坦に広かっている。両側の崖面はクロフジソボか密に付着しているか砂底に生

物は認められなかった。

（２）２０痂以深

恩馳周辺水深２０～５０疵で行ったドレヅヂおよびマンガによる調査で＿ヒラクサ．イソパ
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ナ等の岩礁に付着する生物が採集された。特にマンガの各調査地点とドレッヂ調査のＮＷ－１・

ＮＷ－２・ＮＥ－１の各地点でヒラクサのみが大量に採集された。従って２０～５０”付近は全域

にわたって岩礁地帯であり、北側はヒラクサ生育場にたっていると考えられる。５０ｍ以深で

は、ドレッヂ調査のＮ－１．Ｎ－２．ＮＷ=５．Ｂ－２．s－２の各地点で石サンゴの遺骸を主とする礫

か採集されたので恩馳北側の大部分と海底傾斜のゆるやかな東と南の５０～６０ｍの底質は石

サンゴまじりの礫と考えられる。Ｂ－２．Ｗ－２の各地点で採集された礫はＮ－１，Ｎ－２、ＮＷ－５の

各地点のそれよりも大型で生物の種類、量ともに少なかった。

サンゴ網調査地点およびＷ－５，８－５ではいずれもダメサンゴ、トクル､ネウチワ等岩礁に付着す

る生物か採集され、Ｗ-2,Ｅ-5点は採集物かなかったので恩馳５０ｍ以深の南側大部分と東側

神津島寄りは、岩礁地帯が拡がっていると考えられる。

別途オオジマＳＥ沖、深さ１０加付近で潜水により底質を採取し～粒土分析を試みた。採取

地点一帯は転石帯であったため底質は礫であった。

分析は海藻片､貝殻片を除いて乾燥した後、００５碗、、０．２５舸凧．０．５０凧廊．１．００，１．

２．００尻凧．５．５６脚凧。８００ｍ凧．２００”。５００ⅨuUのフルイを用いてふるい分けを行った。

結果は表５と図８に示すとおり礫の占める割合は９８１１％で砂､泥分は極めて少なかった。

また、礫の大部分は黒耀石で、これはタイドプール内にも多数認められた。

直径８０～２００ｍｍの礫か最も多量に含まれていたことから、底流速は1.0～1.5ｋlと推定

できる｡

表５オオジマ南東沖水深１０ｍの底質粒度

加種通過率（％）

１００．００

８０９８

５０．００

６．０１

l８９

Ｕ６６

０．５２

０１４

０

重量比（％）重量（〃）
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計
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％

図８オオジマ南東沖水深１０ｍの底質粒径加積曲線

4）海況

（１）表層流

調査時の海況はＯ型からＤ型への移行期で､黒潮は三宅島東方に中心をもつ冷水塊を迂回し

て流れていた。調査海域はこの冷水塊をまわる反時計廻りの環流に影響され、図９に示すよう

に南～西流か卓越していたが、流速は全ての測点で１ノプト以下であった。このため通常礁の

周辺によくみられる潮目は全く観測されなかった。

（２）水温および塩分分布

表面水温は２５．５～２５．２℃で８月の同海域周辺の平年水温に比べて２℃前後低目であった。

各層の水温および塩分分布をそれぞれ図１１－(1)～(4)および１２－(1)～(4)に示した。内側測点

８ｔ．Ｋ１～４では西側（８ｔ．Ｋ５）付近のＯ～２５ｍ層で水温が低く､上昇流の存在を示して

いる。一方潮下の東および南側では２５～５０，層で高温帯か存在し～塩分にも低塩帯かみら

れることから表層水の下降もしくは渦流による上下層水の祝伴か起きていることが考えられる。

このためＳｔｏＫ２では表面と５０加層の水温差が最も少ない。

外側測点ＳｔＫ５～８ではＳｔＫ・６～８で上下層水の塩分差が少なく､温度差の多い型なの

に対してｓｔ・Ｋ５では、～２５，層の塩分差かｏ７７９Ｕｏで特に大きい。ｓｔＫ４でもこの傾向

がみられる．
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(3)プランクトン分布

。⑮Bネブトによる採集物

平均湿重量および平均沈澱量は表4に示すようにそれぞれ054鞠(050~0,81行）・

5.11CuQfl'(202~4.77q%ｳﾉ)であった｡ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾆの水平分布をみると図15に示すよ

うに恩馳群礁西側沿岸の８t・Ｋ３で018聯と非常に多く、北側にかけて特に高い値を示
し、神津島寄りの８ｔ．Ｋ７でもやや高い値を示したが、礁（島）の東側沿岸部は湿重量で

０５～041ﾉｳｳﾀﾞで､南東側のそれは０５鞠前後と特に低い値を示した。

組成･…･…･ｏｒ法による組成の概要を表５に示した。各点とも類似した組成を呈し､

ＯｏｐｅｐｏｄａおよびＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａか卓越して出現し、これらの出現量の多少が各測点

のプランクトン量を左右していた。また、枝脚類のＰｅｎｉｌｉａｓｃｈｍａｃｋｅｒｉとＥｖａｄｎｅ

ｔｅｒｇｅｓｔｉｎａが各測点でかたり多量にみられ､Ｓｔ．Ｋ１．Ｋ２で試料中に占める割合が特に多

かった。出現種の多くは暖海外洋性のものであったか､やや沿岸性のものも含まれ、出現種

は４０種余りにのぼった。

Obpepodaの種別出現傾向をみると、数量に多かったのはＰａｒａｃａｌａｎｕｓａｃｕｌｅａｔｕｓ

・Ｏａｒａｎｕｓｈｅｌｇｏｌａｎｄｉｃｕｓ・Ｏｎｃａｅａｖｅｎｅｓｔａ等でいずれも暖海性のものであり、

黒潮系水の指標種であるＯａｌａｎｕｓｍｉｎｏｒ・Ｅｕｃａｌａｎｕｓｓｕｂｔｅｎｕｉｓ・Ｂｉｎｃａｌａｎｕｓ

ｃｏｒｎｕｔｕｓ・Ｏｉｔｈｏｎａｓｅｔｉｇｅｒａ・ＣｂｐｉＩｉａｓｐ・や黒潮流域で夏季に出現する

Ｏａｎｄａｃｉａｃａｔｕｌａ・TemorasppL等も少数ずつ出現した。

ＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａではＳａｇｉｔｔａｅｎｆｌａｔａ等の黒潮指標種が各測点で卓越して出現した。

表４④Bネットによるプランクトン採集結果

沈澱量（CQ/;ｸﾉ）

２．７５

２０２

４７７

５．１６

２５２

２５６

４．０５

５．０６

２４．８７

５．１１

湿重量（Z編）ろ水量（㎡）採集層（、）時刻

点
均

集
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
計

採
平

８月２１日１１：５７

〃

１２：１７

″１２：５５

"
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〃１５：１７

〃１３：４６

"

１４：１９

"
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０
０
８
６
７
４
５
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４

５
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９
５
４
４
７
４
２
５

０
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●
Ｃ
●
●
●
●
の
●

０
０
０
０
０
０
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０
４
０

５
４
４
８
４
８
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２
ａ
ｚ
ａ
＆
ａ
２

■
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０
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図１３プランクトン水平分布

（⑭Ｂネットによる湿重量（２１７)）
破線は水深（、）
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表５②Bネットによるプランクトン組成の概要

８ｔ・枢 Ｋ－１ Ｋ－２ Ｋ－５ Ｋ－４ Ｋ－５ Ｋ－６ Ｋ－７ Ｋ－８
ＰＩａｎｋｔｏｎ

ＮｏｃｔｉＩｕｃａｓｐ・

Ｏｅｒａｔｉｍｎｓｐ、

ＯＯＥＬＥＮＴＢＲＡＴＡ

ｒｌｒｒｌ＋Ｉ「ｒ ｒｒｒ

ｒｒｒｌ＋ｌｒｌ＋ｌｒｒ ｒｒ

ＰＯＬＹＯＨＡＥＴＡ

Ｅｒｒａｎｔｉａ
ｒｒｌｒｒｒｌｒｒ「ＩｒｒＩｒ「｢ ｒｒｒ

Ｓａｇｉｔｔａｓｐｐ･

Ｐｏｌｙｈｅｍｉｄａｅ

Ｅｖａｄｎｅｔｅｒｇｅｓｔｉｎａ

Ｓｉｄｉｄａｅ

Ｐｅｎｉｌｉａｓｃｈｍａｃｋｅｒｉ

ＣｌＣｌ＋ｌＣlＣＣ Ｃ

ｃｌｒｌ＋ｌｒｌｒｒ ｒｒｒ

ＣＣＣｌＣＣＣｌＣlＣｌＣ ｒ

ＯＯＰＥＰＯＤＡ ＣＣｌＣＣＣ」ＣＣＣｌＣＣＣｌＣＣＣ ＣＣＣ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

Ｄｅｃａｐｏｄａ（ｌａｒｖａ）

Ｌｕｃｉｆｅｒｒｅｙｎａｕｄｉｉ

Ｂｕｐｈａｕｓｉａ

Ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａ

ｒｒｌｒｒｌｒｒＩｒｒｒＩｒｒ ｒｒｒ

ｒｒｌｌｒｒｒ ｒｒｒ

ｃｃｌｒｒＩｒｌ＋ ｒｒ

ｒｒｌｒｒｌｒｒｌ＋ｌｒ ｒｒ

ｒｒｒＩｒｒＩ＋ＩＣＩ＋ ｒｒｒ

ｑ

ｂ④ﾈｯﾄによる採集物

各測点で5分間の表面水平曳を行なった③’１，，トの採集物の組成概要を表`に示した。
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表６プランクトン組成の概要

P,宝RT577一旦L" Ｋ８

升
ｃ
ｒ
ｒ
ｒ

ｃ
ｒ
ｒ
ｒ

J１
Ｎｏｃｔｉｌｕｃａ

Ｓｉｐｈｏｎｏｐｈｏｒａ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

Ｓａｇｉｔｔａ

Ｂｖａｄｎｅ

ｃｃ

＋

ｃ
ｒ
ｒ
ｒ

十
＋
＋
ｒ
ｃ
＋
ｃ

ｃ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒｒ

ｒ

ｃ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
＋
ｃ

ｃ
ｒ
ｒ

＋

ｒｒ

ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
Ｃ
十
ｒ
ｃ

ｒ
ｒ
ｒ

Ｄｅｎｉｌｉａ ｒｒ

）ｆ
ＣＣＯｏｐｅｐｏｄａ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

Ｌｕｃｉｆｅｒ

Ｂｕｐｈａｕｓｉａ

Ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａ

＋

ｒｒ

Ｃ

ｒ

Ｃ Ｃ

＋ｒ

升特に多量に出現

ＳｔＫ５をのぞき各測点でＮｏｃｔｉｌｕｃａの出現か卓越し、特に８ｔ．Ｋ４．Ｋ５で顕著で、

試料の７０％以上を占めた。また、Ｎｏｃｔｉｌｕｃａが多出現を示した測点では枝角類（Ｂｖａ－

ｄｎｅやＰｅｎｉｌｉａ）の出現量は少ない傾向を示した。Ｓ１．Ｋ５では全く組成を異にし、試

料のほとんどが甲殻類で占められ、なかでもOopepoda(Ｏａｌａｎｕｓｈｅｌｇｏｌａｎｄｉｃｕｓ）の

占める割合か非常に多かった。表層性であるＬｕｃｉｆｅｒは各測点で多くみられたが、恩馳島周

辺部より外周部に多い傾向を示した。

(4)魚卵および稚魚（表７）

‘⑮ﾈｼﾞ卜による魚卵
魚卵は観測８測点の全てから出現し、総数２００９粒であった。

外出現測点はＳｔ．Ｋ５（礁Ｗ側1.5km）で11026粒～８ｔ．Ｋ７（礁ＳＥ側５．４km）で

５７７粒であり、他の測点では２００粒以下であった。

魚卵中、種名の明らかなものはカタクチイワシ卵５粒・エゾ科卵７粒・ウナギ目卵

１８粒のみであった。また魚種不明卵の大部分は卵径０６～０７鰄鯛の小さな卵であった。

ｂ③ネツﾄによる稚魚
稚魚は全測点で出現し、総数４１２尾であった．

多出現側点はＳｔ．Ｋ５．８ｔ．Ｋ５（礁ＷＮＷ側5.6kｍ）でそれぞれ９４尾、８ｔ．Ｋ６

髄
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（礁８Ｗ側4.51ｍ）で８８尾など礁の西側海域に多く出現した。

稚魚中一種明の明らかなものはカタクチイワシ５２１尾・ネズミギス５尾・カマス科

（アカカマス？）５尾・イスズミ科（テンジクイサキ？）１６尾・イシダイ２尾。ヒ

メジ科（ヒメジ？）５尾・シロギス４尾・ギンポ亜目（イソギンポ科？）９尾。カゴ

カキダイ１尾・カワハギ科１２尾であった。

全長５～２０”のシラスが全測点で出現したが､カタクチイワシはＳｔ．Ｋ５．Ｋ５．Ｋ６

で８１～８４尾出現するなど､礁の西側で多く、また礁近くには少なかった。

礁近くでは出現総数は少なかったが、出現種数は多く、またイシダイをはじめイズスミ科

・カワハギ科など根付魚の多くは礁近くで出現した。

。③Bネットによる魚卵･稚魚
魚卵は１粒のみの出現であったが－稚魚は８測点全てに出現し､総数２５尾であった。ま

た､稚魚中１５尾はカタクチイワシであった。

⑬ネットによる魚卵の出現状況を１１７５年８月に実施した銭洲礁調査結果と比較してみ
ると出現総卵数は２００倍にも達したが、この原因としては同一種と考えられる魚種不明の

小さな卵が千数百粒も出現したためである。

同じく稚仔魚について比較してみると、出現魚種では、両魎或共に出現した魚種７種（カ

タクチイワシ・ネズミギス・イスズミ科・イシダイ・キス・カゴカキダイ・カワハギ科）､

恩馳海域のみ出現５種（カマス科・ヒメジ科・ギンポ亜目非銭81N海域のみ出現４種（フグ

科・アジ科・タイ科・トビウオ科）となり､銭洲海域に比べ回遊性魚類が少なく､根付魚類

の多い傾向がみられた。

また～出現総尾数は銭洲調査結果の４倍も多く出現したが、これはカタクチイワシが多量

に出現したためであり、この原因としては、逆潮による沿岸域からの補給が行なわれたため

と考えられる。

－４２－



表７稚ネット魚卵および稚魚の出現状況
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5）生物相

（１）恩馳島周辺の生物相の概要

調査方法別に採集された生物種数を表８に示した。

表８採集方法別生物種数薇
水
Ｉ

ｉ￣~￣’
一

に」
タ
イ
Ｒ
プ
ー
ル

サ
ン
ゴ
網
－
５
１
４

？
』

採集方法

種

綿動物

腸動物

手動物

形動物

体動物

足動物

皮動物

※魚類）
動物計

藻類）

棺物計

海
腔
触
環
軟
節
鰊
く

５
９
６
５
９
７
６

２
１
１
７
１

２

３
１
１
５
２
１

１

１

４
８
７
５
５
０
０

６
１
９
５
５

２４

１

２
５

４
１
５
５

５
６
２
２

９
９
９
９

２
２

１
６
５
５

２５

８
５
５

２

１６５

１４

１４

（

※魚類については潜水調査による目視

種数は１５ｍ以浅を対象としたタイト・プール・潜水・三枚網調査では献体類・魚類・藻類が

多かったか＝ドレッヂを主体とする５０加以深の調査では軟体類以外に腔腸類・触手類・節足

類等が多かった。また、マンガ曳・エビかご・サンゴ網調査での採集物は極めて少なかった。

出現生物種数の多いドレッヂ採集物について調査側点別に比較すると表，に示すとおりであ

る。

水深５０祁付近ではいずれの測点も採集物は極度に少なく岩盤帯であることが推定される。

Ｎ－２，Ｎ－５、ＮＷ－５は貝類の死殼。破片の多い小型礫か主体であるのに対し、Ｅ-2.s－２．Ｗと

２は大型礫とそれに付着する生物が主体であった。その他の測点は海藻・腔腸動物の採集状況

からみて全て岩盤と考えられる。

採集物の一覧表を付表２－２)に調査方法別に示したか、各生物の分布概要は概ね次のとおり

である。

海綿動物：５種採集された。いずれも５０ｍ以深で､ジュズエダカリナかサンゴ網とドレッヂ

⑪
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表，ドレヅヂ採集地点別出現種数

臣
控陽動核

環形罰１鞍

鵡劃１鞍

集葬

で採集された以外はすべて単一採集であった。また、ヨドミカイメンは相模湾７００”以深

から採集された記録かあるが恩馳では７０ｍで採集された。

腔腸動物：４７種採集された。漸深帯ではイソパナ類の分布域が広く､これらの存在は外洋性

で潮通しのよいことを立証している。また､ネジギセルガヤ・コパネキセルガヤ・ウミテン

グタケ．トゲハネウチワ．シロクダサンゴ・ホソキサンゴ・ケソノサンゴ等、深海性の種類

が７０伽前後より採集された。

触手動物：２６種採集された。タナス類．ワレカラ類等の餌になるコケムシ類等が多い。

環形動物：１６種採集された。固着性のイパラカンザシがドレッヂＮ２．Ｎ５で採集された以

外は全て－箇所一種であり、量的にも少なかった。

軟体動物：ヒザラガイ類５．腹足類１０２．斧足類５７の計１４２種か採集されたが堀

足類はみられなかった。採集物の生．死貝の別は潜水調査では生貝９２２％であるのに対し‐

ドレッヂ調査では生貝はモクラノテ・カスリイシガキモドキ・ネズミノテ等固着性小型斧足

類のみで、死貝か８Ｒ９％、そのうち破片か２６．８％を占めていた。漸深帯には有用種であ

るフクトコプシ．ギンタカハマが生息していたかいずれも大型個体で小型個体は少をかつた゜

節足動物：潮間帯にはオオアカフジツボ・クロフジソボ等、外洋性開放海岸の代表種が多かっ

た。採集された種類は２４種でイセエピ以外に有用種はみられなかったか、マンガ曳で採集

したヒラクサの中に魚類等の餌となるワレカラ類か多数生息していた。

疎皮動物：タイドプール内の砂地にタコノマクラか～岩礁帯にはガンガゼか多数みられた以外

はウニ類も量的には少なかった。採集種類は’４種である。

□
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魚類：軟骨魚類６，硬骨魚類４９の計５５種が採集または視認された。ただし三枚網での

漁獲か２９種・１５９尾／１０反と少なかったのは網の破損とウツボの食害によるためと考

えられる。有用種はタカペ・シマアジ・ムソ・アカハタ等であるが、三枚網への羅網は少な

かった。

藻類：緑藻類４－褐藻類１０､紅藻類５０の計４４種が採集されたが＿紅藻類が主体であ

，リヒラクサは８０ｍ付近のサンゴ網にも羅網したが寄り藻であるか否かは判定できなかった。

有用種は潮干帯のサイミと漸深帯のマクサ・ヒラクサである。

(2)水産有用種の概況

ａイセエピ

潜水観察では相当数のイセエピの生息かみられた。イセエピはいずれも大小の転石の裏面や

間隙・岩礁の亀裂や凹部等に生息していたが、特に転石地帯（例えば、ホンパおよびナガン

表１０オンバセ周辺で採捕した
イセエピの体型

雄雌

ＢＷ(”Ｂｍｅ１ｍ）ＢＷ(’）BMcjm1）

５
０
０
５
５
０
０
７
０
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０
８
０
０
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０
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ａ
ｑ
Ｚ
０
Ｚ
８
０
Ｑ
８
８
１
Ｚ
０
９
０
５
，

１
１
２
１
１
２
１
１
２
１
１
１
２
１
２
１
２
１
１

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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６
６
０
８
２
６
６
４
８
０
２
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９
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８
０
４
５
７
５
９
７
５
５
９
０
６

１
５
１
２
２
２
１
２
２
１
２
２
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１
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５５６

５０８
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図１４イセエピの体長組成
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ネーカナシキ間）や岩礁地帯に僅かずつ点在する転石地周辺の岩礁に集中的にみることができ

た。島周辺の海底地型からみて－－応全域にわたり生息していると考えられる。本調査で入手

したイセエピ２８尾（雌，、雄１９）の体型を表１０に、体長組成を図１４に示した。

１９７２年８月に調査した銭洲應に生息するイセエピの体型（１２．６～１１６邸平均体

長１６．４０１m）と比較してやや大型である。また、１９６５年の調査結果（図１４）と比較し

てみたが材料か少ないため詳細には検討できたいか、神津島周辺漁場で採捕されるイセエピ

の一般的体型の範囲のものである。

また、殻皮の色は鮮明でいわゆる一般的イセエピの色調を呈しており銭汎|礁にみられたよ

うな不鮮明（若干うす紫を呈する）だ殼皮をもつものはない。これはそれぞれの生息環境､

特に餌生物分布の相違によるものと判断される。

ｂフクトコプシ

潜水調査を行なった水深１０祁線は８ｔ．Ｄ－Ａが大石場、Ｓｔ・Ｄ－Ｂが亀裂のはしる岩

盤場であるため､転石は非常に少なかったか、転石可能な石さえみつければ殻長８０凧凧を越

える大型のものも生息し、一個の転石により最高６個体力採集された。

今回の調査により採集したフクトコブシの平均殻長は６１．０５風洞（範囲２５．０～91.8,u凧

Ｎ＝７８)で他島ではあまりみられない殻長８０m凧を越える個体が１２％もみられたが､図１５

に示すとおり１年貝とみられる殻長５０mm前後のものは１０％と少なく､自然状態での再生

産性は極めて貧しいと考えられる。

なお、タイドプールからも同程度の殼長のものが生息量は少ないが採集された。

96

､、「⑨■｡▽□ＨＪＵＩｍＨ

ＳＨＥＬＬＬＥＮｏＴＨ

図１５フクトコプシの般長組成
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ｃギンタカハマ

ギンタカハマは水深によるすみ分けが認められた。タイドプール内のギンタカハマは殼径

４．４“（範囲４．２～4.6c〃．Ｎ＝５）であったか水深１０ｍ前後に生息するものは殻径Ｚ６

Ｃｌｍ（範囲Ｚ、～8.6c祁．Ｎ－６）と大型であった。

ただし＿ギンタカハマを含めてニシキウズ科のパテイラ・クボガイ等の生,息量は少なかっ

た。

ｄマクサ

潜水調査と目視観察では水深５～１５加位までに主として着生しておりオオジマおよびサ

ヅバン山の干潮線帯に少々であるが着生していた。

テングサ漁場（水深１２机）において１派の枠取りを１箇所実施したところ、マクサ510

１.ヒラクサ１００，．フシキントキ７５〃・タマイタダキ２０１の着生量であった。マク

サの草丈組成は図１６に示すとおり平均１５．８c祠（範囲８４～２２８碗）であった。

漁場価値としては大島・三宅島等で表示しているＢ級漁場（５００～1,000’"だ）にやっと

入る程度であまり良い漁場とはいえない。

１０画洩旧ねｍｍｚ４ｃｍ

図，６マクサの草丈組成

ｅヒラクサ

ヒラクサの着生は島の周辺の水深２０～５０ｍが主体の漁場と推定されるか､島の北側で

はドレッヂ採集により水深７０腕まで分布か確認された。これらより着生面積は約０５㎡

と推測される。

ｆ魚類

潜水時の観察ではシマアジ・カンパチ等の回遊魚はみられなかったが、タカベは至るとこ

ろで群泳か認められ、かなりの生息量があるものと考えられる。また、プダイも多かったか

他島ではあまりみかけない'j､型魚の群泳をみた。このことは三枚網への漁獲にも現れており､

その又長および体重組成を図１７に示した。
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図１７三枚網で漁獲されたプダイの尾又長（Ａ）および体重（Ｂ）組成

5．考察

今回の調査は多岐にわたったか、それぞれに成果を得ることができた。結果を一言にしていえば

恩馳周辺域は天然魚礁として極めて優秀であるといえる。即ち複雑な海底地型とこれ仁伴たう湧昇

流は水産生物に対して有効な生産の場を提供している。今後はこれらの天然環境を巧みに利用する

ことにより一次生産はもとより再生産の場とし充分活用できるよう検討を進めたい。

以下調査部門毎に考察を加えてみた。

１）海底地形

島周辺の海底は北側の一部を除いては傾斜は全般に緩いか＿海底地形は非常に起伏に富み水深

２００ｍに至る陸棚が広い。これは浅海１性底魚類の生息に好適で、またその範囲の広いことが推

察される。島周辺の起伏凹凸。岩礁地帯にある大小の溝。大きな転石層がつくる空間等は豊富で

これらは幼稚魚の生育保護。磯魚等の絶好な生息地となっている。これはイセエピ・トコブシ等

・甲殻類。貝類等についても同様なことかいえる。なお、特に２０～５０，線にヒラクサの多い
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ととはイセエピの繁殖を更に有利なものとしている。

底質は主として岩礁地帯か多いため砂地を好む魚類（タイ・シマアジ等）は比較的少ないと考

えられる。

の海祝

との近海は伊豆諸島における黒潮流路の平均的北限に当り、年間平均水温は冬季１７℃、夏期

２５℃前後の温暖な水温を示し、潮流は主として北東から東に向う黒潮か多い。

今回の調査時には冷水塊の影響により水温は平年より２℃低く、潮流は南西に１ｋｔと緩かっ

た。海洋観測における各測点の水温・塩分の観測結果をみると各層（０．１０．２５．５０１，）に

わたって、かなりの温度差・塩分差かみられ、当海域か湧昇。渦流によりかなりの撹拝があるこ

とを証明している。これか２～５ノットと強い潮流になった場合は、かたり複雑な海況を示すも

のと考えられると共に湧昇・渦流により一層左栄養塩の補給による餌料生物の豊富な水域を形成

するものと考えられる。

5）プランクトン分布

調査範囲が狭く測点による大きな相異はみられないが、Ｓｔ・Ｋ５では特にプランクトン量か多

く､この測点で海洋観測からも上昇流の存在が推定されたことと対応している。組成でも他３１１１点

に比べＯｏｐｅｐｏｄａの占める割合か非常に大きかった。

この海域のプランクトン量は伊豆諸島海域全体の中では非常に高いといえる。７４年８月の沿

岸定線調査（８月９～１１日）によれば、全域の湿重量平均値は０１９灰/ｳ,'で、神津島以西の

Ｓｔ、Ｔ１Ｄで０．１４１/加・南側８ｔ．Ｔ１１で０２７１/hfといずれも恩馳調査での最低値（０５０

１/hf)に及ばない（図１８）。しかし、昭和４７年の銭洲調査の平均湿重量０．６７１/ｳ，fを下回

っている。採集層が５０ｍ以浅の極く表層であり、これか出現量を多くしている一因かもしれな

いが､銭洲・ワタリ瀬・神津島と瀬が続き、ここに起る湧昇流と黒潮系水あるいは沿岸系水との

混合により､この海域がかたり高い生物生産力を持っていることか推定できる。

4）卵・稚仔の分布

卵・稚仔魚の出現状況を前年行なわれた銭洲調査時と比較してみると双方共非常に多量出現し

ている。一方～回遊魚性魚類か少なく､根付性魚類が多い。この１回のみの調査で漁場価値につ

いて比較できたいが～東水域か魚類再生産の場として非常に優れていると共に地域の特殊性を示

しているといえよう。

5）生物相

思馳島は伊豆諸島有数のタイドプールの発達のみられる場所である。高潮位のプールはオオジ

マにあいプール内はオハクロガキ・ヤスリメンガイ等．固着性斧足類の死殼が多くその間隙に
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図ｌ８伊豆諸島海域のプランクトン分布(％）７４．８．９～１１

スズメガイか生息している。底には寄り藻が重た()岩の間をカエルウオが泳ぎ回っている等、あ

まり海水の交流はないようである。

このプールの東側およびオカノサッパン・オキノサヅバン周辺は低潮位のプールが発達してい

る。この両者間のプールは底質力紗でマガキガイ。タコノマクラ等、式根島に類似した生物かみ

られたか､海際のプールは海水交流も激しく、大型のフクトコプシやポウシュウポラ．ニセクロ

ナマコ等かみられ、また、イシダイ幼魚もかなり視認することかできた。

プールと外海の境にはクロフジソボ・オオアカフジツポ・カメノテ等か多かったか貝類はさほ

どみられなかった。

外海に面する漸深帯上層部（１５～２０加位まで）は地型的に二つのタイプがみられるか、生

物分布様式をオオジマ側の大石場とサッパン側の亀裂岩盤場とで代表させると次のとおりである。
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大石場（Ｄ－Ａ）は直径５～５ｍの石が重なり底質は篠であるが、大石にはチヂミトサカが多

量に着生し、潮流の速いことを裏付けていた。この場所はテンクサ漁場でもあり、Ｂ級漁場程度

の着生量がみられた。

亀裂岩盤場（Ｄ－Ｂ）は亀裂が沖に伸び－この高低差は４～５ｍで、高い部分には大型ギンタ

カハマカ浦在し､亀裂底部には大石が重なっている。大石場でも同様であるか､大石の間隙にイ

セエピが豊富に生息しており、転石には大型フクトコプシがみられたが転石自体が少ない海底で

あった。魚群は大型種は少左<～タカベ・プダイ・ニシキベラ等の群泳か視認された。

漸深帯下層部５０ｍ位までは岩盤帯で、その沖は礫場にたるようであるか､１５～５０祁にか

けてはヒラクサか優占種である。マンガ曳調査によりヒラクサを採集し、藻内生物の洗い出しを

行なったところ、ワレカラ類がかなりの量で生息していることが判明した。

ワレカラ類はサンゴ虫・コケムシ類を餌料としている。このヒラクサ場に生息する小型節足類

は小型魚類の格好の餌であり、食物連鎖から魚類の分布を想定すると小型節足動物が前述コケム

シ類を餌として、ヒラクサ場を隠れ場として生息し～ここに幼稚魚を含めた小型肉食魚が回遊し、

草食性魚力藻類を求めて蛸集し、魚類の第一次消費者を形成していると推定される。この第一次

消費者を求めて、より高位と考えられる第二次消費者（大型肉食魚）が集合する。ただし、恩馳

周辺での定着性第二次消費者はサメ類・ウツボ類等、さほど有益でない種の占める割合の方が高

いようである。有用大型回遊魚の来遊も漁獲記録その他からみられるが､,今回の調査では調査対

象から除外したので検討は後日に譲ることとする。

｡

－５２－



オオノハラサンボンダケ

大里子原島(三本岳）大野原島（皿〕

ｐ

－５月_



実施機関および担当区分

実施機関東京都水産試験場大島分場

調査従事者および調査船

分場長塩屋照雄総括および報告書編集

主任研究員草苅正漁場環境調査およびとりまとめ

″ 西村和久生物相調査およびとりまとめ

〃 中ｌｌｌ政男漁場利用状況調査およびとりまとめ

環境調査班（海洋観測、海底地形、プランクトン、底質一カニかご‐

採集調査）

草苅正、中川政男、上田達郎、武藤光盛、竹之内卓夫一岡村陽一

生物調査班（魚類・藻類。甲殻類・軟体類・魚卵および稚魚）

西村和久、田中金夫、斉藤実､竹之内卓夫、小泉正行､青木雄二

漁場利用状況調査中川政男一伊東二三夫

調査船みやと（１２ス５２トン）船長青沼勇他１６名

やし方（１５．７８トン）船長立島昭他６名

英丸（５．５トン）所有者山田英次（傭船）

サンゴ網～ドレッヂの各

調査協力者

三宅島漁業協同組合（組合長佐久間雅之）

三宅島支庁産業課水産係

航空写真提供水産航空株式会社
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大野原島は三宅島の西方約５マイルに位置し、高い５個の突出礁を主体とする群礁で～主な礁の高

さは北岩（俗称コヤス根）が１１７ｍ､南西岩（俗称エピネ）か６５加、南岩（俗称オオネ）が５６

ｍあり、このため通称三本岳と呼ばれている。晴天には２０マイル以上の遠くから見え､その形状は

方位によっては２つあるいは１つの岩小島に望見され、漁場のよい目安とされている。

大小８つの俗称をもつ岩礁のほか多数の岩礁・洗岩および暗礁により形成される大野原群礁は‐種

々の漁業に利用されているが､その地形や周辺の海底地形、生物相および環境等についての調査記録

は全くない。

今回、当該漁場の利用状況を含め､現況把握の総合的な調査を実施したので、その結果を報告する。

調査方法

1）調査期間１９７５年８月下旬～９月上旬（廷５日）

2）調査項目および方法

（１）群礁の分布と形状

既存資料により概略図を作成し､現状において点在する群礁の相互関係について＝調査指導

船「みやこ」および「やしお」により､コンパスによるベヤリング、レーダーによる方位およ

び距離の測定、六分儀による測角等により位置の修正を行ない、さらに航空機による撮影資料

により補正して、精密図の作成に努めた。

（２）海底地形および底質

調査指導船により図５－１．２．５に示す航跡図のとおり魚群探知機による測深を行なった。

「みやと」により調査海域（水深１００ｍ以上）の外域を海洋調査と併せて測深を行ない､中

間域（水深１００”以内）はドレッヂ・サンゴ網。カニ篭等の各調査時にそれぞれ測深を行な

った（図４－２）。また、「やしお」により中間域の主要部分について～群礁を中心に放射状

に測深を行なった。

内域（コヤス根。オオ根。エビ根の５礁を結ぶ区域）については漁船「英丸」を傭船して測

深を行ない、さらに内域の浅海域については「みやこ」の船外機,付ボートを使用して測鉛によ

り測深を行なった。

底質調査は桁網によるドレソヂを図４－１のとおり「みやこ」・「やしお」により６箇所に

ついて行ない､底質および底生生物を採集した。

（３）海況

海祝調査は大野原島を中心に２マイル間隔に１６測点の観測点を計画したか～天候悪化のた

1．
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め図１－１のとおり、１０側点の海洋観測を「みやこ」により実施した。

海洋観測の内容は各層観測はＯ～４０，ｍまでの水温および塩分量を観測し、また一般海象

・気象については海深・水色／透明度・流向／流速・波浪／うねり・風向／風力・雲形／雲量

・天気・気圧を観測した。

なお、各層観測にはアメリカ・プレッシー社製モデル９０６０８／T／Ｄシステムを使用した。

プランクトン採集は⑮Bﾈｯﾄ〔口径45c獺､網目ＧＧ５４〕と②ネット〔口径150ｍ＿

網目モジ網十ＧＧ５４〕を使用し､⑮Bネットは図５－１に示すStM4では２０机から表面、

ＳｔＭ８では１００腕から表面まで、その他の測点は１５０籾から表面までの垂直曳きを行な

った｡③ネットは各測点で5分間の表面水平曳きを行なった。

各試料は１０％ホルマリンで固定して持ち帰り、湿重量・沈澱量を測定し、ｏｒ法により組

成の概要を表わした。
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図３－２測深航跡図（みやと及びやしお）

－５８－



一一一一一……．、英丸航跡
●

●

5００

図３－３測深航跡および位置図

(4)生物相

次の各方法による生物採集により総体的な生物相を調査した。採集した生物はすべて凍結し

て持ち帰り､検討を加えた。

なお、調査地点と採集方法を図４－ｆ２に示した。

ａ潮干帯調査

８月２０日、１４時から１５時まで、採集者６名によりアオネの潮干帯生物の採集を行な

つた。

表２調査当日の潮汐

［

ｂ潜水調査

傭船「英丸」（５．５トン）を母船として８月２０日にスキューバ潜水を実施した。調査は

波浪が高く､潜水ポイントは極度に少なかった。

潜水深度は１４～２０ｍで、坪刈（５×５ｍ）とランダム方式とによる生物採集を行なっ

た。また、魚類については潜水者の目視による種類と量の記録を行なった。
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ｃ三枚網調査

傭船「英丸」によりコヤスネーアオ永間の水深１５～１８腕付近に三枚網４反（外網１尺

目・内網５寸目）を８月２０日に投入し、２１日に場網した。なお～調査は波浪高<１回で

終了した。
※

。ドレッヂ調査

８月２０日、図４－１に示す地点でケタ網を用いてコヤスネの北東側１箇所～アオネの東

側１箇所・オオネの南側１箇所（水深５０～１５０，，３０分曳行）について、「みやこ」

により魚探による測深調査と併せて実施した。また､エピネの西側５箇所（水深１０～５０

，?１，１５分曳行）は「やしお」により実施した。調査範囲は５０分曳きの場合は約５００～

１，０００沈、５分曳きの場合は１５０～２００伽の距離であった。
※※

ｅサンゴ網調査

８月５０日「みやこ」により大野原群礁をとりまく１５０ｍの等深線に沿って図４－２に

示すとおり礁の北側で２箇所､南側で１箇所について＿サンゴ網２組を用いて実施した。１

回の海底曳網時間を５０分として、曳網には海流による船の移動を利用した。水深は北側

１５０～１５０机、南側１５０～１８０ｍであった。

「

１－－－」､０
０

図４－２サコノゴ網調査地点
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※※※

ｆカニかご調査

８月２０日「みやと」により､図４－１に示すとおり群礁の北側２箇所、南側２箇所の４

箇所に篭を投入し、翌２１日に引揚げた。

調査は北側か水深５０～１００ｍ､南側が水深６０～１００の生物採集を行ない､毎回

２０個使用した。また､餌料は冷凍サンマを約５c加の大きさに切り、－龍に約５尾使用した。

(5)漁場利用状況

大野原群礁近海の漁場利用状況は、外域の曳繩漁業など回遊魚を対象とする漁業は一部県外

船も操業しているが、周辺漁場および根付資源については三宅島、神津島、式根島、新島の各

島漁民が利用している。そのうちのほとんどが三宅島漁民の利用によるものなので、今回の調

査対象は三宅島漁民のみとし、最近５年の状況について調査した。

調査内容はつぎのとおりである。

ａ漁業種類と対象魚種

ｂ水揚量の割合と漁獲努力の状況

ｃ主要漁業の現況

。三宅島近海と大野原島近海の利用状況の対比

ｅその他

※～※※※銭洲礁Ｒ５参照

2．調査結果

１）群礁の分布と形状

水面に突出する岩礁群はコヤスネ群､オオネ群～エピネ群の５群に分けられる。（図５－１）

（１）コヤスネ

コヤスネは群礁の北側に位置し＿東西・南北とも長さは約１８０加で面積は約２１，０００㎡程

である（図５－２）。南部の岩山は高さ１１７ｍで群礁中で最も高い岩山である。

周囲の海岸線は北部かほとんど玉石海岸で平坦部が多く、海岸線から５０～４０７７２付近か山

裾となっており､それから急激な岩山を形成している。東側は一帯に岩石の落石が多く、ほと

んど平坦部はみられず凹凸の激しい海岸で＿海岸線一帯も径２～５柳から径１０れにおよ夢岩

石か多く転在している。南側は切り立った岩壁で山裾か海岸線に迫り、岩石の転石も東側に比

べ著しく少ない。西側は両端が大石海岸で、中央部が４０～５０加沖まで径１０～１５ｍの岩

礁が転在し、その沖合にはノコギリネ（長さ約９５腕、幅約５０菰）が続いている。

－６２－
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図５－１大野原島群礁位置図

(2)オオネ

オオネは群礁の南東側にあり、長さ約１５Ｍ０，幅は最も広いところで約７、加で東西に長

く､面積は約スＤＯＤ派程である（図５－５）。北部がやや高く（最高５６ｍ）南側に低く傾

斜している。海岸線は東側～南側はいずれも断崖が多く岩礁は少ないが、西側は北部に５～５

ｍから１０加程度の岩礁が点在し､急深となっている。北部は岩礁の点在が多く、その沖合に

パラパラネ（長さ約５０ｍ、幅約２０ｍ）か続いている。また、オオネとコヤスネとの中間に

はアオネ（東西約７、加、南北約２０机）があ()、南側の沖約１００腕のところにプンゾウネ

（南北約５０ｍ、東西約１０机）がある。プンゾウネは高波にほぼ没する低岩礁であるが～ア

オネは幾分高く、少々の波では没することはない。

(3)エピネ

エピネは岩礁の西側に位置し、さらにその西側にはマカドネがあり、エピネとマカドネの中

間にあるヒラネ（長さ約５０１１z、幅約２０加）とともに－群を形成している（図５－４）。

エピネは南北に長く約１２０ｍあり､幅は約５０～６０７?zもあるが､中央部の２箇所かくび
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れて狭小となり、その２箇所が南東～北西に通ずるトンネルとなって速い流れかみられる。ま

た､エピネの中央部には高さ６５ｍの岩山がそびえ、周辺の海岸線は絶壁をなしている。

マカト・ネは東西に長く約１２０而、南北の幅は約５０師の平坦な岩礁で､大波時には全面覆

われるものと思われる。

笈

＝－－ｍ

図５－３群礁の形状（オオネ）⑥
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鐙

図５－４群礁の形状（エピネ） ●
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2）海底地形および底質

（１）海底地形

大野原島は三宅島と一連の海嶺上にあって、水深５００加以浅域は大野原島の西側約９マイ

ルの沖まで続いているが～南北の水深５００ｍ以浅域は群礁からそれぞれ２マイル前後で著し

く狭小となっており（図６）、また三宅島との中間は水深５００祁台から水深３００ｍ台に急

激に浅くたり、この鞍部では潮流の著しい変化かみられる。

水深１００ｍ以浅は図８に示すとおりで～群礁東側は比較的急崖を形成し、水深５０机線か

約２００抗沖であるが、北側および西側の傾斜は緩やかで沖合へ１，０００机近くに及んでいる。

各礁間とその内部の水深は図９に示すとおりで､エピネとオオネを結ぶ南側の水域は水深

１０～２０ｍであるが､それ以北の水深は５～８れである。コヤスネとアオネ間は波が高く調

査が困難であったが水深２～５加と思われる。

(2)底質

大野原島周辺の水深２００ｍ以浅の海底は岩礁地帯が多い。西側の水深１０～４０ｍではﾄﾞ

ｑ▽
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図６大野原島の水深図

3DO

ＳａＯ

蕊
三宅島
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図７大野原島周辺の海底地形
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図８大野原島周辺測深記録
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図９大野原島の群礁浅部測深記録

レッヂの結果岩盤に付着する海綿が多く､その他腔腸動物か僅かにあり、この付近はほぼ岩盤

地域と思われる。また、北側の水深２０～６０ｍでもほぼ同様と考えられる。

西側の水深１０～２０机の広がりは地元潜水漁業者の潜水でも岩盤が確認されており､水深

１０知以深はトサカノリの採取場にもなっている。

東側と南側の水深６０～１００川では、採集物にイシサンゴ礫かみられたが、このイシサン

ゴ礫も凹部に累積する程度で、大半は岩盤と考えられる。

今回の調査ではドレッヂを６箇所で実施したか砂礫・小石類の採集は全くなかった。

水深２０机以浅の海底を把浅するために＿潜水調査地点の水深１４～１６加で５×５碗の枠

－６９－



取調査を実施した。

調査域の海底は沖に緩やかな傾斜のある岩盤上に大石か最高２加位まで積み重なり､転石は

主に東側に集中し､大きさは１０～２０c力vの小石が多かった。

海藻は極めて貧弱で､テンクサがわずかに数株認められた程度で、ほかはスダレガヤ．ダメ

サンゴ・アミメサンゴ等ヒドロ虫類・花虫類か目立った。大石の表面にはウラウズガイが多く、

間隙にはガンガゼ等ウニ類が認められた。転石の下にはクモヒトデが多数みられたが、転石す

ることにより腹足類２０種・斧足類１種力S採集された。

図１０枠取調査地点の海底地形

敗字は水深（、）を示十

5）海況

（１）表層流

図１１に示すとおり～調査海域全域にわたり１ノット前後の北～東流か認められた。三宅島

西側～大野原島付近の海域では北向流が強く、礁に近いＳｔ・Ｍ５で最強流（１４．／1.8ノット）

を観測した。

南側の海域ほど東向流が強くなったか流速に大きな変化はなかった。礁付近ではその南北に

潮境が認められ、特に北側で顕著で､表面水温も複雑に変化していた。

－７０－
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図１１表面流の流向流速（Ｋｔ）

（８ｔは図３－１参照）

(2)水温および塩分分布

表面、５０湘・１００加・２００祁の水温および塩分量の分布を図１２，１５に示した。各

層の水温・塩分量とも大きな変化は認められないが、礁周辺の１００ｍ等深線付近でやや不整

友分布が認められた。

各層の水温をみると､表面は２７℃台と非常に高く、５０，層は２５～２７℃台－１００，

層は２５～２４℃台でそれぞれ南に高く北に低い傾向かあった。２００加層では１９～２０℃

台でほとんど一様であった。

塩分量分布は表面か５４．２～５％台と低い値を示し、５０加層は北側のＳ１・Ｍ２で54.7960

とやや高かった他は５４．４９６０台の一様な分布であった。１００加、２００，層では５４．８～

５５０９６bと非常に高くなったか‐三宅島～大野原島を東西に結基海域で～相対的にやや低い傾

向かあった。

Ｓｔ・Ｍ６の水温。塩分量垂直断面図を図１４に示すとおり垂直方向には各点とも５０～１００

腕に顕著な１次願層か存在して、その上下の温度差は２～５℃､塩分差は０４銑前後もみられ

た。２次露層は５００～４００ｍに存在した。

⑥

■2
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図１４水温・塩分且垂直分布（ＳｔＭ６）

(3)プランクトン分布

③④Ｂネットによる採集物

各測点の採集結果を表５－１に示した。なお、ＳｔＭ４・Ｍ７の採集は適正な臆水量を

得られたかったためプランクトン量の測定かできなかった。

８測点の平均プランクトン量は表５－２１こ示すように粗容量（沈澱量）で0.5C､/が(０．４

～Ｄ７Ｃｎ/>ﾌﾉ）､湿重量で００５〃/h'(０，３～００７〃/ｹ?')であった。大野原島南側のＳｔｏＭ８

で少なく、西側のＳｔ・Ｍ３や南側沖合の８ｔ．Ｍ９．Ｍ１０で僅かに増加したが～分布の偏り

はほとんどみられたかった。

生物組成は、Ｏｏｐｅｐｏｄａの出現割合が最も多く、７測点で試料の５０％以上を占めた，

Ｓｔ．Ｍ８．Ｍ９では藍藻類のＴｒｉｃｈｏｄｅｓｍｉｕｍｔｈｉｅｂａｕｔｉか非常に多く出現して

他生物の出現割合を低下させた。

次いでＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａか各測点で試料の２０％前後を占めた。オキアミ類および十脚

類はＳｔ．Ｍ９．Ｍ１０でやや多かったか､他点では僅かであった。

ｑ

－７４－
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出現割合の高いＯｏｐｅｐｏｄａとＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａについて、主な出現種を表５に示した。

種組成も海域による差異はほとんどたく、Ｓａｇｉｔｔｏｉｄｅａの最多出現種はＳａｇｉｔｔａ

ｅｎｆｌａｔａで、ＯｏｐｅｐｏｄａのそれはＯｎｃａｅａｖｅｎｕｓｔａ、ＰａｒａｃａＩａｒｍｓａｃｕｌｅａ－

ｔｕｓ、Ｏｏｒｙｃａｕｓｓｐｎ等暖海性種であった。また、顕著な昼夜移動をすることか知られる

Ｐｌｅｕｒｏｍａｍｍａｘｉｐｈｉａｓか大野原島南側（日没後採集）で出現した。

ｂ⑬ネットによる採集物

各測点の採集結果は表４に示すとおりで、－曳網当りの平均採集量は粗容量で７２１１ｍ、

湿重量で１１．８６'であった。－曳網当りの臆水量を１７４減〔１．１６旅（水面下の網ロ面積）

ｘＯ５沈／seｃ（曳網速度）ｘ５００ｓｅｃ（曳網時間－１７４〆〕とすると１が当りの平均粗容

量（沈澱量）はＯ４５ＣＣ、平均湿重量は０．０７〃に相当する。

水平分布をみると（図１５）、大野原島をはさんで南と北に多く分布し､三宅島の南西側

に当る８ｔ．Ｍ６．Ｍ１０で非常に少なくなっていた。特に大野原島の南側（８ｔ．Ｍ８．Ｍ，）

の海域には前項でも述べたように､Ｔｒｉｃｈｏｄｅｓｍｉｕｍｔｈｉｅｂａｕｔｉによる広範囲な赤潮の

発生を観測時に確認し､このため採集量は南側で特に多かった。

生物組成は全体的に見ると特Ｂネットの採集物同様にＯｏｐｅｐｏｄａの試料中に占める割

合が高いが､測点により組成にかなりの変化がみられた。ｏｒ法に基づき、各測点で出現割

合の多い生物を抜き出して～この海域表層の優占生物の分布模式図を図１６に示した。

Ｏｏｐｅｐｏｄａの優占する海域はＳｔ、Ｍ４に中心があり群礁付近から南部海域を大きくおおい

８ｔ、Ｍ３を中心とするＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａの優占海域と重複したから南部の赤潮海域を取り

囲み､これより三宅島沿岸に至る海域ではＤｉｎｏｆｌａｇｅＩｌａｔａが優占していた。

主な優占種を挙げるとＳａｇｉｔｔｏｉｄｅａではＳａｇｉｔｔａｅｎｆＩａｔａか圧倒的に多く、

Copepodaの組成は出現量の少ない測点では④Bネットで採集されたかった大型のＬａ－

ｂｉｄｏｃｅｒａｓｐｐ.あるいはＰｏｎｔｅｌｌａｓｐｐ､等が多い傾向があったが､多出現測点

では③Ｂネットの試料の組成にこれ等大型種が僅かにみられるだけで大きな相違はなかっ
た。

ｃ魚卵および稚魚

海洋観測を行たった大野原群礁周辺の１０側点において_⑬および③Bネットで採集さ

れた魚類卵稚仔およびイカ類の出現状況は表６．７－１のとおりである。出現数の多かった

⑯ネット採集物について記述すれば次のとおりである。

魚卵は１０測点に出現かみられ、このうち出現頻度力稿かつたのはＳｔ、Ｍ１の７６粒(５９２

％）、８１．Ｍ８の４１粒（２１．２％）、Ｓｔ、Ｍ５の２０粒（１０．５％）の順で、大野原島周辺

で

①
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表５－１プランクトン採集結果

⑮Ｂネット ⑫ネット
８ｔ

湿重量 沈澱量

CG/-曳網
４６．５

６１．５

５２．１

５２．１

４６０

１２．５

１５スワ

２２Ｕ７

１５Z，

２４．５

７２１

'/￣曳網
６５１

１１４９

６７８

ス２５

Ｚ８４

１．２８
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癖
４
４
７

０
０
０
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０
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４
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⑮Ｂネットによるプランクトン組成の概要表５－２
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表４⑱ネットによるプランクトン組成の概要

Ｍ１０

、『7万7T一旦型
Ｔｈａｌｉａｃｅａ

Ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａ
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Ｍｅｄｕｓａｅ

ＤｉｎｏｆｌａｇｅｌＩａｔａ
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ｒ
ｒ
ｃ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ
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｢ｒｒｒ
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ｒｒｒ

ｒｒ

＋
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＋
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＋

ｒ「ｒ

ｒｒｒ
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ｒ
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十
ｍ
ｒ
＋

Ｃ
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ｒ
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表５矢虫類とかい脚類の主な出現種

ＣＨＡＥＴＯＧＮＡＴＨＡ

ｓＡＧｒｒＴＩＤＥＡ

ＳａｇｉｔｔａｅｎｆｌａｔａＧＲＡＳＳＩ
Ｓ・ ｐａｃｉｆｉｃａｌ１ＯＫエＯＫＡ
Ｓ．ｒｅｇularisAIDA

Pterosagittadraco（KROHN）

ＡＲＴＨＲＯＰＯＤＡ

ＣＲＵＳＴＡＣＥＡ

ＣＯＰＥＰＯＤＡ

Ca1anusminor（CLAUS）

lJeoca1anusgracilis（ＤＡＨＡ）
Undinuladarwini（LUBBOCK）

Ｕ・ｖｕユgaris（ＤANA）
Eucalanusattenuntus（DANA）

Ｅｕｃ・elongatus（ＤANA）
Ｅｕｃ、ｍｕｃｒｏｎａｔｕｓＧＩＥＳＢＲＥＣＨＴ
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Ｅｕｃ・ｓｕｂｔｅｎｕｉｓＧＩＥＳＢＲＥＣＨＴ

ｌ１ｅｃｙｎｏｃｅｒａｃｌａｕｓｉＴＩＩＯｌｖｌＰＳＯＮ
Ｐａｒａｃａ１ａｎｕｓａｃｕ１ｅａｔｕｓＧｍＳＢＲＥＣＩＩＴ

Parac･parvus（CLAUS）
ＡｃｒＯｃａｌａｎｕｓｇｒａｃｉｌｉｓＧエＥＳＢＲＥＣＨＴ
Ａｃｒｏｃ・ｇｉｂｂｅｒＧｍＳＢＲＥＣＨＴ
Ｃ１ａｕｓｏｃａｌａｎusarcuicornis（DANA）

ｐａｕｓｏｃ･ｐｅｒｇｅｎｓＦＡＲＲＡＮ
ＣｔｅｎｏｃａｌａｎｕｓｖａｎｕｓGIESBRECHT

Aetideusarmatus（B0画CＫ）

Ａ・ｇｉｅｓｂｒｅｃｈｔｉＣＬＥＶＥ
Ｅｕｃｈｉｒｅユユａｓｐ・
Euchaetamarina（PRESTANDREA）
Ｂｕｃｈ・ｍｅｄｉａｍＥＳＢＲＥＣＨＴ

Ｅｕｃｈ･ＳＰＰ･

Ｐａｒｅｕｃｈａｅｔａｓｐ・

ＳＣＯﾕeCithricel1abradyi（GmSBRECHT）
Scolecﾕthric、ctenopus（GmSBRECHT）
ＳＣＯユｅｃｉｔｈｒｉｘｄａｎａｅＬＵＢＢＯＣＫ

Ｃｅｎｔｒｏｐａgescaﾕaninus（ＤＡＭ）
Ｃｅｎｔｒｏｐａｇｅｓｓｐ･
ＴｅｍｏｒａｄｉｓｃａｕｄａｔａＧエＥＳＢＲＥＣＨＴ

Ｔｅｍｏｒａｓｔｙｌｉｆｅｒａ（ＤＡＲＡ）
P1euromammaabdominaﾕiｓ（LUBBOCK）

ｍｅｕｒ･graci1is（CLAUS）
Ｐユｅｕｒ，ｘｉｐｈユａｓＧｍＳＢＲＥＣＨＴ

Ｌｕｃｉｃｕｔｉａｆﾕavicornis（CLAUS）
Heterorhabduspapi11iger（CLAUS）
Halopti1us1ongicornis（CLAUS）
Haloptilusornatus（GIESBRECHT）
Ha1opti1usoxycepha1us（GIESBRECHT）
Ｃａｎｄａｃｉａｓｉｍｐ１ｅｘＧＩＺＳＢ叉ＥＣＨｍ
Ｃａｎｄ・ｃａｔｕ１ａ（GmSBRZCHT）
Cand・ｔｒｕｎｃａｔａ（ＤANA）
Ｃａｎ。、ｄｉｓｃａｕｄａｔａＡ･ＳＣＯＴＴ

Ｃａｎｄ･ｓｐｐ･

Ｌａｂｉｄｏｃｅｒａｓｐ･
Ｐｏｎｔｅｌｌａｓｐ･
ＡｃａｒｔｉａｄａｎａｅＧＩＥＳＢＲＢＣＨＴ

ＡｃａｒｔｉａｎｅｇユｉｇｅｎｓＤＡＩＪＡ

Ａｃａｒｔｉａｓｐ．

ＯｉｔｈｏｎａｓｅｔｉｇｅｒａＤＡＮＡ
ＯｉｔｈｏｎａｆａｌｌａｘＦＡＲＲＡＮ

Ｏｉｔｈｏｎａｓｐ・
ＯｎｃａｅａｖｅｎｕｓｔａＰＨエＬエＰｍ

Ｓａｐｐｈｉｒｉｎａｓｐｐ．
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CopUiaquadrataDANA
Copi1iasp・

Ｃｏｒｙｃａｅｕｓｓｐｐ．

！`1acroseteユagraciﾕiｓ（DANA）
Ｃ１ｙｔｅＹｎｎｅｓｔｒａｓｃｕｔｅユユａｔａＤＡＮＡ

～三宅島周辺海域に多い傾向がみられた。

稚仔魚は魚卵同様全測点に出現がみられ１６５個体であった。このうち出現頻度か高かっ

たのはＳｔＭ８の５１個体（５１．５％）、Ｓｔ．Ｍ，の５７個体（２２７％）、８ｔ、Ｍ４の５５

個体（２１．５％）の順で、魚卵分布傾向とは若干異なっていたが‐いずれも大野原周辺海域

に多い傾向を示していた。

稚仔魚中～科まで査定した稚仔を科毎に分類して示すと表７－２のとおりで、１０科１１

属１４種が判明し１１８個体と全体の７２．４％であった。また､出現頻度の高かった魚種は

サヨリトピウオ５５個体（５２．５％）、モンガラカワハギ科１９個体（１１．７％）の二種類

であったか､今回査定できた中には出現頻度こそ低かったが沿岸重要資源のひとつであるカ

タクチイワシが８ｔ、Ｍ４に１０個体出現した。

表６魚類卵・稚仔およびイカ類出現状況(③ネット）

Ｓｔ・妬種名 出現範囲

魚類

カタクチイワシ

ネズミギス

マガリハダカ

ススキハダカ

アラハダカ

サヨリトピウオ

イダテントピウオ

ハゴロモトピウオ

アヤトピウオ

トピウオ属

トビウオ科

パショウカジキ

シイラ

秤'零4~↑2ザ１０

１１１１１ ２

IIJ
０ゴ

２１８ ５

■｢1；
⑤

２

Ⅲ
５１２
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Ｍ１Ｓｔ･応 出現範囲
一

１４．５～１９１８

計４ ６ ９５ ８ 1０２１５ ７種名

ｌｕｌｌⅢ１J
オヤビッチャ

モンガラカワハギ科

イザリウオ属

不明魚

魚類計

魚卵

エソ科卵

サヨリトピウオ卵

不明卵

魚卵計

イカ類稚仔

リンコトウチｵﾝ期幼生

その他のイカ類

イカ類計

２ １

１１．４～１５．４１

川|;に： １１７

粒
２

北１１１｝ :|｣篤,Ⅱj1l:Ⅱ
外套長

１．４～５８

個体
５５

Ⅲ（

９
１
０

１

１ １５

2.5～5.7５

５８１５

表７－１魚類卵・稚仔およびイカ類出現状況（特Ｂネット）

８ｔ・雁
出現範囲種名

魚類

トカゲハダカ科(?）

不明魚

魚類計

魚卵

ウナギ目卵

不明卵

魚卵計

全長DM廓
Z２

１
４
５

１

１５

１４

５
５

５
５

川

１
１

l〔

１
７
８
５

２
２

１
１

外套長
１．５～２７イカ類 １ １

－８１－



表７－２魚類稚仔出現種

Ｂｎｇｒａｕｌｉｄａｅカタクチイワシ科

Ｅｎｇｒａｕｌｉｓｊａｐｏｎｉｃａ（HOUTTUYN）カタクチイワシ

Ｇｏｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａｅネズミギス科

ＧｏｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓａｂｂｒｅｖｉａｔｕｓＴＥＩＩｍｌｌlＮＯＫｅｔＳＣＨＬＥＧＢＬネズミギス

Ｍｙｃｔｏｐｈｉｄａｅハダカイワシ科

ＭｙｃｔｏｐｈｕｍｅｖｅｒｍａｎｎｉＧＩＬＢＥＲＴマガリハダカ

Ｍ、ａｆｆｉｎｅ（ＬＵＴＫＢＮ）ススキハダカ

Ｍ、ａｓｐｅｒｕｍＲＩＯＨＡＲＤＳＯＮアラハダカ

Ｏｘｙｐｏｒｈａｍｐｈｉｄａｅサヨリトピウオ科

Oxyporhamphusmicropterusmicroptｅｒｕｓ（ＯＵＶＩＥＢｅｔＶＡＬＢＮＯＩＥＮＮＥＳ）

サヨリトピウオ

Ｅｘｏｃｏｅｔｉｄａｅトビウオ科

ＥｘｏｃｏｅｔｕｓｖｏｌｉｔａｎｓＬＩＮＮＥイクテントピウオ

Ｅｘｏｃ．ｏｂｔｕｓｉｒｏｓｔｒｉｓＧＵＮＴＨＥＢハゴロモトビウオ

ＯｙｐｓｅｌｕｒｕｓｐｏｅｃｉＩｏｐｔｅｒｕｓ（ＣＵＶＩＢＲｅｔＶＡＬＥＮＯＩＥＮＮＥＳ）アヤトピウオ

Ｐｒｏｇｎｉｃｈｔｈｙｓｓｐ．トビウオ属

Ｈｉｓｔｉｏｐｈｏｒｉｄａｅマカジキ科

ＩｓｔｉｏｐｈｏｒｕｓｏｒｉｅｎｔａＩｉｓ（ＴＢＩＷＩＮＯＫｅｌＳＯＨＬＥＧＢＬ）バショウカジキ

Ｏｏｒｙｐｈａｅｎｉｄａｅシイラ科

ＯｏｒｙｐｈａｅｎａｈｉｐｐｕｒｕｓＬＩＮＮＥシイラ

Ｐｏｍａｃｅｎｔｒｉｄａｅスズメダイ科

Ａｂｕｄｅｆｄｕｆｖａｉｇｉｅｎｓｉｓ（ＱＵＯＹｅｔＧＡＩＭＡＲＤ）オヤピッチャ

Ｂａｌｉｓｔｉｄａｅモンガラカワハギ科

Ｇｅｎ．＆ｓｐ，ｉｎｄｅｔ．モンガラカワハギ科に属し属種不詳

Ａｎｔｅｎｎａｒｉｉｄａｅイザリウオ科

Ａｎｔｅｎｎａｒｉｕｓｓｐ・イザリウオ属

4）生物相

（１）大野原島周辺の生物相の概要

調査方法別に採集された生物種数を表８に示した。種数は２０抗以浅を対象とした潮干帯・

潜水・三枚網調査では軟体類、魚類､藻類が多かった。ドレッヂを主体とする深い海域の調査

では腔腸類．触手類が多かったか、通常出現種数の多い軟体類は極めて少なかった。

ドレッヂ採集物を調査地点別に表９に示した。水深４０加以浅のＳｔ、４～６では､いずれの

－８２－



表８採集方法別生物種数 表９ドレッヂ採集地点別出現種数

ド
レ
ッ
ヂ

サ
ン
ゴ
網
－
２
ｍ
型

Ｓ1．
６

海綿動物

腔腸動物

触手動物

環形動物

軟体動物

節足動物

練皮動物

５１５ ２２

海綿動物

腔腸動物

触手動物

環形動物

軟体動物

節足動物

疎皮動物

（魚類）

動物計

（藻類）

棺物計

９
６
４

５
２

２
５
７

２

５ ７２ ２５

５７ ７ １，１５

７
４
４
※
０

５
３

４
４
１

１

６

５
５

２
４
１
１

１

１

９ ４ ，

1８

．Ｂロ゛ＢＢＢ

回囮囹■nm■
囮■■Ⅲ■

４

１

※潜水調査による目視結果

地点も採集物は極度に少なく岩盤帯であることか推定される。さらに８ｔ、１～５でもキサンゴ

の死殼を主体とする礫の採集かＳｔ，２で若干みられた程度であり､いずれも岩盤帯であったと

考えられる。

採集物の一覧表を付表に調査方法別に示したか､各生物の分布概要は次のとおりであるＣ

ａ海綿動物

１２種が採集され－採集水深はほぼ全域に及んでおり、２箇所以上から採集された種類は

ミサキクソボカイメン、アパタカイメンージュズエタカリナの５種であった。また種類は

Ｓｔ、５（南側）か５種と最も多かった。

ｂ腔腸動物

６２種か採集され、漸深帯ではイソパナ類の分布域が広かった。出現頻度の高い種は５回

のツツウミシパ・イソパナ・ダメサンゴの５種であった。量的に多いと思える種は４回出現

したもののうちのマパラフトヤギ属ｓｐｐ・ハナノエダ。トクサモドキ。トゲハネウチワで

あった。

ヒドロ虫類のヒラタオベリア・ウモレキセルガヤ・オオカレヒパ等のいわゆる寒海性種が

サンゴ網で少なからず採集された。

ｃ触手動物

５７種か採集され、そのうち５５種がコクムシ類であった。特にシロヒゲコケムシの出現

頻度は６回で最も高かった。

－８５－



。環形動物

多毛類が1種採集された。不完全個体で査定不能であったが、そのほかは全く採集されな

かった。

ｅ軟体動物

ヒザラガイ類２.腹足類４９.斧足類１５の計６６種が採集されたが､堀足類はみられた

かった。

採集方法別にみると､潜水調査が過半数を占め、次いでドレッヂ調査の１４種であったか、

ドレッヂ調査としてはきわめて採集物が少なかった。特にドレッヂ調査では腹足類の浅

海域に生息するものの死殻が目立ち、転落種であろうと考えられる。

三宅島以南に分布するカサウラウズと､さらに南方種であるオオガンゼキボラ。チョウチ

ンフデ.シロセイロンイモ等力採集された。

ｆ節足動物

１５種採集された。潮干帯にクロフジツボ・カメノテカ群生していた。漸深帯の岩の下な

どでは期待したイセエピの目視はできたかったが、刺網調査では採集することかできた。

ｇ疎皮動物

６種が採集された。漸深帯の転石下にはクモヒトデ類が多く、また､ガンガゼモドキ等も

みられたか量的には多くなかった。

ｈ魚類

軟骨魚類５，硬骨魚類５２の計５５種力採集または視認された。刺網による漁獲は１８種、

８８尾／４反であったが、プダイが５６．８％を占めていた他は一般に岩礁性小型魚類が主で

有用魚種は少なかった。有用と認められるのは潜水観察中に視認されたタカヘカンパチ、

シマアジ、ツムプリだけであった。なお、刺網で漁獲された魚類の出現比率ならびに重量比

率は表１０のとおりである。

刺網で採集された魚類の胃内容は表１１に示すとおり、主たる内容物は藻類・節足動物・

魚類に大別され、種類としては節足動物を食しているものが多かったが～量的には藻類を食

しているものが多かった。

なお、節足動物としては甲殻類（カニ類）、等脚類の出現か多かった。

ｉ藻類

緑藻類４．褐藻類５.紅藻類１５の計２２種か採集された。カニ篭では水深７０～１１０航

に投入したものなので､寄藻と思われるが緑藻類１.褐藻類４.紅藻類１２の計１７種か採

集された。

「
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なお､潜水調査を行なった海底は岩盤で大石があり、所々に転石がみられ、海藻はあまり

多くはないがマクサが主体であった。

アオネの潮干帯には一面サイミか着生していた。

表１０刺網にて採集された魚類の出現比率（Ｎ/ＴＮ）
と重量比率（Ｎ／ＴＷ）

wiw項目項目
N';TＮw１ｉｗ項目

NtNlw ＷＮ
種名種名種名

％
４９

lJii１Ｊ
尾
４
５
１
２
１
１
８
１
１
３

口

ポ
イ
サ
ン
ジ
イ

ラ
ダ
カ
ダ
メ
チ
ダ

シ
イ
ソ
ウ
ソ
〈
上
イ
ハ
キ

ガ
エ
エ
ト
マ
ミ
ナ
メ
ノ
マ

ラ
カ
カ
シ
カ
ナ
キ
マ
カ
ギ

ヒ
ア
ア
イ
ア
、
、
、
オ
タ
タ
ミ

４
１
５
３
４
６
２

０
６
０
２
１
０
５

５

１０００６４，７２４計（１８種） １００．０８８

表１１刺網にて採集された魚類の胃内容物（◎は出現量の多かったもの）

魚類胃内容物
その他疎皮動物軟体動物節足動物藻類

魚卵魚類魚種

◎アカェソ

イットウダイ

アカマソカサ

オキナヒメジ

ミナミハタンポ

○

。
◎
。
◎
○
○

「

○

○

、

○
◎

○

○
○タカノハダイ

イラ

プタイ

チョウチョウウオ

ニザダイ

テングハギモドキ

ハコフク

○○

○
○

○

○

○◎
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(2)水産有用種の概況

ａイセェピ

潜水調査ではイセエピの生息を確認することができなかった。しかし～海底地形は大石か

積み重なり～大石との間隙か多く､すみ場の多い海域と認められた。

刺網調査では８尾（雌１､雄７）が採集された。これに１９７６年４月に漁獲された５６

尾を加え検討すると、体型は平均体長２１．２c祝（範囲１５０～２日５c晩）で、既報および前述

の銭洲・平均体長１６．４c加（範囲１２．６～１１６Cl､､Ｎ－２８）､恩馳・平均体長１８．５c沈（』!;in劃

１４．０～２５ＤＣ加～Ｎ＝２８）と此薮して大型であった。なお体長組成は図１７に示した。

殻皮の色は鮮明でいわゆる一般的イセエピの色調を呈していたか､入手材料が少ないため

詳細な検討は行なえなかった。

ｂフクトコプシ

潜水調査を行なった地点は水深１４～２０ｍの岩盤帯で-5710をこえる巨大な大石場であ

り、転石は比較的少なかったか、反転可能な石の裏側にはフクトコプシの生息が多かった。

今回の調査により採集したフクトコプシは図１８に示すとおりふたつの峯に区分けされ、

大きい峯の平均殼長は６６．９ｍ（範囲４８．５～，1.1m願－Ｎ－５９個）、′｣、さい峯は５５．５

ｍ！（範囲２２．０～４４．９況舸、Ｎ＝４１個）であり、小さい峯は１年貝とみられ、自然状態で

の再生産が順調に行なわれている漁場であるといえる。

また、肥満度は表１２に示したとおり～殻長２，．１～５００，ｍおよび大きくなるほど肥満

度が高くなる傾向かみられたか､軟体部重量のみでの比較では殻長５０１～６０．０舸１mが最も

高く肥っていることか判った。

％
、

1０

図１７イセエピの体長組成
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表１２フクトコプシの肥満度

ＭＷ／Ｌ３ｘ１０５
－

７ｌ１７

Ｚ１１

＃i：

：二

ＢＷ/Ｌ３ＸｌＯ４殻長範囲
一一

瓜nK

７０．１～８０．０

６０１～７０．０

５０．１～６０．０

４０１～５０．０

５０．１～４００

２０．１～５００

％
”

２０９

２．０６

１．９８

１．８７

１．８５

２０４

0０

０

”“●●、０ｍＰＤＯＯｍｍｍｍ

図１８フクトコプシの般長組成

Ｌ：殼長(H､)、ＢＷ:体重(ゲルＭＷ:軟体部重量１，）

ｃ魚類

潜水観察ではタカベーシマアジ、カンパチ、ソムプリ等かみられたか､タカベは量的には

多くなかった。特に多かったのはブダイで全長および体重組成は図１９に示すとおりであり､
これを年令別にみると２．５才群が主体であり､１才群の漁獲は少なかった．

％
３０

え
2０

ｓｏ

1０
４０

０
２■■△■●五８３０３２鋼Ｃ、３０

(８）％ ２０

３０
「

1０

。０

０
、

ＩⅡⅢⅢ（年令）

刺網で漁獲された

プダイの年令組成

1０

図２０

０

８aOoＳｏｏＱｏｏｓｏｏ６００７００ＢＯＯ

図１９刺網で漁獲されたプダイの全長（Ａ）

および体重（Ｂ）組成
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ｄその他

その他の有用種としてギンタカハマ・マクサ・ヒラクサ等かあるが～ギンタカハマは潜水

調査中、大石上に数個体を視認した程度で、生息量は多くないようである。マクサ・ヒラク

サについては１５～２０ｍ水深にみられたが～株数は少なく量的把握をするに至らなかった。

本年～三宅島で１０５トンの水場のあったトサカノリは問取調査では､大野原島水深１０

ｍ以深‐特に５０～４０，線にかなりの着生量があるとのことであったが､今回は調査する

ことができなかった。

5）漁場利用状況

三宅島近海は主として黒潮流域内にあり、来遊（回遊）魚群および根付魚一その他の水族・藻

類についても暖海性のものが多く、これらを対象として表１５に示すような漁業が営まれている。

三宅島における最近５カ年平均の総水揚量は魚類約２４０トン・１億4,0,0万円～水童助物

（王にイセエピ）８．５トン・5,000万円、貝類（王にトコブシ）１２トン・約1,000万円、

藻類（主にテンクサ）１億２，０００万円で水揚額の計は約５億円となっている。

各漁業の中でほぼ平均した漁獲量を揚げ、三宅島漁業の主体をなしている漁業は曳繩、突棒、

タカベ漁業、テンクサ漁業で、えび刺網・採貝漁業も水揚額は少ないかほぼ安定した漁業となっ

ている。

（１）三宅島周辺漁場の利用状況

三宅島周辺はカツオ・マクロ類の来遊が多く、時期によっては港を出たところか漁場である

という全国的にも恵まれた環境にある。三宅島漁業者が利用する漁場は三宅島。大野原島のほ

か御蔵島・イナンバ島周辺かあるが､来遊量の多寡、種類、漁期の長短・操業の難易等の条件

を比べると、三宅島、大野原島周辺が圧倒的に良く、このため御蔵島､イナンパ島周辺には大

型船または高速船か時期的に時により利用する程度で、主漁場は三宅島、大野原島周辺という

ことにたる。

（２）大野原島周辺漁場の利用状況

大野原島周辺ではトビ漁業（ハマトピウオ・アヤトピウオ他）を除き各種漁業か営まれるか

地元漁民が最も利用し漁獲をあげている漁業はカツオ・マグロ・カジキ類を対象とした曳繩、

突棒漁業､タカペを対象とした刺網､建切網で､特にタカペはその過半数がこの周辺で水場さ

れている。各漁業別の利用の状況と漁獲量および金額を推定すると表１４.１５のようにたる。

ａ曳繩・突棒

漁場利用率はカツオ・マメジ・キメジが５０～５５％､カジキが２０％で、漁獲割合では

カツオ・キメジが各４０％と高く、カジキ・マメジが１０～２０％と前者に比べ低率と左っ
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ている。これはカツオ・キメジが海流と共に海底地形かその生息に大きく関係があるのに比

べ、カジキ・マメジか主として海流に左右されることを示している。

ｂ底魚釣

過去においてはメダイ・アオダイ・ヒメダイの好漁場であったが、近年これら資源の減少

が目立ち、このため地元では本漁業に専念するものは少なく曳繩等が不振左折、時期的に操

業する程度で、かえって他県船の利用度合が大きく、また船型も大型であるので本漁場でか

なりの漁獲を揚げていると推察される。地元船の水揚げが少ないが､これは利用日数が少な

いためで、三宅島近海の他の底釣漁場と比べるとむしろ好漁場と言える。

ｃ刺網、建切網

タカペ刺網ではその大部分を、また建切網でも水揚量の半分を本島周辺で揚げており、新

島北側のウドネ島・神津島西側の恩馳島と並び大型タカペの好漁場となっており～タカペ漁

業に関しては利用の度合および水揚額も他漁業に比べ最も大きく、年間１，５００万円以上で

ある。

。棒受網

三宅島周辺におけるムロアジ漁場は潮流・水温等の環境により年により変化はあるが、大

野原島周辺は平均して来遊か多く、また魚群も濃密である。このため好漁は大野原島周辺漁

場が多いか､強流であることが多いので操業に難かあり､平均漁獲量は三宅島周辺とほぼ同

程度となっている。

ｅエビ網

漁獲;５t庫は三宅島周辺より良好であるか、潮流か速いことと地形上投網数を制限されるた

め～利用率。漁獲量とも全体の１５％程度に止っている。

ｆ採貝。採草

磯根資源の生息適地となる海底地形か比較的少なく単調であること、常時暖流系の強流に

洗われていることから、藻類の生育か悪く、またこれらを樺瞬とする貝類も三宅島周辺に比

べ少ない。このためテングサ・トコプシ等の出漁船も僅かで水揚額も少ない。なお７５年に

初めて採取出荷するようにたったトサカノリについては、その着生水深がやや深いためと生

態か良く解明されていないので今後どの程度の生産がたされるかが問題である。
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表１５三宅島の主な漁業

墳萎種ヨビ自

流刺繩

。類・フ壱I）鎚自
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表１４三宅島近海漁場の利用および水揚量の害１１合と操業隻数

覇■
利用隻数※※大野原島に

おける漁獲

量の割合

漁場利用の割合
魚種 漁期

大野原島
周辺

その他※ 地元船 他県船

1,0隻

１１０

５０

５０

$｡

三宅周辺

■Ⅱ1J
曳繩 カソオ

マメジ

キメジ

カジキ

メダイ

アオダイ

ヒメダイ

ウメイロ

タカペ

タカベ

アオムロ

アオムロ

イセエピ

テングサ

トサカノリ

トコプシ

底魚釣

ノノ

"

刺網

建切網

棒受網

エビ網

採藻

採貝

※御蔵島・イナンバ島周辺を言う。

※※盛漁期における利用隻数を示す。
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表１５主要魚種別漁獲量の割合

大野原島周辺

与匡雪三|匡烹
鍾雪

主要漁種

漁獲量
漁業種類

漁獲量１ｋｇ当り単価

ン、
卜

２
８
５
６
０
１

０
９
６
９
１
『
６
１
１
ｚ
）
６
４
ｏ
ｎ
６
０
４
０

５
１

２
２
２
５
１
４
２

２
１
４
．

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

繩
繩
棒
釣
網
網
網
網
藻
貝

本
切
受

曳
曳
突
一
刺
建
棒
刺
採
採 J「

カツオ

マメジ

キメジ

カジキ

メダイ

アオダイ

ヒメダイ

タカペ

タカペ

アオムロ

アオムロ

イセエピ

テングサ

トコプシ

魚類計

総計

5，１６０

１，２５５

２５９

５８７

１２９

１５，６５０

８７８

４，２１０

８，０７５

５２４

２スP94

4q881

(註）１． 主要魚種漁獲量….….､魚種別．漁獲量４５～４９年の年平均（大野原島周

辺も含む）三宅漁獲高月報より

大野原島の漁獲量……上記漁獲量×三本における漁獲量の割合

kg当り単価……………昭和４８年組合、地区魚種別漁獲量金額帳より

２
ａ

5．考察

銭洲・恩馳島の各総合調査と同様に漁場環境・生物相・漁場利用状況などの多岐にわたって実施

した結果､従来から不明であった群礁地形・複雑な海底地形・潮流の変化・生物相などの全貌をほ

ぼ把握することができた。

これらの調査結果の友かには時期的なひとつのパターンとして、とらえざるを得なかった資料も

あるので今後とも継続的な調査を行なって、なお一層資料の充実を図ることか必要である。以下調

査項目毎に漁場形成との関連を主体に考察を加えることとする。
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1）海底地形

全体的には伊豆諸島が南北に連らたる海嶺を形成しているのに対し､大野原島は三宅島から西

に伸びた東西に連らなる海底地形の中央に位置し＿このため東西は水深２００～５００碗の浅瀬

となっているか、南北では水深２００～５００ｍの浅瀬巾が極めて狭く東西に連らなるこの浅瀬

は比較的長く底釣の好漁場を形成する。

北側の推移帯はいったん深くたるか再び神津島周辺の陸棚に接続するのに対し、南側は水深

2,000加台の深海層に続く急勾配とたっている。

水深１００祠以浅でも南北の狭いのは前記同様であるか､東西では東側は極めて狭く、西側は

水深２０～５０ｍの比較的浅い台地か大きく広がっている。

また、群礁内は南側の一部に水深１５～２０ｍの比較的深い部分かあるほかは水深５～１０加

のところかほとんどで、南側の急深域では潮流も速く、余り好漁場は形成されないが～北西～北

側は網漁業の好漁場を形成する。南～東側の縁辺部は流向が著しく変化し＿また流速も速いため

曳繩漁業の好漁場を形成する。

2）海況

調査時の伊豆諸島海域の海況は､黒潮流軸が冷水塊を迂回したから御前崎沖を北上し、この海

域を沿岸に接近して東流しており、暖水が全域を覆っていた。８月２５～２７日に行なった沿岸

定線調査でも大島～新島付近の海域をＮＢ～E／2～5ノットで流れる黒潮本流を観測している。従

って本調査海域も黒潮流の特徴をよく表わし、水温は全般に高めでこの海域の平均水温（過去'１

年間）と比較しても１００沈層で約６℃－２００加層で６～７℃も高温であった。また、塩分量

も夏季の黒潮系水にみられる様に表層で低い値を示し、１５０～２００糀層で最も高い値を示し

いる。

三宅島付近の海域は伊豆諸島海域における平均黒潮流軸位置に当り～大野原島～神津島にかけ

て２０(〕加以浅の瀬が点散していることを考え合せると、この海域は湧昇流や渦流か複雑に入り

組み海況の変動か著しいと考えられる。本調査では特徴的な変化は認められたかったか、表面に

礁の南北で潮境かあったこと､１００，層付近に僅かに水の撹拝かあったとと等か挙げられ、カ

ニ篭調査の結果によれば礁の南側７０加層付近には東へ向う底層流か認められた。また､地形的

要因ばかりでなく、沿岸系水と黒潮系水との潮境や冷水塊と黒潮本流との潮境かこの海域にしば

しば存在することが知られているか、好漁場形成の－要因である渦流域か生まれることか考えら

れる。
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プランクトン分布および魚類卵稚仔

プランクトン

調査海域が狭い上に僅か１日間の調査であったので、この海域の特性をつかむには至らない

が、他の調査との比較を交えて考察すると次のとおりである。

本調査の第一の特徴として､プランクトン員か非常に少なかったことか挙げられる｡④Bネ

ットによる採集物量を他調査と比較すると（表１６）、恩馳島総合調査時の１／１０でしかない。

採集層の相違もあるか､両年の沿岸定線調査結果を比較してみると本調査時の伊豆諸島海域全

域にわたりプランクトン量が少ないことがわかる。

本年８月の沿岸定線調査の湿重量分布（図２１）をみると～北部海域を除く全域で０．０５ルゥゥノ

前後の低い値を示し本調査結果と一致している。これは海況の項で述べたように､黒潮流軸か

非常に接近していたため調査海域は流軸の中心よりやや南側に当り、中井（１９５７）の指摘

する「沖合の分布量の僅かな海域」（ｔｈｅｏｆｆｓｈｏｒｅｔｈｉｎｚｏｎｅ）に相当すると考え

５）

（１）

られる゜

表１６プランクトン量の比較（特Ｂネット）

］６／（Ｃ

Fｌ５４（ｎ.５，～Ｄ９Ｅ

Fｌｌ９（００６～Ｃ

mＯｂ（0.Ｕ２P～Ｃ

］０５（0.05～０.し

⑮Bネットによる垂直方向のプランクトン量と⑬ネットによる表面プランクトン量を比較
すると図２２のようになる。Ｓｔ・Ｍ７～Ｍ，で表面プランクトン量が非常に多いのはこの海域

に赤潮があったことと８ｔ・Ｍ７では小型のクラゲが多かったためである。

出現した生物は全て暖海外洋性種で、それ等の分布に大きな地理的差異は認められたかった

が、昼夜による出現種の変化が僅かにみられた。動物プランクトンの多くは昼夜の垂直移動か

みられるが､これらの解析はこの海域の生産量を知るためにもその機構や量的変化を知る必要

がある。また、海況的にもこの海域は複雑で､それ仁伴ないプランクトンの分布も多様に変化

すると考えられる。今回の調査結果も１つのパターンをとらえたにすぎたいので伊豆諸島海域

の好漁場の１つであるこの海域の生産性を知るうえでも継続的な調査か必要であろう。
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□

図２，湿重量分布図（ﾙﾙｲ）
（１９７５年８月沿岸定線調査）
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図２２⑬Ｂネットと⑬ネットとのプランクトン量の比較

魎⑬Ｂネット(垂直曳)【二ｺ③ネット(表面）
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（２）魚類卵稚仔

まき網漁業の漁獲対象であるアヤトピウオをはじめトビウオ類か非常に多く出現するなど、

回遊性大型魚類等の重要な餌料となる稚仔が多くみられる。このことかこの近海のカジキ突棒

・マクロ延繩・カツオ、マグロ類の曳繩あるいはカツオ・マクロ類一プリ類の一本釣等の各漁

業における好漁場が形成される要因と思われる。

今回の調査でパショウカジキの稚仔か採集されたが、この種は他のカジキ類に比べて産卵水

域が沿岸寄りであるため､従来から本邦近海を北上する黒潮流域内に稚仔の分布の中心かみら

れる。本年は黒潮の北偏かこの近海で著しかったことか出現の原因と思われるが、記録として

は北限に位置するものであろう。

このほかイカ類稚仔ではアカイカ科のリンコトウチオン幼生と確認できるものが全イカ類中

の，２１％を占め５５個体出現したことは特徴あるものであった。

4）生物相

波浪との関係で､上陸できた礁はアオネのみであった。アオネの潮干帯にはサイミが繁殖し、

クロフジソポ・カメノテの群棲がみられるほかはオハクロガキ・ベッコウガサの付着する岩礁で

ある。なお、船上よりの観察ではタイト・プールのみられる礁はなかった。

２０れ以浅の海底はオオネーコヤスネ間は直径２～５ｍに達する大石場であり石の側面にはイ

ソパナ等ヒドロ虫類が多かったが、大石の間隙には転石が集まり、転石下にはクモヒトデ類が多

数みられた。また､転石下より採集したフクトコプシの殻長組成をみるとふたつの峯に分けられ、

小さい峯は一年貝を主体とする若令群であり～これらのことから、大石の間隙には潮の滞留があ

り、フクトコプシの資源補給にも役立っていると考えられる。また～西側水深４０ｍ以浅のドレ

プヂでは､ヒドロ虫類・花虫類・苔虫類のみしか採集されず～海底は岩盤帯と考えられる。

潜水調査で得られた腹足類にはオオガンゼキボラ等奄美大島以南に分布域をもつ種類もみられ＿

また南方系小魚も多いことから黒潮の勢力の強いことが判った。

さらに６０～１００ｍのドレプジ・カニ龍調査では浅海域からの転落種とみられる腹足類（ソ

マムラサキメダカラ・リスガイ等）もみられ、また礫類もキサンゴ類の死殼か少量採集されたの

みであることから､急､深な岩盤帯の海底と考えられる。

１５０～１８０ｍのサンゴ網調査では、寒流域（犬吠崎以北）で水深数メートルに分布するヒ

ドロ虫類（ヒラタオベリア、ウモレキセルガヤ等）の生息かみられた。

また､今回の漁獲物中軟骨魚類の占める割合は８．１％と恩馳島調査時の８．７冊を－割弱下回り、

しかも前年の５種に比べ今年は２種と少ない。これは大野原島周辺の海底地形が露出岩盤と大器

が散在する地形で砂地かなく、砂泥質生息魚の適地が少なかったことに起因すると思われる。
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恩馳調査で得られた魚類の重量構成比は軟骨魚類６１％と過半数を越えていたか、今回は５５４

％しか占めておらず､恩馳の約半分であった。

5）漁場利用

大野原島周辺は従来よりカツオ・マクロ漁場として他県船か利用してきた漁場であるか、近年

三宅島地区漁業者の技術の向上と港湾の整備により、本漁場は年間有効に利用されている。漁船

漁業ではタカベ。カツオ・マグロ類を主体に三宅島における総水揚量の４０％を揚げており－時

にカツオ、マグロ類については海況次第では周年操業が可能で、漁場価値は大きい。磯根資源で

は漁場環境から現状以上の生産を望むことは困難と考えられるが､カツオ。マグロ類については

漁法次第ではまだ伸長の余地はあると思考される。
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2）生物相

Ａ藻類

I、
採集地点

名
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Ｂ魚類

視認状況名種

Ｏｈｏｎｄｒｉｃｈｔｈｙｅｓ軟骨魚網
グ

オオセＯｒｅｃｔｏｌｏｂｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ ｒｒ

ホシザメＭｕｓｔｅｌｕｓｍａｎａｚｏ

（ガンギエイ亜目）

ェイ類

Ｏｓｔｅｉｃｈｔｈｙｅｓ 硬骨魚網

ウツボＧｙｍｎｏｔｈｏｒａｘｋｉｄａｋｏ

トラウツボＭｕｒａｅｎａｐａｒｄａ］ｉｓ

ヤガラ属Ｆｉｓｔｕｌａｒｉａｓｐ・

ハガソオＳａｒｄａｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ

ムロアジ属Ｄｅｃａｐｔｅｒｕｓｓｐ、

シマアソＯａｒａｎｘｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍｕｓ

力ンパチＳｅｒｉｏｌａｐｕｒｐｕｒａｓｃｅｎｓ

夕カベＬａｂｒａｃｏｇｌｏｓｓａａｒｇｅｎｔｉｖｅｎｔｒｉｓ

ミナミハタンポＰｅｍｐｈｅｒｉｓｖａｎｉｃｏｌｅｎｓｉｓ

イシダイＯｐｌｅｇｎａｔｈｕｓｆａｓｃｉａｔｕｓ

イシガキダイ０．ｐｕｎｃｔａｔａ

ギンユゴイＫｕｈｌｉａｔａｅｎｉｕｒａ

テソクタイＥｖｉｓｔｉａｓａｃｕｔｉｒｏｓｔｒｉｓ

アカハ夕Ｅｐｉｎｅｐｈｅｌｕｓｆａｃｉａｔｕｓ

〆ジナＧｉｒｅｌｌａｐｕｎｃｔａｔａ

イスズミＫｙｐｈｏｓｕｓｌｅｍｂｕｓ

ウメイｐＰａｒａｃａｅｓｉｏｘａｎｔｈｕｒｕｓ

タカノハタイＧｏｎｉｉｓｔｉｕｓｚｏｎａｔｕｓ

ミギマキ０．ｚｅｂｒａ

ｒｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｒ

ｒｒ

ｒ

Ｃ

ｒｒ

ｃｃ

ｃｃ

ｒ

ｒｒ

ｒ
＋

ｒ「の

Ｃ

①

ｒｒ

Ｃ

Ｃ

ｒｒ

ｒｒ
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種名

カエルウオＩｓｔｉｂｌｅｎｎｉｕｓｅｎｏｓｉｍａｅ

イタチウオＢｒｏｔｕｌａｍｕｌｔｉｂａｒｂａｔａ
－

オヤピッチィｒ Ａｂｕｄｅｆｄｕｆｖａｉｇｉｅｎｓｉｓ

イソスズメダイＡ，ｎｏｔａｔｕｓ

ニシキベラＴｈａｌａｓｓｏｍａｃｕｐｉｄｏ

フタイＬｅｐｔｏｓｃａｒｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

カゴカキダイＭｉｃｒｏｃａｎｔｈｕｓｓｔｒｉｇａｔｕｓ

シラコダイＯｈａｅｔｏｄｏｎｎｉｐｐｏｎ

ユウゼンＯｄａｅｄａｌｍａ

ソノダシＺａｎｃｌｕｓｃｏｒｎｕｔｕｓ

二ザタイＰｒｉｏｎｕｒｕｓｍｉｃｒｏｌｅｐｉｄｏｔｕｓ

へコフグＯｓｔｒａｃｉｏｎｔｕｂｅｒｃｕｌａｔｕｓ

イシガキフグＯｈｉｌｏｍｙｃｔｅｒｕｓａｆｆｉｎｉｓ

況状視

ｒ

ｒＴ

＋

ｒ

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

ｒｒ

ｒｒ

ｃｃ

ｒｒ

ｒｒ

己
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言壽－－－
Oastropoda腹足綱（２９種）

オキナエピス Perotrochus(Mikadotrochus)beyrichii（ＨＩＬＧＢＮＤＯＲＦ）

フクトコプシHaliotis(SuIculus）ｇｒｕｎｅｒｉＰＨＩＬＩＰＰＩ

づく
ツ コウガサCellanagrata（ＧＯＵＬＤ）

カモガイＡｃｍａｅａｄｏｒｓｕｏｓａＧＯＵＬＤ

ウズイチモンジＴｒｏｃｈｕｓｒｏｔａＤＵＮＫＥＨ

ギンタカハマTectuspyramis（ＢＯＲＮ）

チクサガイCantharidusjaponicus(Ａ・ＡＤＡＭＳ）

カンスガイGaleoastraeamiIlegranosaHABB

コシタカ鑓ヂエTurbo(Marmarostoma）stenogyrusFISOIlER

ウラウズガイAstraliumhaematragum（MBNKE）

スズメガイＨｉｐｐｏｎｉｘ Pilosabiapilosa（ＤＥＳＨＡＹＥＳ）

ハナマルユキErosaria（Havitroma)caputserpentis（ＯＩＮＮＥ）

ヤクシマダカラMauritia(Arabica）ａｒａｂｉｃａａｓｉａｔｉｃａＳＯＨＩＬＤＥＲ

カコボラＯｙｍａｔｉｕｍＭｏｎｏｐｌｅｘｅｃｈｏＫＵＲＯＤＡ＆ＨＡＢＢ

ボウシュウボラＯｈａｒｏｎｉａｓａｕｌｉａｅ（ＲＥＥＶＥ）

オオナルトボラＴｕｔｕｆａｂｕｆｏ（Ｒ６ＤＩＵＧ）lissostoma(SMITH）

6ノマレイiﾉﾀ'マC／Ｄｒｕｐａ Mｏｒｕｌｉｎａｍｕｓｉｖａ（ＫＩＢＮＥＲ）

シロレイシＰｕｒｐｕｒａＭａｎｃｉｎｅｌｌａｓｉｒｏ（ＫＵＢＯＤＡ）

イボニシＰ．（Ｍ、）HeishiaclavigeraKUSTBR

レイシＰ．（Ｍ、）ｂｒｏｎｎｉＤＵＮＫＢＲ

ホソクジテッボラＰ．ｐｅｒｓｉｃａ（ＬＩＮＮＥ）

ソノキガイＰｌｅｕｒｏｐＩｏｃａｇｌａｌｒａ（ＤＵＮＫＢＲ）

ヒメイトマキボラＰ．ｔｒａｐｅｚｉｕｍ（ＬＩＮＮＥ）

フトウネブラヒブニシＦｕｓｉｎｕｓｃｒａｓｓｉｐｌｉｃａｔｕｓＫＩＲＡ

ハシナガニシＦ、ｌｏｎｇｉ

スジクロニシ
キニナ

cａｕｄｕｓ（ＬＡＭＡＲＯＫ）

Latirus(LatiruIus）turritus（ＧＭ】ﾂ１１Ｎ）

マツムシljyrenetestudinariajaponica（ＲＥＩＷＬ）

￣
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愛
癩採集方法

種名

イボシマイモOonus(Virgiconus）ｌｉｖｉｄｕｓＢＲＵＧＵＩＥＲＥ

サヤガタイモ０．（Virroconus）fulgetrumSOWERBY

○
○

Pｅｌｅｃｙｐｏｄａ斧足綱（１８種）

カリガネエガイBarbatia(Savignyarca）obtusoides（ＮＹＳＴ）

コシロガイAcarplicatum（ＤＩＬＬＷＹＮ）

ウクイスガイPteria（Austropteria）brevialata（ＤＵＮＫＥＲ）

イシガキモドキＰｌｉｃａｔｕｌａｈｏｒｒｉｄａＤＵＮＫＥＢ

ナデシコガイOhIamysirreguIaris（s0WERBY）

ニシキガイ０．squmata（GMEＬＩＮ）

イタヤガイー種Ｐｅｃｔｅｎｓｐｂ

チリボタンSpondyluscruentusLISCI丑、

オハグロガキＳａｘｏｓｔｒｅａｍｏｒｄａｘ（ＧＯＵＬＤ）

ヒパリガイモトキＨｏｒｍｏｍｙａｍｕｔａｂｉｌｉｓ（ＧＯＵＬＤ）

ミノクジャクSeptiferbiIocularispilosus（ＲＥＥＶＥ）

イガイＭｙｔｉｌｕｓｃｏｒｕｓｃｕｓＧＯＵＬＤ

イシマテLithophaga（Leiosolenus）curata（ＬＩＳＯＨＫＥ）

キクザルＣｈａｍａｒｅｆｌｅｘａＲＥＥＶＢ

マルコスダレガイVenus(Ventricolaria）ｔｏｒｅｕｍａＧＯＵＬＤ

サソマアサリＡｎｔｉｇｏｎａＩａｍｅＩｌａｒｉｓＳＯＨＵＭＡＯＨＥＲ

トマヤガイＯａｒｄｉｔａｌｅａｎａＤＵＮＫＢＲ

○

●

｡|二

○
● ●
●
●
●
●

○
○
○
○
○
○

●

●

○
■」

クチベニデOorbuIa（OaryocorbQJla）venusta（ＧＯＵＬＤ） ●

註：○は生貝を、●は死貝をあらわす。

－．１０６－



Ｄその他の動物

潜
水採集方法採集方法 サン

ゴ網

採
集 エビかごﾄﾞレッヂ

ネープ
ノレス

種 名 ８ｔ・瓶 ７８９１２５４ ５６

ＰＯＲＩＦＥＲＡ海綿動物

ジュズエタ&ｶリナSiphonochalinatruncata

ﾁｮｺか列ｼｶ心しンDiscodermiacalyx

il;アメ乙盧Leucosol…．,
ｴﾀﾂ:ラカイメンCallyspongiamnosa

その他不明種

モクョクカイメン科不明種

○

○

○

○
○

○

ＯＯＥＬＢＮＴＥＢＡＴＡ腔腸動物

ソソガヤＤｅｎｔｉｔｈｅｃａｈｅｒｔｍｉｇｉ

ﾄﾞンクリガヤＧｙｍｎａｎｇｉｕｍｈｉａｎｓ

ハネガヤ科Ａｇｌａｏｐｈｅｎｉｉｄａｅｓｐｐ・

ウミシパ科Ｓｅｒｔｈｕｌａｒｉｉｄａｅｓｐｐ・

スダレガヤＤｅｎｔｉｔｈｅｃａｈａｂｅｒｅｒｉ

オオギウミヒﾄラＳｏｌａｎｄｅｒｉａｓｅｃｕｎｄａ

嫌ﾋﾅﾄﾞ4ｓ．misakmensi・
ダメサンゴStylosterprofundiporustypica

ギサンゴ科Stylasteridaespp・

ペニウミトサカＡ１ｃｙｏｎｉｕｍｇｒａｃｉｌｌｉｕｍ

オオトゲトサカDendronephthyagigantea

チヂミトサカNephtheachabroli

アカパナクダﾔｷﾞSiphonogorgiadipsacea

ボウウミイチゴＢｅＩｌｏｎｅｌｌａｒｉｇｉｄａ

イソパナMelithaeaflabellifera

アカヤギBchinogorgiarigida

マパラフトヤギEuplexauxasp．

○

○

○
○

○

。。|：
？

○

○

－１０７－



採集方法採集方法
エビかご

種 名

８ｔ．” ７８９

ハナヤギAnthoplexauradilmrpha

トゲヤギAconthogorgiajaponica

トグハネウチワPIumareIIaspinosa

ウミヒノキMacrohnchiaphoenica

トクサヤギKeratosissquarrasa

ホソトグヤキ属Acanthogorgiasp・

その他不明種

タケノコサンゴFragilocgathusconotrochides

シオガマサンゴOulangiastockesianami］ｔｏｎｉ

センスガイFlabellumdistinctum

矛詫ｳ“Ｐａ…thuopminosu＄
チョウジガイ科Flabellomsp・

キサンゴDendrophyl］ｉａｉｊｉｍａｉ

ウミカラマツAnthipthesjaponica

鰯割汀Par…nthuograCili＆

○
○

○○○'○

○

○
○

○○

○

○
○

○

○○

○

○

○

ＡＮＮＥＬＩＤＡ環形動物

定在目Sedentaria不明種 ○ ○

ＴＥＮＴＡＯＵＬＡＴＡ触手動物

'ヲ世ザラコケムシLichenopraradiata

ベニアミガイＩｏｄｉｄｙｔｙｕｍａｘｉｌｌａｒｅ

フサコケムシ属Bugulaspp・

李’ｳ輔Ｌａ…mbe1lu・
コカメガイＰｉｃｔｏｔｈｙｒｉｓｐｉｃｔａ

凸ク

T「
○

○○○

－１０８－



採集方法採集方法
エビかご

種名
８ｔ、吃 ７８９

ＡＲＴＨＲＯＰＯＤＡ節足動物

イセエピPanulirusjaponicus

等ﾝ鰯ｶﾞﾆAtergati・fIoriduニ
イワガニニPachygapsuscrassipes

ショウジンガニＰ]agusiadentipes

ﾖｺｺｽｼﾞ･ﾔドカリDardanusarrosor

イボアシヤトカリ，．】ｍｐｒｅｓｓｕｓ

アカホシヤドカリ，．diogenus

オニヤドカリＡｎｉｃｕｌｕｓａｎｉｃｕｌｕｓ

サンカクフジツポBalanustrigonus

オオアカフジツボＢ、tintinnabulumvalcana

アカフジツポＢ、tintinnabulumrasa

クロフジソポTetraclitasquamosajaponica

力メノテＭｉｔｅｌｌａｍｉｔｅｌｌａ

○
○

○
○

○

○○

○

○

○○

○

○

○
○

ＥＯＨＩＮＯＤＥＲＭＡＴＡ練皮動物

ナガウ二Ohinometramathaei

ムラサキウニAnthocidariscrassispina

タコノマクラOlypeasterjaponica

○
○

○

－１０９－



１９５５年）調査による銭洲礁の生物相5）昭和１０年（１９５５年）

１．藻類

とりあし

さいみ

まふのり

おにくさ

ひらくさ

まくさ

おばくさ

AcanthopeltisjaponicaOkam

AhnfeｌｔｉａｃｏｎｎｃｉｎｎａＪ・Ag

GloioPeltistenaxTurn

Gelidiumjaponicum（Harb.）Oka、．

GelidiumsubcostatumOkam・

ＧｅｌｉｄｕｍｅｌｅｇａｎｓＡｇ・

PterocIadiacapillacea（ＧｍｅＩ）

UndariapetersenianaKjellm・ｅｔＯｋａｍ

Ｚ魚類

いしかきだし、

あかはた

ぶだし、

くらの－種

ささのはくら

あやめかさご

かんだい

めいちだし、

るりはた

うつぼ

はたふえだし、

しらこだい

ごとうもんがら

いたちうお

Ｏｐｌｅ印athusmnctatus（Ｔ・＆Ｓ、）

Epinephelustsurimenara（Ｔ・＆８．）

Oalotomusjaponicus（Ｃ・＆Ｓ、）

Ｐｓｅｕｄｏｌａｂｍｓｓｐ･

Pseudolabrusjaponicus（Hauttuyn）

SebastiscusaIbofasciatus（Lacepede）

Ohaerodonazurio（JordanetSnyder）

Gymnocraniusgriseus（Ｔ・＆８．）

ＡｕｌａｃｏｃｅｐｈａｌｕｓｔｅｍｍｉｎｃｋｉＢｌｅｅｋｅｒ

Gymnothoraxkidako（Ｔ，＆８．）

Pristipomoidesamoenus（Snyder）

OhaetodonnipponDoderIein

XanthichthyogotcmisTanaka

BrotuｌａｍｕｌｔｉｂｕｒｂａｒｔａＴ．＆８．

5．甲穀類

おにやどかＵ

（ハコエピの一種）

すべすべまんちゅう

ＡｎｉｃｕＩｕｓａｎｉｃｕｌｕｓＦａｂｒｉｃｉｕｓ

Ａｒｃｔｕｓｓｐ･

AtergatisfIoridusLinnaeus

－１１０－



ＢａｌａｎｕｓｔｉｎｔｉｎａｂｕｌｕｍｒｏｓａＰｉＩｓｂｒｙ

ＯｏｒｏｎｕｌａｃｈｉａｄｅｍａＬ・

ＯａｍｐｏｓｃｉａｒｅｔｕｓａＬａｔｒｅｉＩ１ｅ

ＭｉｔｅｌｌａＭｉｔｅｌｌａＬ･

HueniaproteusdeHaan

Perconplanissimum（HesbsD

PlagussiadepressatuberculataLamarck

PachygrapsuscrassipisRandaIl

Panulirusjaponicus（ＤｅＨａａｎ）

あかふじつぼ

あにふじつぼ

もくづかに

かめのて

とげあしがＩこ

いぼいぼしょうじんかに

し、わかに

ぃせえび

4．貝類

こしろかい

（お金かり力姫えがい）

ねじあさり

ＡｒｃａｒｅｔｉｃａｌａｔａＯｍｅｌｉｎ

Ｂａｒｂａｔｉａｖｅ]ataSowerby

Arcaar土ｉｃａＰｈｉｌｉｐｐｉ

ＣａｒｄｉｕｍｅｏａＫｕｒｏｄａ

ＯａｒｄｉｕｍａｒｅｎｉｃｏｌｕｍＲＥｅｖｅ

ＯｈａｍａａｓｐersaReeve

Ohamasp・

Carditavariegata（BurHjire）

ＯａｒｄｉｔａｓｑｕｍｉｇｉａｎａＤｅｓｈｅｙ

ＯａｒｄｉｔａcumingianaDkr

Dossniajaponica（Reeve）

MelanaxinaeadautzenbergiPrashaｒｄ

ＬｉｍａｄｕｎｋｅｒｉＳｍｉｔｈ

ＬｉｍａｌｉｍａＬｉｎｎaeus

LimaquantoensisYokoyama

Saxostreamordax（Gould）

CrassostreanipponaSeki

NotostTeamusashianaYokoyama

OryptｏｐｅｃｔｅｎｖｅｓｃｉｃａｌｏｓｕｓＤｋｒ

ＯｈＩａｍｙｓｉrregularis（Swerby）

きぬざる

きぐざるかい

きくざろ類

<ろふと注やがい

とまやがい

かかみかい

ａ

はねがい

みのがい

（かんとうみのがい）

（おはぐろがき）

し、わがき

（べっこうがき）

ひよくかい

をでしこがし、

－１１１－



（いささひよく）OryptopectennuxlWeeve

ほたてかい類PectensP

Pinctadasp.(Ｎ､ｓｐＪ

かすりかいもどきかいP1icatulaaustralisLamarck

いしかきもどきＰ。horridaDunker

ちりぼたんSpondyluscruentusLischke

くじやくかいSeptiferbilocularisLinne

しろいんとＳ、excisus（Wiegmann）

（くるまるふみかい）VenericardiaferrugineaClessin

（まるすだれかい）Venustoreuma（Gould）

かもがいAcmaeagrataGould

Ast｢eavelataSowerby

うらうづかいAstraliumhaematragum（Menke）

はりざざえ類Astraliumsp．

（かんすがい）GareoastreamillegranosaKurodaeｔＨａｂｅ

こたるとぽらBursaranelIoides（Reeve）

ひしいもがいOonuscancellatusHwass

いもがし、類Oonussp、

かやのみかにもり類Oerithiumsp、

えびす貝類OalliostomasP

こしたかふじつがいOymatiumdunkeri（Lischke）

(６軒;箔季１k）Ａ…aphn…bz…Smith
（はぶたえすそきれ）Bmarginu]afragilisYbkoyama

ＰｉｃｉｎｕＩａｏｃｈｒｏｓｔｃｍａＢｌａｉｎｖｉ］ｌｅ

おびに友Pyrenetestudinaria（Link）

Kelliambra（McuItage）

みみずかいSiIiquariaOImingiiM6rch

きくのはたかい類Siphonaliasp・

ばていら類Trochussp．

（しるれいしかい）MancineIlasiroKuroda

ひざらがいLiolophurajaponicaLischke

－１１２－



5．腕足類

Oraniscusjaponicus（Ａ・Ａｄａｍｓ）

Pictothyrispicta（Dillwyn）

TerebratulinaJaponica（Sowerdy）

６サンゴ類

あ・わざんご AIveoporasp．

BalanophylliafistulaAlcock

Balanophylliacfr・Ｏｕｍｉｎｇｉｉ

ＭｉｌｎＥｄｗａｒｄｅｔＴｕｌｅｓＨａｉｍａ

ＢａｌａｎｏｐｈｙｌＩｉａｓＰ

ＤｅｎｄｒｏｐｈｉｌｌｉａｂｏschmaiVanderHorst

DendrophylliacfrarbusulaVanderHorst

Dendrophylliaaurea（QUoyetGaimard）

Dendrophylliaconcinea（Ehrenberg）

Dendrophylliasp

Distichoporasp、

ＦＩａｖｅ］Ｉｕｍｄｉｓｔｉｎｃｔｕｍ

ＭｉｌｎＢｄｗａｒｄａｎｄＪｕｌｅsHaime

Flavellumsubrum

MilnEdA'ａｒｄａｎｄＪｕｌｅｓＨａｉｍｅ

Ｓｔｙ]ａｓｔｅｒｓｐ，

Heliocidariscrassisprina（Ａ・Agassez）

Ｏｐｌｉｏｐｈｏｌｉｓｓｐ．

おおいぽやぎ類

さんどもどき類

むらさきう類

くもひとで類

－１１５－
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2）－ａ ＰＬＡＮＫＴＯＮ出現表

合計Ｓｔ．〃5： Ｋ８Ｋ７Ｋ６Ｋ４ Ｋ５Ｋ５Ｋ２Ｋ１
Ｐ]ａｎｋｔｏｎ

5１１７１１６８ ５６２

１１０

ＣＯＢＬＥＮＴＥＲＡＴＡＳｉｐｈｏｎｏｐｈｏｒａ

ＰＯＬＹＣＨAETA（Brrantia）

ＳａｇｉｔＩａｅｎｆｌａｔａ

Ｓ．ｐａｃｉｆｉｃａ

ａｒｅｇｕｌａｒｉｓ

Ｓ．ｂｉｐｕｎｃｔａｔａ

Ｏｏｐｅｐｏｄａ

Ａｍｄｌｉｐｏｄａ（Ｆｏｍ・Phronimidae）

Decapoda（ｌａｒｖａ）

Ｌｕｃｉｆｅｒｒｅｙｎａｕｄｉｉ

Ｅｕｐｈａｕｓｉａ（Oariptopislarva
Naupliusを含む）

コル ５９０

１９４８１２４１１１

１１，

１５０

'二|』馬 ２７９１

６１１１

２４１１

１８２5６１２５

４２４5４１２４１９１

５５

illl川
ＢＨＡＣＨＹＵＢＡ

８８６
Aｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａ

1０８８１１２１２５
ＦａｍＤｏｌｉｏｌｉｄａｅ

ＢＡＬＡＮＯＭＯＲＰＨＡ

（Balanusnawplius）
５０1１

１２１２
Ｏｓｔｒａｃｏｄａ

1５，０９６1，８０２ 1．７６６1０２８７1，８５２1，６９７5,0271，２５５ ４５２8
計
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2）－ｂＰＬＡＮＫＴＯＮ出現表（ＯＯＰＥＰＯＤＡ）

Ｓｔ・'１Ｋ

５
１
６
９
７
８
５
９
２
７
５
７
４
６
９
５
５
５
８
５
１
０
９
１
５

計
１
０
２
５
４
０
８
２

０
７
８
０
２
１
５
９
４
７
５
１
６

２
５

５
８
７

６
０
１
１
１
６

（
ロ

ｓｐｅｃｉｅｓ

ＯａｌａｎｕｓｈｅｌＲｏｌａｎｄｉｃｕｓ
（finmarchicus）

Ｑｍｉｎｏｒ

■｣Ｉ
Ｏｖｕｌｇａｒｉｓ

ＵｎｄｉｎｕＩａｓｐｐ･

Ｌａｂｉｄｏｃｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｅｕｃａｌａｎｕｓａｔｔｅｎａｔｕｓ

Ｂｍｕｃｒｏｎａｔｕｓ

Ｂ．ｓｕｂｔｅｎｕｉｓ

Ｒｉｎｃａｌａｎｕｓｃｏｒｎｕｔｕｓ

Ｐａｒａｃａｌａｎｕｓａｃｕｌｅａｔｕｓ

Ｅｕｃｈａｅｔａｓｐｐ、

Ｔｅｍｏｒａｓｐｐ･

Ｃａｎｄａｃｉａｓｐｐ、

０．ｂｉｐｉｎｎａｔａ

ｃａｔｕｌａ

Ｏｎｃａｅａｖｅｎｅｓｔａ

ｓＰｐ・

Ｏｉｔｈｏｎａｓｅｔｉｇｅｒａ

ｓＰｎ

Ｏｏｒｙｃａｅｕｓｓｐｎ

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅｌｌａｓｐｐ，

Ｓａｐｐｈｉｒｉｎａｓｐｐ、

ＯｏｐｉＩｉａｓｐ・

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅｌｌａｇｒａｃｉｌｉｓ

Ｏｔｈｅｒｓ

Ｏｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉｕｓ

計

ｄゴ

２５９

ＧＴ

Ｒ7９１5０１7２６ 2,288 1，２６０ 1，５２６ ９８５ 1，４９５ 1，４１４
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2）生物相

Ａ藻類

ピ
ご

エ
か

名種

緑藻網Ohlorophyceae

フジノハヅタOaulerpafergusani

フサイフヅタ０．Okamurai

アナアオサUlvapertusa

ハイミルCodiumadhaerens

モソレミルＯｔｒａｇｉｌｅ

チヤシオクサOIadophorawrightiana

○
○
○

○
○
○
○

○

褐藻網Phaeophyceae

シオミドロEctocarpussiliculosus

ウミウチワPadinaarborescens

シマオオギＺｏｎａｒｉａｄｉｅｓｉｎｇｉａｎａ

ヤプレオオギHomoeostrichusflabellatus

サナダグサPachydictyoncoriacelnn

フクリンアミジＰｉｌｏｐｈｕｓｏｋａｍ｣ｒａｉ

シワヤハズDictyopterisundulata

アントクメEckloniopsisradicosa

アカモクSargassumhorneri

ホンタワラＳｆｕｌｖｅｌｌｕｍ

フタエオオギDistromiumdecumbens

ヤハズクサDictyopterislatiuscula

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

ＪＩＮⅥ杣山－Ｊ

○○

○
○

紅藻綱Rhodophyceae

カモカシラノリＮｅｍａｌｉｏｎｐｕＩｖｉｎａｔｕｍ

ガラガラＧａｌａｘａｕｒａｆａｓｔｉｇｉａｔａ

タマイタダキDeriseatimbricata

lTツ恋Ｐｍｏｎｉ。…ｉ

○
○
○

○ ○

:|□ ○
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ピ
ご

エ
かサン

ゴ締ヨ
タイト・

プール

更マン

ガ曳
ケタ網二枚網潜水名種

:|･'。'。

○
○
○

○
○マクサ

ヒラクサ

エツキイワノカワ

カニノテ

ヒメモサズキ

ヒラキントキ

フシキントキ

マソノリ

トサカマツ

マ夕ポラ

アツパカリメニア

クロトサカモドキ

ユカリ

ヒメユカリ

トサカノリ

カギイパラノリ

サイミ

アソパノリ

アヤニシキ

イソシノプ

アカエナ

ハナヤナギ

ハネソゾ

コプソゾ

ミッデソゾ

ショウジョウケノリ

キヌクサ

オバクサ

アソパカリメニア

ハスジグサ

フシソナギ

ハリガネ

コノハノリー種

ＧｅｌｉｄｉｌⅡｎａｍａｎｓｉｉ

Ｇ．subcostatum

Peyssonneliacaulifeｒａ

Ａｍｐｈｉｒｏｄｄｉｌａｔａｔａ

Ｊａｎｉａｄｅｃｕｓｓａｔｏ－ｄｉｃｈｏｔｏｍａ

Ｐｒｉｏｎｉｔｉｓｐａｔｅｎｓ

Ｏａｒpopeltisarticulata

O．ａｆｆｉｎｉｓ

Ｏ．crispata

Polyopespolyideoides

Oallymaniacrassiuscu]ａ

Ｏａｌｌｏｐｈｙｌｌｉｓａｄｈａｅｒｅｎｓ

Ｐ］ｏｃａｍｉｕｍｔｅｌｔａｒｉａｅ

Ｐ．ｏｖｉｆｏｒｍｅ

ＭｅｒｉｓｔｏｔｈｅｃａｐａｐｕＩｏｓａ

Ｈｙpnedjaponica

Ahnfeltiaconcinna

Sａｒｃｏｄｉａｃｅｙｌａｎｉｃａ

Ｍａｒｔｅｎｓｉａｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ

ＥｕｐｔｉｌｏｔａａｒｔｉｃｕＩａｔａ

Ｏｈｏｎｄriaatropurpured

C．ａｒｍａｔａ

Ｌａｕｒｅｎｃｉａｐｉｎｎａｔａ

Ｌ．ｕｎｄｕＩａｔａ

Ｌ．ｏｋａｍｕｒａｉ

Ｐｏｌｙｓｉｐｈｏｎｉａｕｒｃｅｏｌａｔｅ

Ｇｅｌｉｄｉｕｍｌｉｎｏｉｄｅｓ

Ｐｆｅｒｏｃｌａｄｉａｔｅｎｕｉｓ

Ｏａｌｌｙｍｅｒｉａｃｒａｓｓｉｕｓｕｃｕｌｏ

Ｓｔｅｎｏgramnainterrupta

Lomentariacateｎａｔａ

Ａｈｎｆｅｌｔｉａｐａｒａｄｏｘａ

Ｌａｉｎｇｉａｓｐ．

○’○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○
○

○○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
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Ｂ

ピ
ご

エ
かサン

ゴ網
タイト・

プール

-マン

ガ曳
ケタ網三枚網潜水名種

軟骨魚

ネコザメ

ォオセ

ホシザメ

ドチザメ

ヒラガシラ

エイ－種

綱Ohondrichthyes

Heterodontusjaponicus

Orectolobusjaponicus

Musteｌｕｓｍａｎｏｚｏ

Ｔｒｉａｋｉａｓｃｙｌｌｉａ

Ｓｃｏｌｉｏｄonwalbachmi

硬骨魚

アカエソ

トラウソボ

ウソボ

テリエピス

ポラ

ンマアシ

ダカベ

ツマクロハタンポ

ミナミハタンポ

イシダイ

イシガキダイ

上メジ

オオスジにイシモチ

ギンユゴイ

ムツ

アカハタ

キンギョハナダイ

メジナ

綱Ostechthyes

Synodusvariegatus

lVhraenapardalis

Gymnothoraxkidaｋｏ

ＨｏＩｏｃｅｎｔｒｕｓｉｔｔｏｄａｉ

Ｍｕｇｉｌｃｅｐｈａｌｕｓ

ＣａｒａｎｘｄｅＩｉｃａｔｔｉｓｓｉｍｕｓ

Ｌａｂｒａcoglossaargentiventris

Pempherisjaponicus

P．ranicolensis

OplegnathusfasciatＵＳ

Ｏ．punctatus

Upeneusbensasi

Apogonｄ５ｄｅｒｌｅｉｎｉ

Ｋｕｈｌｉａｔａｅｎｉｕｒａ

Ｓｃｏｍｂｒopsboops

IBpinephelusIasciatus

Franｚｉａｓｑｕａｍｉｐｌｎｎｉｓ

Ｇｉｒｅｌｌａｐｕｎｃｔａｔａ

‘

※視認状況をあらわす。

ｃｃ非常に多い

ｃ多い

＋普通にみられる

ｒまれにみられる

ｒ,.非常にまれにみられる
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ピ
ご

エ
か種名

Girellamezina

Kyphosuslembus

K．cmerascens

Lethrinushaematopterｕｓ

Ｇｏｎｉｉｓｔｉｕｓｚｏｎａｔｕｓ

Ｇ．ｚｅｂｒａ

ｌｓｔｉｂｌｅｎｍｉｕｓｅｎｏｓｉｍａｅ

ＢｒｏｔｕIamultibarbata

Gobiusfuscus

OhasmichthysdoIicho巴1ａｔｈｕｓ

Ａｍｐｈｉｐｒｉｏｎｂｉｃｊｎｃｔｕｓ

Ｏｈｒｏｍｉｓｎｏｔａｔｕｓ

Ａｂｕｄｅｆｄｕｆｖａｉｇｉｅｎｓｉｓ

Ｐｏｍacentmscoelestis

Duymaeriaflagellifera

PseudoIabrusjaponicus

HａｌｉｃｈｏｅｒｅｓｐｏｅｃｉＩｏｐｔｅｍｓ

Ｔｈａｌａｓｓｏmacupido

Leptoscarusjapomicus

Ｓｃａｒｕｓｏｖｉｆｒｏｎｓ

ＰｌａｔａＤ（pinnatus

Microcanthusstrigatus

Ohaetodoncollare

O．ｎｌｐｐｏｎ

Ｐｒｉｏｎｕｍｓｍｉｃｒｏｌｅｐｉｄｏｔｕｓ

Ｓｔｅｐｈａｎｏｌｅｐｉｓｃｉｒｒｅｈｉｆｅｒ

Ｏｓｔｒａｃｉｏｎｆｕｂｅｒｃｕｌａｔｕｓ

ＯａｎｔｈｉｇａｓｔｅｒｒｉｒｕＩａｔａ

ＣＭ１ｉｌｏｍｙｃｔｅｒｕｓａｆｆｉｎｉｓ

Ｓｅｂａstesinermis

ScorpaenodesguamensiｓｌｉｔｔｏｒａＩｉｓ

オキナメジナ

ゴクラクメジナ

テンジクイサキ

フエフキダイ

タカノハダイ

ミギマキ

カェルウオ

イタチウオ

クモハゼ

アゴハゼ

クマノミ

スズメダイ

オヤピッチャ

コパルトスズメ

オハクロペラ

ササノハベラ

キュウセン

ニシキベラ

プダイ

アオプダイ

ツパメウオ

カゴカキダイ

チョウチョウウオ

シラコダイ

ニザダイ

カワハギ

ハコフグ

キタマクラ

イシガキフク゛

〆パル

ィソヵサゴ

ｒ

ｃｃ

ｒ

ｒｒ

:噂に
＋

1１

J１
ｒｒ

|「
２

－１２０－



Ｏ貝類

●生貝○死貝△破片

ピ
ご

エ
か種 名

綱イ
ラ
ラ
ラ

ガ
ザ
ザ
ザ

ラ
ヒ
ヒ
ヒ

ザ
シ
キ
リ

ヒ
ム
シ
ス

ケ
ニ
ヤ

Ｌｏｒｉｃａｔａ

Ｏｒｙｐｔｏｐｌａｘｊａｐｏｎｉｃｕｓ

ＥｍａrginuIaskabriusuila

lschnochitoｎｍｏｒｓｈｉｍａｉ

●
●
●

腹足綱Gastropoda

シポリガイOhiazacmeasignata

カモガイOolliselladorsuosa

アオガイNotoacmeaschrenkii

クサイロアオガイＮ、concinnafuscoviridis

ヨメガカサガイＯｅｎａｎａｔｏｒｅｕｍａ

ベッコウザラガイ０．grata

マツパガイ０．nigrisauamata

オキナエピスガイMikodotrochusbeyrichi

フクトコプシＳｕｌｃｕｌｕｓｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ

シロスソカケガイTuga1idecussata

オトメカサガイScutussinensis

アツーテンカYjﾅガイＤｉｏｄｏｒａｍｕｓ

スカシガイＭｘｒｏｓｈｉｓｍａｓｉｎｅｎｓｉｓ

ノッカエピスガイTristichotrochussimodense

クルマチグサガイEurytrochusaffiniscognatus

ク[ルクロズケガイMonodontaperprexa

チグサガイCanthavidusjaponicus

クボガイ０hlorostomaargyrostomaIischkei

クマノコガイＯｎｉｇｒｉｃｏｌｏｒ

パテイラＯｍｐｈａｌｉｕｓｐｆｅｉｆｆｅｒｉ

ヒメクボガイ０．ｎｉｇｅｒｒ１ｍａ

ハクシャウズTrochuscaIcaratus

ウズイチモンジガイＴ、ｓａｃｅｌｌｕｍｒａｔａ

ギンタカハマＴｅｃｔｕｓｐｙｒａｍｉｓ

●
「●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

○

△

●

○
○
○
○
○

●、

△

●
●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●

△
△

－１２１－



エピ

カユご

サン

ゴ網
タイト・

プール

マン

ガ曳
ケタ網潜水

繩一一一

種名

ヒメカタベ Ｌｉｏｔｉｎａｓｅｍｉｃｌａｔｈｒａｔｕｌａ

コシタカサザエMarmorostomastenogyrum

ウラウズガイAstraliumhaematvagum

カンスガイGaleomastraeamillegranosa

テンジクかつｽガイＧ、ｐｅｒｃｌｃａ

サラサパイPhasianellamodesta

ベ二パイＨｉｌｏａｍｅｇａｓｔｏｍａ

アマォプネＴｈｅｌｉｏｓｔｙｌａａｌｂｉｃｉｌｌａ

ウズラタマキピガイLittorariascabra

アラレタマキピガイGranulittorariaexigua

オオヘピガイＳｅｒｐｕｌｏｒｂｉｓｉｍｂｒｉｃａｔｕｓ

カタワカニモリガイAtaxocerithiumabnovmale

フシカニモリガイOchetoclavasinensis

マガキガイOonomurexluhuanus

キクスズメガイＡｍａｌｔｈｅａｃｏｎｉｃａ

スズメフウリンチドリOheileapipleopsis

スズメガイPilosabiapilosa

アワプネガイBostrycapulusgravispinosus

ﾂﾏﾆｹ譜第ィPrimovui…
イポダカラガイStaphyloeanucleus

ウミラルジタカラガイEmsaviatomlimiogasawarensis

チチカケナシジ Ｅ、ｂｏｉｖｉｎｉｉａｍｏｅｎａ
タカラガイ

キイロダカラガイMonetariamonetarhomioides

ニセサバタカラガイBlasicruraursellus

ウキダカラガイBveneriaasellusvespasea

メダカラガイPurpuradustagracilisjaponica

チャイロキヌタガイPalmadustaartuffeli

ヤツギシボリ Ｌｕｒｉａｉｓａｖｅｌｌａｒｕｍｐｈｉｉ
タカラガイ

ハナﾏﾙｺｰｷｶﾞｲBavitromacaputserpentismikado

ホシキヌタガイＰｏｎｄａｖｉｔｔｅｌｌｕｓ

ホウシュノタマガイOryptonaticaIurida

○
△
○
○
○

●
●

○
○

○
○

○
○
○
○

で

○

○

－１２２－



ピ
ご

エ
かサン

ゴ網
タイド

プール

マン

ガ曳
潜水 三枚網 ケタ網名種

○
△リスガイ

ククリボウ

ボウシュウボラ

レンジャクガイ

ヒナズルガイ

シワオキニシ

イワカワウネボラ

オオナルトボラ

オガヅナョラセキボラ
ガンゼキポラ

オオガンゼキポラ

シマレイ蝋シ
シロイガレイシガイ

ハナワレイシガイ

シロレイシガイ

クリフレイシガイ

レイシガイ

ミカンレイシガイ

イボーシ

ヒメヨウラクガイ

トヨツガイ

マソムシガイ

カムロガイ

フトコロガイ

ムギガイ

ヨフパイ

ヒメイトマキボラ

ソノキガイ

Ｍａｍｍｉｌａｏｐａｃａ

Ｔｕｒｒｉｔｕｒｉｔｏｎａｅｇｒｏtum

Oharoniasauliae

Oasmariaponderosanipponensis

O．erlnaceus

Lampasopsiscruentata

Ooｌｕｂｒｅｌｌｉｎａｇｒａｎｕｌａｒｉｓ

Ｔｕｔｕｆａ］issotoma

Ohicoreussuperbus

Obrunneus

O．ｍｉｃｒｏｐｈｙｌｌｕｓ

Ｍｏｒｕｌｉｎａｍｕｓｉｖａ

Ｄｒｕｐaricina

Nassafrancolinus

Merathaｉｓｓｉｒｏ

ＲｅｉｓｈｉａＩｕｔｅｏｓｔｏｍａ

Ｂ．ｂｒｏｎｎｉ

Ｐｉｎａｘｉａｃｏｒｏｎａｔａｃｉｔｒｉｎａ

ＲＣishiaclavigera

Eragarataxcontrａｃｔｕｓ

ＯｏｒａｌｌｉｏｐｈｉＩａｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ

Ｐｙｒｅｎｅｔｅｓｔｕｄｉｎａｒｉａｔｙｌｅｒａｅ

Ｓｕｎｄａｍｉｔｒｅ】ｌａｉｍｐｏｌｉｔａ

Ｂｕｐｌｉｃａｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ

Ｍｉｔｒｅｌｌａｂｉｃｉｎｃｔａ

ＴａｒａｚｅｕｘｉｓｓｕｆｆＩａｔｕｓ

ＰｌｅｕｒｏｐｌｏｃａｔｒａｐｅｚｉｕｍｐａｅｔｅＩｉ

Ｐ．ｇｌａｂｒａ

Ｌａｔｉｒｕｓｐｏｌｙｇｏｎｕｓ

Ｆｕｓｉｎｕｓｎｉｃｏｂａｒｉｃｕｓ

Ｓｔｒｉｇａｔｅ］ｌａａｕｒｉｃｕＩｏｉｄｅｓ

●

○
△
△
△

●
●●

●

○

●
● ●
●
○

○
●

●●

●
●

○
○

●｜●’｜●●

○

●｜●

●●

○
△

●
●
●

●
●

ﾘｭｦﾌﾞ署ｶﾞイ
チトセボラ

ヒメヤタテガイ

△

●

－１２５－



ピ
ご

エ
か種 名

ノミフデガイ

シマオトメフデガイ

ムシボタルガイ

シヨクコウラ

スジポラ

キヌカソギイモガイ

サラサモドキ

サヤガタイモガイ

コクルマガイ

シロオピヤタテガイ

ナソメガイ

キセワタガイ

タツナミガイ

シュマダラタク

○
○
△
△
△

Thalasecalinaogasawarana

Pusiadｉｓｃｏｌｏｒｉａ

Ｏｌｉｖｅｌｌａｆｕｌｇｕｒａｔａ

Ｈａｒｐａｍａｊｏｒ

Ｌｙｒｉａｃａｓｓｉｄｕｌａ

Ｖｉｒｇｉｃｏｎｕｓfulavidus

Leptoconusvitulinus

Viｒｒｏｃｏｎｕｓｆｕｌｇｅｔｒｕｍ

Ｐｈｉｌｉｐｐｉａｒａｄｉａｔａ

ＳｔｒｉｇａｔｅｌｌａｔｅＩｅｓｃｏｐｉｕｍ

Ｂｕｌｌａｖｅｒｎｉｃｏｓａ

Ｐｈｉｌｉｎｅｓｐ・

Ｄｏｌａｂｅｌｌａａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ

●

△

●

○
○
△
●

●

Decorihastulanebulosa ○

斧足綱

ワシノハガイ

エガイ

ベニエガイ

コシロガイ

コギソネガイ

ヒパリガイモドキ

クジャクガイ

アコヤガイ

ネズミノテ

モグラノテガイ

ソキヒガイ

ィササヒヨク

ナデシコガイ

ヒオウギガイ

ヒヨクガイ

Pelecypoda

Arcanavicularis

BarbatｉａＩｉｍａ

●
●

○
○
○
○
○

●

Ｂ， ｂｉｃｏｌｏｒａｔａ

Ａｃａｒｐｌｉｃａｔｕｍ

Ｇｌｙｃｙｍｅｒｉｓｍｕｎｄａ

Ｈｏｒｍｏｍｙａｍｕｔａｂｉｌｉｓ

ＳｅｐｔｉｆｅｒｂｉｌｏｃｕｌａＩｉｓ

Ｐｉｎｃｔａｄａｆｕｃａｔａ

Ｐｌｉｃａｔｕｌａｓｉｍｐｌｅｘ

Ｐ．ｍｕｒｉｃａｔａ

Ａｍｕｓｉｕｍｊａｐｏｎｉｃｕｍ

Ｏｒｙｐｔｏpectensp･

Ｏｈｌａｍｙｓｉｒｒｅｇｕｌａｒｉｓ

Ｏｎｏｂｉｌｊｓ

Ｃｒｙｐtopectenvesiculosus

●
●
●

○
●
△
○
●
△● ●

○

－１２４－



タイド

プール

ピ
ご

エ
か

種名

チリボタンSpondyluscruentus

ヤスリメンガイ８．candidus

ミノガイLimasowerbyi

ハネガイCtenoideslischkej

ウエコキミノＰｒｏｍａｎｔｅＩｌｕｍｈｉｒａｓｅｉ

ベッコウガキNotostreamusashiana

ノコギリガキPendastraeacrexulifera

オハグロガキSaxostreamordax

トマヤガイＣａｒｄｉｔａｌｅａｎａ

ヒナフミガイＰｌｅｕｒｏｍｅｒｉｓｐｙｇｍａｅａ

ウミアサOtenadeIicatula

キクザルガイohamareflexa

ソメワケガシラ０．semipurpurata

コナガ強ﾚガイVasticardiumserricostat1In

ベ二パトAfrocardiumebaranum

ヒメイナミガイGafrariumdispar

コマソヤマワスレＯａｌｌｉｓｔａｒｏｓｃｉｄａ

マルユダレガイＶｅｎｕｓｔｏｒｅｕｍａ

ヨロイガイＰｅｒｉｇｌｙｐｔａｆｉｓｃｈｅｒｉ

ヒメアサリTapesvariegata

ホソアシガイGarisibogai

ヒトエギクガイＣＸ１ａｍａａｍｂｉｇｕａ

カスリイシガキ
モドキＰｍｃａｔｕｌａａｕｓｔｒａｌｉｓ

○
○
○
○
○
●

○

○

●

●
●

○
●

●

○

○

○
○
○
○
○

○

○’○

△

●

●

○

●

－１２５－



Ｄその他の動物

ピ
ご

エ
かサン

ゴ網

･マン

ガ曳
潜水

繩一一一 ケタ網名種

海綿動物門ＰＯＨＩＦＢｍｋ

六故海綿綱Hexactinellida

ヨドミカイメンＹｏｄｏｍｉｉｊｉｍａｉ

ﾁ雪ｺｶﾞ調i;(ン Ｄｉｓｃｏｄｅｒｍｉａｃａｌｙｘ

○
○

尋常海綿綱Demospongiae

ヤワクダカイメンＨａｌｉｃｌｏｎａｏｃｕｌａｔａ

ジェズエダカリナSiphonochalinatruncata ｡|：

石灰海綿綱

ﾐサキケツボ
カイメン

Ｏａｌｃａｒｅａ

Ｓｙｃｏｎｍｉｓａｋｉｅｎｓｉｓ ○

腔腸動物門ＯＯＥＬＥＮＴＥＲＡＴＡ

ヒト・ロ虫綱Ibdrozoa

。'郡キセルガヤLictorellastechowi

ネジキセルガヤZygophylaxcuruitheca

キセルガヤLafoeafruticosa

ソツウミシパ Syntheciumcampylocarpum

チガイウミスギDynamenacrisioides

フシウミシパ ，．quadridentatavar・ｎｏｄｏｓａ

フトウミスギDjaponlca

イナパウミシパ ＳｅｒｔｕｌａｒｅｌＩａｉｎａｂａｉ

ヒメウミカピAmphisbetiafurcata

ヒメハネガヤPycnothecamirabilis

ハネガヤＰｌｕｍｕｌａｒｉａｓｅｔａｃｅａ

モハネガヤＢｆｉｌｉｃａｕｌｉｓｖａｒｊａｐｏｎｉｃａ

スダレガヤDentithecahabereri

ソツガヤ，．ｈｅｒｔｗｉｇｉ

○

○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

－１２６－



ピ
ご

エ
か

種名

ハボウキガヤAntennemopsisintegerrima

クロガヤLytocarpianigra

ウミヒノキMacrorhinchiaphoenicea

シロガヤAglaopheniawhiteleggei

ダメサンゴStylasterprofundiporustypica

エノシマサンゴＳ、profundiporuscrassicaulis

ムラサキギサンゴDistichoporaviolacea

○

:'。
○○

○
○

○

鉢水母綱Scyphozoa

アサガオクラグHaliclytusauricula ○○

花虫綱Anthozoa

ハナノエダPseudocladochonushicksoni

ウミイチゴ属BelloneI1asp、

ウミテンクタケAnthomastusmuscarioides

ニクイロクタい「ギSiphonogorgiadofleini

チヂミトサカNephtheachabrolii

イソパナモドキAcabariatenuis

ヒメイゾハナピＡ、ｃｏｒｙｍｂｏｓａ

ホソトグヤギAcanthogorgiamultispina

ウミウチワ属Ａ，ｓｐ、

マパラフトヤギ属Euplexaurasp、

イソパナMeIithaeaflabellifera

アカヤギ属Echinogorgiasn

ムチヤギBllisellarubra

トクサヤギKeratoisissquarrosa

トグハネウチワP1umarellaspinosa

フトヤギ科Plexauridae

アクロポーラ属Acroporasp．

○
○

○
○
○

○

○
○
○
○○

○
○
○○○

○
○
○
○
○
○○

○

－１２７－



タイト・

プール
サン

ゴ網

ピ
ご

エ
か-マン

ガ曳
種 名 潜水 三枚網 ケタ網

アワサンゴAlveoporajaponica

チョウジガイCaryophylliajaponica

タマサンゴParadeltocyathusorientalis

シロクダサンゴGoniocorelladumosa

ホソキサンゴDendrophlliafistula

ケッノサンゴParantipathestenuispina

ウミカラマソAntipathesjaponica

イパラウミカラマツAphanipathes？stechowi

○’○

○
○
○
○

○
○
○
○

環形動物門ＡＮＮＥＬＩＤＡ

多毛綱Pblychaeta

マクラウロコムシHarmothogimbricata

フサソキウロコムシLepidonotussquamatus

ウミケムシOhloeiafIava

カラクサシリスＳｙｌｌｉｓｒａｍｏｓａ

ヒナサキチロリHemipodusyenourensis

ヤリプスマＥｕｎｉｃｅｉｎｄｉｃａ

キボシイソメLumbrinerisjaponica

カナプソイソメNothriaholobranchiata

不詳５

フサゴカイ科Terebellidae

イバラカンザシSpirobranchusgiganteus

ウズマキゴカイDexiospiraforaminosus

カンザシゴカイ科Serpridae

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

②

○

○

ヒル綱Hirudinea

ウオピル科Piscicolidae ○

－１２８－



ピ
ご

エ
か名種

触手動物門ＴＥＮｒＡＯＵＬＡＴＡ

苔虫綱Bryozoa

シロヒゲコケムシOrisiaefurneo-denticulata

ムチヒグコクムシBicrisiaedwardsiana

ミサキクダコケムシTubuliporamisakiensis

スジクダコケムシＴ、ａｔｌａｎｔｉｃａ

ホソクダコクムシEntalophoraproboscidea

ハナザラコケムシLichenoporaradiata

ミカドコケムシＬｉｍｐｅｒｉａｌｉｓ

ソプナリコクムシＡｍａｔｈｉａｄｉｓｔａｎｓ

ウスオウギコケムシOarbaceacarbacea

ボタンコクムシSteginoporeIlama写,ilabris

クスダマコケムシOothurnicellajaponica

ホソトクサコケムシＯｅｌｌａｒｉａｐｕｎｃｔａｔａ

トゲコケムシScrupoeellariadiadema

ウスエダコケムシOabereaboryi

上ラエダコクムシｑｌａｔａ

ニホンコクムシHippopetraliellamagna

チゴケムシDakariasubovoidea

オオギグチコケムシStylopomaduboisii

ヨットケコケムシＢｓｃｈａｒｏｉｄｅｓｓａｕｌｏｇｌｏｓｓａ

キクメウスコクムシFenestrulinamalusii

ソノコケムシAdeonajaponica

ベニアミコヶムシＩｏｄｉｃｔｙｕｍａｘｉｌＩａｒｅ

シロサンゴ
モドキコケムシＢｕｃｈｎｅｒｉａｄｏｆｒｅｉｎｉ

マガリクダコケムシMargarettacereoides

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○

○

○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

腕足綱Brachiopoda

カメホウズキﾁｮｳﾁﾝTerebrataliscoreanica

コカメガイＰｉｃｔｏｔｈｙｒｉｓｐｉｃｔａ

○
○

－１２９－



ピ
ご

エ
か

名種

節足動物門ＡＲＴＨＲＯＰＯＤＡ

蜘蛛綱Archnomorpha

ソメナガウミクモPropalleneIongiceps

ソコウミグモAnoplodactylusgestiens

イソミズダニ科Pontarachnidae

○
○

○○

甲殻綱Orustacea

○’○イセエビPanulirusjaponicus

ソコシラエピＬｅｐｔｏｃｈｅｌａｇｒａｃｉｌｉｓ

オオコシオリエビＣｅｒｖｉｍｕｎｉｄａｐｒｉｎｃｅｐｓ

イシタタミヤドオリDardanuscrassimanus

ソメンヤドカリＤ･ｐｅｄｌｍｃｕｌａｔｕｓ

ヤッコヤドカリOanceIlusinvestigatoris

オニヤドカリAniculusanicuIus

コノハガニHueniaproteus

アワツプオオギガニＡｃｔａｅａｒｉｉｐｐｅＩＩｉｉ

オオイトアシガニＰａｌｉｃｕｓａｍａｄａｉｂａｉ

アクワスAchaeusjaponicus

スベスベ

マンジュウガニAtergatisfIoridus

イボイワオウギガニＥｒｉｐｈｉａｓｍｉｔｈｉｉ

イワガニニPachygrapsuscrassipes

クロフジソボTetraclitasquamosajaponica

オオアカフジツボBalanustintinnabulumroIcano

キクフジツボOctomerisbrunnaea

ケハダカイメン
フジツボAcastadofleini

アカフジツボBalanustintinnabulumrosa

力メノテＰｏＩｌｉｃｉｐｅｓＭｉｔｅＩＩａ

ワレカラモドキＭｉｔｅｌｌａｍｉｔｅＩ］ａ

カマテワレカラＯａｐｒｅｌｌａｓｉｍｉａ

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

－１５０－



ピ
ゴ
」

エ
か

名種

○
○ワレカラ属Oaprellasp・

ヨコエピ属Ｇａｍｍａｒｕｓｓｐ．

練皮動物門ＥＯＨＩＮＯＤＩｍＭＡＴＡ

海百合綱Orinoidea

ニシキウミシダNeometramaIticolor

○
○

トグウミシダ科Mariametridae

海星綱Asteroidea

ウスモミジLeptychasteranomalus ○

蛇尾綱

スナクモヒトテ科

ニシキクモヒトデ

アカクモヒトデ

Ophiuroidea

Amphiuridae

Ophiothelａｄａｎｏｅ

Ｏｐｈｉｏｍａｓｔｉｘｍｉｘｔａ

○

○○

○
○

コモチクモヒトデStegophiuravivipara

ウニ綱Echinoidea

ガンガゼDiademasetosum

コシダカウニMespiliaglobulus

アカウ二Pseudocentrotusdepressus

パフンウニHemicentrotuspulcherrimus

ナガウ= Echinometramathaei

タコノマクラO1ypeasterjaponicus

オオボタンウニBchinocyamusaustralis

○
○

○

○
○

○

○

－１５１－



5）神津島漁業協同組合累年漁獲量

（１）年別～漁業種類別漁獲量と金額

ヲ６と

9６１．

ヲ６’

９７［

－１５２－

年次

１９６１

￣

１９６２

１９６５

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７５

１９７４

合計

建切網 底釣 突棒 トビ刺網 トビまき網

漁獲量

水場金額

９６，１１８

２２，２９２

１７２，４８６

5４，５１４

１８，２１５

ス５５１

２７５，５０９

１ス0６４

０
０

漁獲量

水場金額

１５４，５９４

５２，２７２

４４１．４６６

６６，４５８

２７８９

４，５２５

１６５，５１９

１４，９５４

５７０

４６

漁獲量

水場金額

５７０１５５５

６０，５６４

５１０，１７６

５１’９６７

０
０

６５，９８５

4，３７４

０
０

漁獲量

水場金額

５６１，５４５

６６，６０５

２６４，５９２

６０，５８５

０
０

１ ７２２

２４２

4，６５７

５４０

漁獲量

水場金額

５６ス２７５

４８，４２０

１３２，６４６

ヨス６５５

5，０７２

４，６６４

１４７

２５

２５７２

９８６

漁獲量

水場金額

５６４，５０５

６６，９５０

１２１，０６７

５５，５６６

5，０００

２．５４５

２６，６５９

4,065

１５，７１９

1，６２７

漁獲量

水場金額

５２４，４５７

１１０，９９２

２５，５８５

ｽ５２５

５５．９４６

１ス４１０

５２８９１

5，９０７

２０６

１９５

漁獲量

水場金額

４５ス１５５

１２２００７

７５，７６６

１６，６５７

２０４２

５，５２０

１２２

５２

8,044

８１８

漁獲量

水場金額

５１１，７４６

７５，２９５

７
一
〃
○

一
。
”
ｏ

ｎ
）
２

０
９

６
４

４
１

７５，２５０

５２，８８５

５８，７４２

１２，０１９

０
０

漁獲量

水場金額

５５１，５７７

１２５，８６０

２５，４５９

１０，４１５

５５，１６２

２１．１９１

5，２４２

1．７４５

１６０

２５

漁獲量

水場金額

２８６，５６０

９８，７７４

５１，７０５ ２６，６８５ 2，４５９

１，０４７

０
０

漁獲量

水場金額

２９８，１５７

７２９０４

５１，５２１ １５，００４ １５，５２２

０
０

漁獲量

水場金額

３８５，２９８

１６４，６６７

２ス０６４

１５，０１２

４４，４２５

５８，５８５

５２０７５

5１５７４

漁獲量

水場金額

２００，５０５

１１５，４８７

４８，５０５

５５，１５６

７５，９９６

８ス５１８

１１，９２７

4，５６８

漁獲量

水場金額

４，５０２５７９

１，１９ス０６７

１，７４Ｒ４６６

５８１１５５４

５４'５８２

２１２９９８

７０２，０９９

６２２１２

５６１９２８

4，２５５



(単位：ｋ９．千円）

十

一
Ｌ
グ
Ｆ
ｊ
色
』
【
Ｈ
）
□

５
』
１
８

Ｃ
己
Ｒ
ｕ
川
寸
】
、

０
’
０
Ｊ
』
０
９
『
０

１
－
Ｊ

Ｂ
一
１

ｎ
Ｕ
』
〔
ソ
６

牌
」
〔
＆
一
○
ノ
、

Ｃ
Ｓ
Ｉ
｜
〔
５

Ｅ
〃
。
【

ｇ
ｚ
】
’
４

巴
１

Ⅲ
’
８

１５５

￣〒

８６５，５９０

１４８．４１９

８７ス４１４

１５２，８１２

９６６，５０２

１６４，７６６

８４０，６６０

１７５，９７４

７０８，１７２

１４１，７０５

７８Ｒ５４５

２２２，６４８

５４８，８１１

２０Ｒ４０８

７０４，９５１

２０５，５７５

６０２，７７２

１９０，５１８

５０２６８０

２４２１２７

４２５，８９２

１５４，０９９

４２ス７５５

１５５，７９４

６７６，５９２

５１５，１２７

４７５，７４０

５４ス００２

２４１Z６７２

２，８２８，５７２

タカベ刺網 イカ釣 イセエピ底刺網 テングサ ヒラクサ

5，４２８

１，０４０

ス５６１

1．５５９

5，８８４

５，５４５

５２，１２９

２４，５５２

２５６，２６２

５ス１５６

2,098

４－５２

１ス７８５

5,065

2，６４８

２，６５７

２８，６４４

１８，０８１

５４，５０１

１０，５４４

２２，２２２

5，５５７

１５，８５１

1，５６５

5，７６２

５，７９４

５４，１５１

1ａ559

１４５，８４４

２０，５８６

6，４５６

１，５９５

4,068

６５８

4，１９６

4，２９１

５０，２７７

１６１５７６

１６５，５６７

２５，０８６

4，８５９

１，４６５

8，５１９

1，６７５

１２，２０９

１５，７５５

１６，７１２

１０，２５７

１５１，１６５

２２，８４５

1,010

５５６

1，１５１

２１６

6，２８９

６，９５９

５６，７９５

５６，１０１

２１５，５７０

７０，５０７

2，８５８

６５８

5．８５４

1．１０９

4，５２８

６，９９０

４０，２２０

５２１４２０

７１，５０６

２８，２０２

4，６６８

1．５２７

2，０２６

５６５

２２２２

１２，４８９

５２１５６

２ス６４１

１０１．７７２

１５，５２１

5,068

９６２

６６

２０

１６，１４８

２５，８４６

５５，８７８

２５，２５５

５２８２２

5，７７２

２０５５

５，１７０

6，５２７

２．５２４

２１．１５５

４８，７８１

４４，７５０

５２．７６４

５２，８５５

2，６５６

6，４５５ ５６６

１８８

２５，０５６

５２，６５７

２８，７９５

２０，０５５

１２８５７

1．５９８

6，１６９ ９７０

４８５

１６，５７５

４６．１６８

２１，１２４

２４，８５８

２５，５１１

4，４０１

１ス0２７

５，５０７

4１５１５

１，６５８

4，９４２

１スヨ２１

４１．５５５

４１．４０７

１１２`９１５

２５，７９８

５，２４５

２，４７５

８０８

４６５

１６，００２

５８，０８８

４４，６６９

２８，２８５

７ｑ285

１ス１８４

９６，５５４

２２，５４０

７６，０６７

１５，５２４

１４４，５９４

２８５，０９７

４９２，５９５

５５４’５２９

1，４６０，６１０

２８１，２５６



(2)イセエピ年別・月別漁JHi量

ＬＰ

－１５４－

方法 年 ４ ５ ６ ７ ８

イセェビ

底刺絲
1９６４

１９６５

1９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７５

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

漁獲量

水揚金

出漁日

９７５，１００

９４ス１５０

１８

１０Z５００

１５ス７２１

１５

７０ス０７０

７４４，０８１

１９

４８，９６０

６５，６９８

１１

２４５１５００

５６１，５５７

１６

1．５５８，９４０

２，１８５，５２５

１９

1，６２４０８２０

４，２０６，９５１

１５

６０Ｒ８４０

1．５０５２４４

６

１，９９０，０７０

ス０７１，２６４

１４

１２８，０５０

１５０，８２８

１５

１６６，２７４

１９６，４４０

７

６５２，２２０

６７２５９７

１４

１８８０４２０

５５０，６８８

１４

１０４００２０

１５ス９９４

１５

１．６８１，９５０

２β２５，８６９

１７

1，５６１，６５０

２．５４５，１７６

５

５４０，７００

５１ス２６４

６

２５，７５０

２ス６９５

８

７５１，６００

９１５，８７１

１６

１５１，７００

１５５，８８０

１１

５２ス0４０

９６２５１６

１６

２８８，０５０

４２５，７５０

２０

７４４０４００

1，５１８，５５８

１５

５５ス８８０

６５ス0９６

２

９５，１００

８２，６５

，

５２，６００

５２９２２

７

２９８，４６０

２７ス５０２

１２

９２１００７０

1，５７４２０８

１９

５４５，９１０

７７４，０７１

１８

1，８６５，６５０

５，０６５，１５５

２０



(単位：１６９．円．日数）

－１５５－

￣￣

合計
￣

4】９５１６０

４，２９１，０５５

９５

2208,664

5753,1９８

９５
￣

6２８２５８０

６１５２２４０

９１

,4528,060

6190,524

１０１
￣

２２２１，７００

２０４８８，７５２

９９
￣￣￣

6］４８，１８０

2５，８４５０５９８

１０２

２１，１５２１８０

４ａ780,951

６６

250056,505

520656,652

６７
－￣

１６，５７４，８５０

４６Ｊ６ス６６１

６５
￣￣

4１４１１６７０

1ス5２１，１１５

５２
￣

９ １０ １１ １２ １ ２ ５

1，６２５，４１０

１，５１５，０２０

５

1，１５２，５５０

１，５５１，５５７

１９

１９６，０００

２２８，８５８

１９

６，５６１，６５０

ス１７２７９８

１５

5，９２２，７６０

４，４８８，５２５

１８

６６６，２８０

７７ス０２１

１９

5，４６２，２９０

５，７５５，３４８

１７

1`０１ス６４０

１．５７０，８２４

１８

１，５８５０６５０

２，５５ス１８２

１

７２５，２６０

1，０６４，６７８

１９

５４５，６８０

８０８，５５４

２１

1，０６１，８５０

１，５０５，５５０

４

５，４５００１１０

ス１７ス２０４

１２

1，５２６０４８０

２，０８８，６６６

１６

８，５４１，９５０

１２m964,595

１４

１，９５ス５５０

５，４１０，３３８

１７

5，１０１，０４０

10,648β５７

６

81280470

1R５２０，２７５

１４

２，８８８，１７０

ス５０５，６０８

１５

1，５１８，０９０

４，１１４，５７６

６

５９８，１５０

1，６１５，４６０

６

４９４，２６０

1，５６２２０４

６

１１０９９８，５５５

5,140,057

２０

６，２５ス９２０

１ス７５Ｒ５２６

２１

1，２８５，８７０

３，６８８，６３４

６

７７５，７５０

2，２２６，１８０

５

４１２０８６０

1，１５６０９５９

４

１０，５５２８２０

２８．７２２β２８

１１

5，５２０，０７０

９１０９６，４９５

１５

６８５，８００

2２０１，８０５

１４

1，２２２，６２０

５，９５４，５１０

１５

６１５，５２０

2，２１２，０２５

１０

６１５，５８０

2,125,Z１５

１５

１，９９ス５２０

ス８０ス５７４

１９



(3)建切網による年別、魚種別漁獲量

(kg）

その他メジナイサキタカベ

１５５，５８２．５

１５ス１５５．５

５０．９１５．１

５２，２７２．５

１１２４７Ｚ４

８０，５５６．２

９５，５８２．９

５５，５０８．７

６７５２．５

１４８１Z2

2q54Z5

54,８５４．４

96,000.4

１５，６５５．８

５２，７９４．１

２５，９５５．５

６，１６４．８

２，６１５

５，９５２

５，５９４

５４８６．５

２２１５８．５

１２，４４４

１４，４４２５

２５，５９１８

４，４１１．２

２１８，７９７

１９１，５４８．５

３０ス４４８．４

２５１，８４５．６

２１２４９６．６

１１６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６１ ２０５．１１０

１８８，５５ス７

１８５，６９８

１１７０

１９７１

９４，４６６．２１９７２ １９５，１１５

１９７５ ５６４，９５５．５ ２５７５．５ １４，６４１５ ２２，５８Ｚ８

」
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2．生物相

１）藻類

一
一
》
」

力
か種名

緑藻植物Ｃｈｌｏｒａｐｈｙｔａ

ヒピミドロＵｌｏｔｈｒｉｘｆＩａｃｃａ

’、イミルＯｏｄｉｕｍａｄｈａｅｒｅｎｓ

イトミル〃ｔｅｎｕｅ

夕マミル〃ｍａｍｉｌｌｏｓｕｍｍｉｎｕｓ

モツレミル〃 ｉｎｔｒｉｃａｔｕｍ

褐藻植物Phaeophyta

モクの一種

アミジクサＤｉｃｔｙｏｔａｄｉｃｈｏｔｏｍａ

サナダクサＰａｃｈｙｄｉｃｔｙｏｎｃｏｒｉａｃｅｕｍ

ヤハズクサＤｉｃｔｙｏｐｔｅｒｉｓｌａｔｉｕｓｃｕｌａ

シマオオギＺｏｎａｒｉａｄｉｅｓｉｎｇｉａｎａ

ウミウチワＰａｄｉｎａａｒｂｏｒｅｓｃｅｎｓ

ノコギリモクＳａｒｇａｓｓｕｍｓｅｒｒａｔｉｆｏｌｉｕｍ

紅藻植物Ｒｈｏｄｏｐｈｙｔａ

ガラガラＯａＩａｘａｕｒａｆａｓｔｉｇｉａｔａ

タマイタダキＤｅｌｉｓｅａｆｉｍｂｒｉａｔａ

マクサＧｅｌｉｄｉｕｍａｍａｎｓｉｉ

上ラクサＢｅｃｋｅｒｅＩｌａｓｕｂｃｏｓｔａｔａ

ヒメテンクサａｌｉｄｉｕｍｄｉｖａｒｉｃａｔｕｍ

カタオパクサＰｔｅｒｏｃ］ａｄｉａｄｅｎｓａ

シマテンクサＧｅｌｉｄｉｅｌｌａａｃｅｒｏｓａ

力ニノテＡｍｐｈｉ「ｏａｄｉＩａｔａｔａ

ヒメモサズキＪａｎｉａｄｅｃｕｓｓａｔｏ－ｄｉｃｈｏｔｏｍａ

キン卜キＯａｒｐｏｐｅｌｔｉｓａｎｇｕｓｔａ

トサカマツＣａｒｐｏｐｅｌｔｉｓｃｒｉｓｐａｔａ

ユカリＰｌａｃａｍｉｕｍｔｅＩｔａｉｒｉａｅ

トサカノリＭｅｒｉｓｔｏｔｈｅｃａｐａｐｕｌｏｓａ

キクトサカＭｅｒｉｓｔｏｔｈｅｃａｃｏａｃｔａ

サイミＡｈｎｆｅｌｔｉａｃｏｎｃｉｎｎａ

アヤニシキＭａｒｔｅｎｓｉａｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａｔｌａｒｖｅｙ

アカユナＣｈｏｎｄｒｉａａｔｒｏｐｕｒｐｕｎｅｄ

ハネソゾＬａｕｒｅｎｃｉａｐｉｎｎａｔａ

フサﾂトカサネクサＡｎｔｉｃｈａｍｎｉｏｎｃｒｉｓｔｉｒｈｉｚｏｐｈｏｒｕｍ

○

○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

｡'： ○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○○

○

○
○
○

○
○
○
○
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2）魚類

二
一
」

力
か

種名

ホシザ〆Ｍｕｓｔｅｌｕｓｍａｎａｚｏ

ヒラガシラＳｃｏｌｉｏｄｏｎｗａｌｂａｃｈｍｉ

アカエイＤａｓｙａｔｉｓａｋａｊｅｉ

アカエソＳｙｎｏｄｕｓｖａｒｉｅｇａｔｕｓ

ゴンズ゛イＰｌｏｔｏｓｕｓａｎｇｕｉｌｌａｒｉｓ

ウソボＧｙｍｎｏｔｈｏｒａｘｋｉｄａｋｏ

イプトウダイＨｏ］ｏｃｅｎｔｒｕｓｓｐｉｎｏｓｉｓｓｉｍｕｓ

アカマソカサＭｙｒｉｐｒｉｓｔｉｓｐａｒｒｉｄｅｎｓ

シマアジＯａｒａｎｘｄｅＩｉｃａｔｔｉｓｓｉｍｕｓ

イトヒキアジＡ１ｅｃｔｉｓｃｉｌｉａｌｉｓ

カンバチＳｅｒｉｏ］ａｐｕｒｐｕｒａｓｃｅｎｓ

ソムブリＢｌａｇａｔｉｓｂｉｐｉｎｎｕＩａｔａ

夕カベ Ｌａｂｒａｃｏｇｌｏｓｓａａｒｇｅｎｔｉｖｅｎｔｒｉｓ

イシダイＯｐｌｅｇｎａｔｈｕｓｆａｓｃｉａｔｕｓ

オキナヒメジＰｓｅｕｄｕｐｅｎｅｕｓｓｐｉｌｕｒｕｓ

ミナミハタンポＰｅｍｐｈｅｒｉｓｒａｎｉｃｏｌｅｎｓｉｓ

オフオスジイシモチＡｐｏｇｏｎｄｏｅｄｅｒｌｅｉｎｉ

ギンユゴイＫｕｈｌｉａｔａｅｎｉｕｒａ

イズハナダイＰｌｅｃｔｒａｎｔｈｉａｓａｎｔｈｉｏｉｄｅｓ

キンギョシナタイＦｒａｎｚｉａｓｑｕａｍｉｐｔｎｎｉｓ

〆シナＧｉｒｅｌｌａｐｕｎｃｌａｔａ

ゴクラクメジナＫｙｐｈｏｓｕｓｌｅｍｂｕｓ

タマメイチＯｙｍｎｏｃｒａｎｉｕｓｌｅｔｈｒｉｎｏｉｄｅｓ

ウィゴンベィＣｙｐｒｉｎｏｃｉｒｒｈｉｔｅｓｐｏｌｙａｃｔｉｓ

タカノハダイＧｏｎｉｉｓｔｉｕｓｚｏｎａｔｕｓ

ミギマキＧ、ｚｅｂｒａ

オキトラギスＮｅｏｐｅｒｃｉａｍｕｌｔｉｆａｓｃｉａｔａ

スズメダイＯｈｒｏｍｉｓｎｏｔａｔｕｓ

クマノミＡｍｐｈｉｐｒｉｏｎｂｉｃｉｎｃｔｕｓ

ソラスズメダイＰｏｍａｃｅｎｔｒｕｓｃｏｅｌｅｓｔｉｓ

５

４
５
１

＋
Ｉ

＋
Ｉ

２

１

１

＋
ｒ

ｒ
ｒ
ｃ

ｒ
＋

ｒ
ｒ
ｒ
ｃ

ｒ

８

１

Ｃ

ｒｒ

Ｃ

ｒｒ

１

ｃ
ｒ
ｒ

ｃ
ｒ
ｒ

１

１

:に

ｃ
＋

６

＋
ｒ
＋

＋
ｒ
＋
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一
一
き
」

力
か

戦|潜水
サン

ゴ網
ケタ網三枚網名種

Ｐｏｍａｃｅｎｔｒｕｓｈｏｌｌｉｓｉ

Ｏｈｏｅｒｏｄｏｎａｚｕｒｉｏ

Ｐｓｅｕｄｏｌａｂｒｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｌａｂｒｏｉｄｅｓｄｉｍｉｄｉａｔｕｓ

Ｌ．ｃａｅｒｕｌｅｏ－ｌｉｎｅａｔｕｓ

Ｊｕｌｉｓｍｕｓｕｍｅ

Ｔｈａｌａｓｓｏｍａｃｕｐｉｄｏ

Ｎｏｖａｃｕｌｉｃｋｔｈｙｓｗｏｏｄｉ

Ｌｅｐｔｏｓｃａｒｕｓｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｐｏｍａｃａｎｔｈｕｓｉｍｐｅｒａｔｏｒ

:｜‘
コパルトスズメ

イラ

ササノハベラ

ホンソメワクベラ

クロソメワケペラ

ムスメペラ

ニシキベラ

テンスモドキ

プタイ

２

５

＋

２

ｃｌ５０

タテジマ
キンチャクタシイ

ヤッコＳＰ

チョウチョウウオ

シラコダイ

ソノダシ

ニザダイ

テン少､ギモドキ

ウマズラハギ

ハコフグ

ウミスズメ

キタマクラ

イシガキフグ

ハリセンボン

カサゴ

フサカサゴ

イソアイナメ

1１
Ｏｈａｅｔｏｄｏｎｃｏｌｌａｒｅ

０．ｎｉｐｐｏｎ

ＺａｎｃＩｕｓｃｏｒｎａｔｕｓ

Ｐｒｉｏｎｕｒｕｓｍｉｃｒｏ］ｅｐｉｄｏｔｕｓ

Ｃａｌｌｉｃａｎｔｈｕｓｈｅｘａｃａｎｔｈｕｓ

Ｎａｖｏｄｏｎｍｏｄｅｓｔｕｓ

ＯｓｔｒａｃｉｏｎｆｕｂｅｒＣｕ］ａｔｕｓ

Ｏｈｒｏｍｉｓｎｏｔａｔｕｓ

Ｏａｎｔｈｉｇａｓｔｅｒｒｉｖｕｌａｔａ

Ｃｈｉｌｏｍｙｃｔｅｒｕｓａｆｆｉｎｉｓ

Ｄｉｏｄｏｎｈａｌａｃａｎｔｈｕｓ

Ｓｅｂａｓｔｉｓｃｕｓｍａｒｍｏｒａｔｕｓ

Ｓｃｏｒｐａｅｎａｎｅｇｌｅｃｔａｎｅｇｌｅｃｔａ

Ｌｏｔｅｌｌａｐｈｙｃｉｓ

１

/□ １

１

１

潜水調査（目視観察）

非常に多い

多い

普通にみられる

まれにみられる

非常にまれにみられる。

※
亜
ｃ
＋
ｒ
ｒ

ｒ
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3）軟体動物

二
一
」

力
か名種

多板殻綱ＰｏｌｙｐＩａｃｏｐｈｏｒｕ

ケハダヒザラガイＡｃａｎｔｈｏｃｈｉｔｏｎｄｅｆｉｌｉｐｐｉ

ヒザラガイＬｉｏｌｏｐｈｕｒａｊａｐｏｎｉｃａ

腹足綱Ｇａｓｔｒｏｐａｄａ

ベッコウカサガイＯａｌｌａｎａｇｒａｔａ

フクトコプシＳｕｌｃｕＩｕｓｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ

クルマチクミサガイＥｕｒｙｔｒｏｃｈｕｓａｆｆｉｎｉｓｃｏ印ａｔｎｓ

ウズイチモンジガイＴｒｏｃｈｕｓｓａｃａＩｌｕｍｒｏｔａ

ペニシリダカTectus(RDchia）conus

カタベガイＡｎｇａｒｉａａｔｒａｔａ

ウラウズガイＡｓｔｒａｌｉｕｍｈａｅｍａｔ「ａｇｕｍ

カサウラウズＡ、ｈｅｉｍｂｕｒｇｉ

キンウチカンスＧａｌｅｏａｓｔｒａｅａｇｕｌｌａｔａ

イオ汐マキピガイＮｏｄｉｌｉｔｔｏｒｉｎａｐｙｒａｍｉｄａＩｉｓ

アラレタマキピＧｒａｎｕｌｉｌｉｔｔｏｒｉｎａｅｘｉｇｕａ

ムカデガイＶｅｒｍｅｔｕｓｒｅｎｉｓｅｃｔｕｓ

リン擁ガイＳｅ『pulorbi＆×enophor・
ホソシボリツノフエＯｏｎｏｃｅｒｉｔｈｉｕｍｂａｖａｙｉ

キクスズメガイＡｍａｌｔｈｅａｃｏｎｉｃａ

ザクロガイモﾄキＢｒａｔｏｅｎａｎａｎａ

ﾂﾏﾑｦ鰯ラＰｕ『puradusmfimbrialコ
メダカラＥｇｒａｃｉｌｉｓｊａｐｏｎｉｃａ

チャイロキヌタＰａｌｍａｄｕｓｔａａｒｔｕｆｆｅｌｉ

ナシジダカラＥｒｏｓａｒｉａｆｌａｖｅｏＩａ

アヤメダカラｍｐｏｒａｒｉａ

ヤクｼﾞーダカラガイMauritiaarobicaasiatica

ヤブギシボリダカラＬｕｒｉａｉｓａｂｅｌＩａｒｕｍｐｈｉｉ

ホシキヌタＰｏｎｄａｖｉｔｅｎｕｓ

ハギノツユガイＴａｎｅａｓａｇｉｔｔａｔａ

リスガイＭａｍｎｉＩａｏｐａｃａ

オオナルトボラＴｕｔｕｆａＬｉｓｓｏｔｏｍａ

コナルトボラＢｕｆｏｎａｒｉｅｌ］ａｒａｎｅｌｌｏｉｄｅｓ

オオガンゼキボラＣｈｉｃｏｒｅｕｓｍｉｃｒｏｐｈｙｌｌｕｓ

ﾊﾁｼﾞ薑懸:FWoru,･ｂ…,i・
シロレイシＭａｎｃｉｎｅＩｌａｓｉｒｏ

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○○

○
○

○
○
○
○

○○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

○○

○○

○○

○○
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一
一
》
」

力
か

名種

○ヒメヨウラクガイＥｒａｇａｌａｔａｘｃｏｎｔｒａｃｔｕｓ

へナワレイシガイＮａｓｓａｆｒａｎｃｏｌｉｎｕｓ

ミカンレイシガイＰｉｎａｘｉａｃｏｒｏｎａｔａｃｉｔｒｉｎａ

トヨツガイＣＤｒａｌｌｉｏｐｈｉｌａｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ

マソムシガイＰｙｒｅｎｅｔｅｓｔｕｄｉｎａｒｉａｔｙｌｃｒａｅ

マルフトコロガイＥｕｐｌｉｃａｔｕｒｔｕｒｉｎａ

ブラガサキニシキーナＬａｔｉｒｕｌｕｓｎａｇａｓａｋｉｅｎｓｉｓ

ヒメイトマキボラＰｌｅｕｒｏｐｌｏｃａｔｒａｐｅｚｉｕｍｐａｅｔｃＩｉ

オトメフデガイＰｕｓｉａｓｐｅｃｉｏｓａ

シマオトメフデガイＰ．ｄｉｓｃｏｌｏｒｉａ

チョウチンフデガイＩｍｂｒｉｃａｒｉａｖａｎｉｋｏｒｅｎｓｉｓ

タガヤサンミナシＤａｒｉｏｃｏｎｕｓｔｅｘｔｉｌｅ

イボシマイモガイＶｉｒｇｉｃｏｎｕｓｓｕｇｉｌ］ａｔｕｓ

サラサミナシガイＲｈｉｚｏｃｏｎｕｓｃａｐｉｔａｎｅｕｓ

ベッコウイモガイＣｈｅｌｙｃｏｎｕｓｆｕｌｍｅｎ

シロセイロンイモＶｉｒｒｏｃｏｎｕｓｓｐｏｎｓａｌｉｓｎａｎｕｓ

ﾂﾅヤガタイモガイＶ、ｆｕｌｇｅｔｒｕｍ

ハルシヤガイＬｉｔｈｏｃｏｎｕｓｔｅｓｓｕｌａｔｕｓ

斧足綱ｃｌａｓｓＰａｌｅｃｙｐｏｄａ

カリガネエガイＳａｖｉｇｎｙａｒｃａｖｉｒｅｓｃｅｎｓ

フネガイＡｒｃａｏｃａｌＩａｔａ

コギソネガイＴｕｃｅｔｏｎｅｌｌａｍｕｎｄａ

シロインコＳｅｐｌｉｆｅｒｅｘｃｉｓｕｓ

ヒリョウガイＭａｌｌｅｕｓｉｒｒｅｇｕｌａｒｉｓ

ウミギクＳｐｏｎｄｙｌｕｓｂａ］ｂａｔｕｓ

オオナデシコ８．ａｎａｃａｎｔｈｕｓ

クイトウガイＯｈａｍａｄｕｎｋｅａ

ナデシコガイＣｈｌａｍｙｓｉｒｒｅｇｕｌａｒｉｓ

ヒヨクガイＯｒｙｐｔｏｐｅｃｔｅｎｖｅｓｉｃｕｌｏｓｕｓ

ミノガイＬｉｍａｓｏｗｅｒｂｙｉｎｉｐｐｏｎｉｃａ

オハグロガキＳａｘｏｓｔｒｃａｍｏｒｄａｘ

キヌザノレＶａｓｔｉｃａｒｄｉｕｍａｒｅｎｉｃｏｌａ

マルスダレガイＶｅｎｕｓｔｏｒｅｕｍａ

イシマテガイＬｉｔｈｏｐｈｏｇａｃｕｒｔａ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○
○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
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4）その他の動物

二
）
」

力
か

種 名

海綿動物門ＰＯＢＩＦＥＲＡ

石灰海綿綱Ｏａｌｃａｒｅａ

ミサキケツボカイメンＳｙｃｏｎｍｉｓａｋｉｅｎｓｉｓ

ハスノハカイメンＬｅｕｃａｎｄｒａｆｏｌｉａｔａ

○
○

尋常海綿綱

カサゾキカイメン

エダガタイシカイメン

ウスイタカイメン

アパタカイメン

ダイダイイソカイメン

ツポトクサカイメン

タパクダカイメン

ツノマタカイメン

パフンカイメン

ジュズエダカリナ

不詳６

Ｄｅｍｏｓｐｏｎｇｉａｅ

Ｔｈｅｎｅａｇｒａｙｉ

Ｄｉｓｃｏｄｅｒｍｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｐａｃｈａｓｔｒｅｌｌａｔｅｎｕｉｌａｍｉｎａｒｉｓ

Ｓｐｉｒａｓｔｒｅｌｌａａｂａｔａ

Ｈｅｌｉｃｈｏｎｄｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｔｏｘａｄｏｃｉａｃｙｌｉｎｄｒｉｃａ

Ｏｌａｔｈｒｉａｆａｓｃｉｃｕｌａｔａ

ＲａｓｐａｉＩｉａｈｉｒｓｕｔａ

Ａｃａｒｎｕｓｔｅｎｅｒｕｓ

ＳｉｐｈｏｎｏｃｈａＩｉｎａｔｒｕｎｃａｔａ

○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
４

○
２

腔腸動物門ＯＯＥＬＢＮＴＥＲＡＴＡ

ヒドロ虫綱Ｈｙｄｒｏｚｏａ

オオギウミヒトラＳｏｌａｎｄｅｒｉａｓｅｃｕｎｄａ

ヒラタオベリアＯｂｅｌｉａｐｌａｎａ

コヤネヒメコップＳｔｅｇｏｐｏｍａｆａｓｔｉｇｉａｔｕｍ

コバネキセルガヤＬｉｃｔｏｒｅｌｌａｓｔｅｃｈｏｗｉ

ネジキセルガヤＺｙｇｏｐｈｙｌａｘｃｕｒｖｉｔｈｅｃａ

ニホンキセルガヤＺ．ｐａｃｉｆｉｃａ

キセルガヤＬａｆｏｅａｆｒｕｔｉｃｏｓａ

ウモレキセルガヤＧｒａｍｍａｒｉａｉｍｍｅｒｓａ

クダウミシパＳｙｎｔｈｅｃｉｕｍｔｕｂｉｔｈｅｃｕｍ

ツソウミシパＳ，ｃａｍｐｙｌｏｃａｒｐｕｍ

トゲウミシパＳｙｍｐｌｅｃｔｏｓｃｙｐｈｕｓｔｒｉｃｕｓｐｉｄａｔｕｓ

｡|：
○

○
○ ○
○
○
○

○

○

○

○
○ ○
○

○
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名種
かご

○
○
○
○
○
○
○
○
○
口

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

ヒラウミシパ

スズウミシパ

オオカレヒパ

ヒメウミカピ

テンクサウミカピ

スダレガヤ

ハボウキガヤ

ドンクリガヤ

ウミヒノキ

クロガヤ

アカガヤ

ダメサンゴ

ムシノスサンゴ

キセルサンゴ

シロスジ'サンコモトキ

Ｓｅｒｔｕｌａｒｅｌｌａｍｇｏｓａ

Ｓ．ｓｉｎｅｎｓｉｓ

Ａｂｉｅｔｉｎａｒｉａａｂｉｅｔｉｎａ

Ａｍｐｈｉｓｂｅｔｉａｆｕｒｃａｔａ

Ａ。ｐａｃｉｆｉｃａ

Ｄｅｎｔｉｔｈｅｃａｂａｂｅ「ｅｒｉ

ＡｎｔｅｎｎｅＩｌｏｐｓｉｓｉｎｔｅｇｅｒｒｉｍａ

Ｇｙｍｎａｎｇｉｕｍｈｉａｎｓ

Ｍａｃｒｏｒｈｙｎｃｈｉａｐｈｏｅｎｉｃｅａ

Ｌｙｔｏｃａｒｐｉａｎｉｇｒａ

Ａｇｌａｏｐｈｅｎｉａｓｕｅｎｓｏｎｉ

ＳｔｙＩａｓｔｅｒｐｒｏｆｕｎｄｉｐｏｒｕｓｔｙｐｉｃａ

Ｓ．ｑｒａｃｉＩｉｓ

Ｓ．ｙａｂｅｉ

ＡｌＩｏｐｏｒａｃａｒｉｎａｔａ

○

○

○
○

○ ○

綱
ダ
ダ
属
カ
カ
ギ
ギ
ギ
ナ
キ
ビ
キ
ギ
ワ
ギ
属

花一津一一佛濟四読率｛』》咄》絆諦
●

ギ

虫
コ
ノ

ナ
ハ
サ
ト
ウ

ペ
〈
ウ
ペ
オ
ー
ー
ホ
ヒ
イ
イ
イ
ト
ホ
ウ
シ
マ

Ａｎｔｈｏｚｏａ

Ｐａｒａｔｅｌｅｓｔｏｒｏｓｅａ

ＰｓｅｕｄｏＣｌａｄｏｃｈｏｎｕｓｈｉｃｋｓｏｎｉ

Ｂｅｌｌｏｎｅｌｌａｓｐｐ･

ＡｌｃｙｏｎｉｕｍｇｒａｃｉｌｌｉｍｌＩｎ

Ｄｅｎｄｒｏｎｅｐｈｔｈｙａｇｉｇａｎｔｅａ

Ｓｉｐｈｏｎｏｇｏｒｇｉａｄｏｆｌｅｉｎｉ
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Ｐａｒｉｓｉｓｆｒｕｔｉｃｏｓａ

Ａｃａｎｔｈｏｇｏｒｇｉａｍｕｌｔｉｓｐｉｎａ

Ａｎｔｈｏｇｏｒｇｉａｂｏｃｋｉ
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シロヤギ

ムチヤギ

オオキンヤギ科

トグハネウチワ

ペニヒモ

イソギンチャク

アミメサンゴ

ミドリイシ

ヘマサンゴ

アヮサンゴ

チョウジガイ

ジャワサンゴ

ナガレハナサンゴ

ナンヨウキサンゴ

ホソキサンゴ

オオイポヤギ

クｌ）チャ

セ漫共ﾝﾁャク
イパラウミヵラマソ

ケツノサンゴ

Ｂｃｈｉｎｏｇｏｒｇｉａｓｐ、

ＢｕｎｉｃｅｌｌａｐｅｎｄｕＩａ

Ｅ］ｌｉｓｅｌ］ａｒｕｂｒａ

Ｐｒｉｍｎｏｉｄａｅ

ＰｌｕｍａｒｅｌＩａｓｐｉｎｏｓａ

ＯａｌｌｉａｃｔｉｓｐｏＩｙｐｕｓ

Ｐｓａｍｍｏｃｏｒａｐｒｏｆｕｎｄａｃｅｌｌａ

Ａｃｒｏｐｏｒａｓｔｕｄｅｒｉ

Ｐｏｒｉｔｅｓｔｅｎｕｉｓ

Ａｌｖｅｏｐｏｒａｊａｐｏｎｉｃａ

Ｏａ「ｙｏｐｈｙｌｌｉａｍｉｃｒａｎｔｈｕｓ

Ｄｅｓｍｏｐｈｙｌｌｕｍｉｎｓｉｇｎｉｓ

Ｅｕｐｈｙｌｌｉａｆｉｌｎｂ「ｉａｔａ
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Ｏｕｌｉｃｉａｊａｐｏｎｉｃａ
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シロヒゲコケムシＯｒｉｓｉａｅｂｕｒｎｅｏ－ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ

ムチヒグコケムシＢｉｃｒｉｓｉａｅｄｗａｒｄｓｉａｎａ

キクザラコケムシＢｅｒｅｎｉｃｅａａｍｐｕＩｌｉｆｏｒｍｉｓ

コキクザラコクムシＢ，ｓａｒｎｉｅｎｓｉｓ

スジクダコケムシＴｕｂｕｌｉｐｏｒａａｔＩａｎｔｉ

ホソスジクダ
コケムシＴ、ａｔｌａｎｔｉｃａｖａｒ･flexuosa

へナザラコケムシＬｉｃｈｅｎｏｐｏｒａｒａｄｉａｔａ

ミカドコケムシＬ、ｉｍｐｅｒｉａＩｉｓ

ソブナリコケムシＡｍａｔｈｉａｄｉｓｔａｎｓ
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種名

ﾄグウスバコクムシＳｐｉｒａｌａｒｉａｓｅｒｒａｌａ

ボタンコケムシＳｔｅｇｉｎｏｐｏｒｅｌｌａｍａｇｎｉｌａｂｒｉｓ

クズダマコケムシＯｏｔｈｕｒｎｉｃｅｌｌａｊａｐｏｎｉｃａ

ナガホソトクサ
コケムシＯｅｌｌａｒｉａｔｅｎｕｉｒｏｓｔｒｉｓ

ヒメフサコケムシＯａｕｌｉｂｕｇｕｌａｃｉｌｉａｔａ

トグフサコケム〃Ｄｅｎｄｒｏｂｅａｎｉａｂｉｒｏｓｔｒａｔａ

ﾄグナシナラピ
コクムシ

Ｂｅａｎｉａｍｉｒａｂｉｌｉｓ

ヒロフタコケムシＳｃｒｕｐｏｃｅＩＩａｒｉａｍａｄｅｒｅｓｉｓ

ウスエダコケムシＯａｂｅｒｅａｂｒｙｉ

ヒラエダコケムシ０．ｌａｔａ

ヒロエダコケムシＡｍａｓｔｉｇｉａｒｕｄｉｓ

ナガヒケコケムシ ＴｒｉｃｅｌＩａｒｉａＩｏｎｇｉｓｐｉｎｏｓａ

ハナヨロイコケムシＯｏｌｌｅｔｏｓｉａｒａｄｉａｔａ

ニホンコケムシＨｉｐｐｏｐｅｔｒａｌｉｅｌｌａｍａｇｎａ

ヨコクチニ討看ン
コケムシ Ｈ、ｄｏｒｓｉｐｏｒｏｓａ

テンクコケムシＭｕｃｒｏｐｅｔｒａｌｉｅｌＩａｗａｔｅｒｓｉ

アナヒラコケムシＳｃｈｉｚｏｂｒａｃｈｉｅｌＩａｓｕｂｈｅｘａｇｏｎａ

シロウスコケムシＡｒｔｈｒｏｐｏｒａｃｅｃｉｌｉｉ

チゴケムシＤａｋａｒｉａｓｕｂｏｖｏｉｄｅａ

ウスコケムシＭｉｃｒｏｐｏｒｅｌｌａｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ

ハクチコクムシＳｍｉｔｔｉｎａｓｉｇｎａｔａ

コプコケムシＣｅｌｌｅｐｏｒｉｎａｃｏｓｔａｚｉｉ

ソノコクムシＡｄｅｏｎａ jａｐｏｎｌｃａ

ミサキアミコケムシＲＣｔｅｐｏＴｅｌＩｉｎａｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ

マルエダコケムシＬｅｉｅｓｃｈａｒａｓｕｂｇｒａｃｉｌｅ

マガリクダェタ
コケムシ hｈｒｇａｒｅｔｔａｃｅｒｅｏｉｄｅｓ

腕足綱Ｂｒａｃｈｉｏｐｏｄａ

タァスジチョラ万ﾁンＴｅｒｅｂｒａｔｕＩｉｎａｊａｐｏｎｉｃａ

マルクチ
ホウズキガイ Ｄａｌｌｉｎａｒａｐｈａｅｌｉｓ
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銀

蕊タイド
プール

ケタ網三枚網潜水名種

節足動物

甲殻綱

ノコギリヨコエピ

ニホンコツプムシ

ソノテッポウエピ

ヒメセミエピ

イセエピ

チュウコシオリエピ

ソメンヤドカリ

イシタタミヤドカリ

ヤッコヤドカリ

カイメンガニ

ハリカイメンガニ

マルソノガニ

サガミヒメ
オウギガニ

クロフジツボ

カメノテ
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Ｄ．ｃｒａｓｓｉｍａｎｕｓ

Ｏａｎｃｅｌｌｕｓｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｏｒｉｓ

Ｏｈｌｏｒｉｎｏｉｄｅｓｌｏｎｇｉｓｐｉｎｕｓ

Ｏ．ｈａｒｍａｎｄｉ

Ｈｙａｓｔｅｎｕｓｅｌｏｎｇａｔｕｓ

Ｎａｎｏｃａｓｓｉｏｐｅｇｒａｎｕｌｉｐｅｓ
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クモヒトデ綱Ｏｐｈｉｕｒｏｉｄｅａ

パラクモヒトデＯｐｈｉｏｍｏｅｒｉｓｐｒｏｊｅｃｔａ

トグクモヒトデＯｐｈｉｏｔｈ「ｉｘｋｏｒｅａｎａ
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○

２

ウニ綱
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ムラサキウニ

アカウ二

ガンガゼモドキ
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